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=1安心で、きるまちづくり
広島県知事巻頭エッセー ・自立した魅力ある地域づくり3 

「自助」を基本に「共助Jr公助Jの仕組みづくりを
特定非営利活動法人危機管理対策機情事務局長 細坪信二

北海道美幌町 住民による暴力団排除の経験を活かす一一一小西

群馬県 横断組織でフードチェーン全体を把握 松本佳祝

静岡県 地域自主防災の強化へ500人のリーダー養成一一杉山隆通

福井県敦賀市 個人情報の保護を主眼にネットワークづくり 川端純一

大阪市 自分のスケジュールに合わせ仕事請負 井上大三

兵庫県姫路市 罰則付き条例で暴走期待族が激減一一一一一中村博光

徳島県相生町 住民主導の安心して老いるまち 浜田邦美

愛媛県今治市 旬の有機食材で安全給食

福岡県北九州市 GSが協力し「まちかど救命士J 山本朋奥

同『

マT

孝安井

北海道主税町
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岩田照丈

尼崎市長 白井

群馬県新治村

愛媛県今治rli

河野俊嗣総務省自治行政局自治政策課課長補佐

福田幸雄船橋市市役所市長公室広報課副主幹
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神奈川県川崎市
42地i或づくり団体探訪
宮前・コミュニティガーデン実行委員会

44地滅を支える女性パワー
「レディースフォーラムみのJ香川県三野町

41平成14年度・地域活性化貢献表彰

編
集
H
財
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
地
域
づ
く
り
編
集
部

-
高
知
市
ど
ろ
ん
こ
祭
り

一

一

か

み

た

-

土
佐
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
風
物
詩
、
神
田
祭

-
り
(
別
名
ど
ろ
ん
こ
祭
り
)
が
、
桂
浜
に
近
い
若

一
宮
八
幡
宮
で
四
月
四
日
か
ら
三
日
間
開
催
さ
れ

ー
た
。
浴
衣
に
真
赤
な
た
す
き
と
お
腰
を
身
に
つ
け

「
た
早
乙
女
が
神
田
で
古
代
米
の
田
恒
え
を
行
っ
た

一
あ
と
、
「
女
天
下
だ
男
を
ね
ら
え
」
と
祭
歌
の
一

二
節
に
も
あ
る
よ
う
に
、
男
と
見
れ
ば
誰
彼
と
な
く

二
手
桶
の
泥
を
塗
る
行
事
を
開
始
。
逃
げ
る
人
、
悠

二
然
と
泥
を
塗
ら
れ
る
人
、
さ
ま
ざ
ま
な
光
景
が
見

「
ら
れ
た
。
田
植
え
を
し
て
い
た
早
乙
女
が
二
代
百

二
藩
主
山
内
忠
義
公
の
袴
に
泥
を
は
ね
て
し
ま
っ
た

二
時
、
怒
る
お
供
の
侍
を
な
だ
め
「
農
作
業
に
励
む

一
よ
う
に
」
と
、
声
を
掛
け
た
の
が
祭
り
の
始
ま
り

-
と
さ
れ
て
い
る
。

-

高
知
市
北
東
の
三
宝
山
に
龍
河
洞
。
全
長
四
キ

一二

口
の
う
ち
一
キ
ロ
の
見
学
コ
ー
ス
が
あ
り
、

一
億

一=
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千
五
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万
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夢、アシスト、あまがさき

27ミユージアム紹介
でんでこ座三国館

32地盤護活性化フォーラム
つなげよう!まちとむらの共生の輸

34平成14年度地様づくり海外調査研究事業報告
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36地方行財政関連施策解説
地域伝統芸能と古典・新作古典芸能が競演
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くらし安全まちづくり条例・北海道美幌町 (p8)

ふるさと祭り会場の防犯PRテント

かつて住民らが立ち上がり暴力団関係露天商を排除した経験

がある美幌町では、防犯・防災 ・事故防止の三本柱による条

例を制定、町.PlJ民・ 事業者三者連携による安全なまちづく
りを目指している

震
災
、
テ
口
と
い
っ
た
危
機
に
加
え
、
食
で
も
昨
年
は
B
S

E
、
偽
装
表
示
、
無
許
可
書
薬
の
使
用
な
ど
の
問
題
が
起
こ

り
、
わ
れ
わ
れ
の
生
活
の
安
心
・
安
全
が
脅
か
さ
れ
た
。
時

代
。
か
変
わ
り
、
リ
ス
ト
ラ
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
新
た
な
危
機

も
生
ま
れ
て
い
る
が
、
こ
う
し
た
申
で
、
住
民
・
企
業
・
行

政
が
連
携
し
共
同
で
こ
れ
ら
の
危
樋
に
取
り
組
む
事
例
も
多

い
。
い
ろ
い
ろ
な
ケ
l
ス
を
み
て
み
た
。
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食の安全・群馬県 (p10)語部の会

BSE問題では 「縦割り行政の弊害」 が指摘された。こうした声に対応
し、群馬県では知事直申告の横断組織と して、農場から食卓までのフー

ドチェーン全体を把握する食品安全会議をスタートさせ、情報公開に

努めようとしている

圃・

自主防災.静岡県 (p12)

DIG風景 (地図づくり)

「明日起こっても不思議でない」とされる

東海地震。静岡県では自主防災の組織づく

りに取り組み、 97%の組織率。昨年度から

実践的なイメージトレーニングに効巣のあ

る災害図上訓練 (DIG)を取り入れ、また、

災害ボランティア活動ファンドを創設

e署長二E
Lι・ー、、l

言守一li:Iiii温

三戸「

ヨ圃

ネットワークセキュリティー・福井県敦賀市(p14)

オフィス風景

IT推進においてはネットワークセキュリティーが
大前提。その対策として、定期的なベネトレーショ

ンテストやウイルス対応ソフトの導入、公共イント

ラネットの構築などを実行し、今春からは職員が使

うPCは全てICカードによる個人認証機能を付けた



地産地消で安全給食・霊媛県今治市 (p28)

給食風景 (別宮小学校)

地元の安全で新鮮な野菜を食べさせたいという農家のグ

ループの要望に応え、学校給食の食材に地元産の農産物

を優先使用しており、地域農業振興と健康なまちづくり

を推進。すべて減農薬米へ切り替えたほか、使用する洗

剤などにも配慮している

• 
安
d心

“期待飯"取り締まり.兵庫県姫路市 (p18)

電光掲示盤による条例広告

暴走行為をあおる期待族を規制する条例を全国で初め

て01年に制定、メーンストリートの]R姫路駅前の重点

禁止区域内では、その後暴走行為が激減した

まちかど教命士とあかきゅう・福岡県北九州市 (p30)

まちかど救命士発足式後のデモンス卜レーション風景

市消防局では、ガソリンスタンドに協力してもら

い、事故のけが人や急病人を手当てしたり、 110番

する「まちかど救命士」を創設。また、救急隊が

到着するまでに時間がかかるときは消防隊が出動

し蘇生処置を施す「あかきゅうjを導入、成果を

上げつつある

安心して老いるまちづくり・徳島県相生町 (p20)包括ケアセンター

開業医の開業で医療危機に陥った町では、 241時間対応の診療所を核に保

健・介護・デイケアなどをサービスする包括センターを建設。01年には

学童保育と痴呆老人対策をドッキングした試みを展開し、目を見張る相

乗効果を上げている

定年後の生きがいづくりを支援・大阪市 (p16)

ビジネスライブの会 (本部月例会)

「生涯現役、仕事を通して社会に参加」は、定年退職者にとって

の理想でもあり、そういった場があれば安心して定年を迎えら

れる。ビジネスライブの会は、自分の得意の分野の仕事を自分

のスケジ‘ユールに合わせ請負の形で受注、生きがいづくりを支

援する
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自
立
し
た
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

申
固
山
地
や
ま
な
み
大
学

本
県
市
町
村
の
八
割
を
占
め
る
中
山
間
地
域
は
、
過

疎
化
や
高
齢
化
が
依
然
と
し
て
進
行
し
て
お
り
、
伝
統

文
化
の
伝
承
や
集
落
機
能
の
維
持
が
困
難
に
な
っ
て
い

る
地
域
が
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
、
余
暇
時
間
の
増
大
や
価
値
観
の
多
様
化
、
自

然
志
向
の
高
ま
り
の
中
で
、
多
く
の
自
然
・
文
化
資
源

を
有
す
る
中
山
間
地
域
が
新
た
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

実
現
す
る
場
と
し
て
見
直
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

こ
う
し
た
中
、
中
国
山
地
の
豊
か
な
自
然
や
文
化
な

ど
の
地
域
資
源
を
生
か
し
て
、
体
験
学
習
や
生
涯
学
習

の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
都
市
と
の
交
流
促

進
と
、
地
域
の
人
材
発
掘

・
育
成
と
施
設
の
活
用
・
再

活
性
化
に
よ
る
地
域
の
自
立
促
進
を
目
標
と
し
て
、
平

成
十
三
年
四
月
に

「中
国
山
地
や
ま
な
み
大
学」

を
開

学
し
ま
し
た
。

こ
の
大
学
は
、
中
国
山
地
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、

「ゆ
と

り
・
発
見
・
感
動
」
を
テ

l
マ
と
し
た
体
験
交
流
型
の

楽
し
い
講
座
か
ら
な
る
大
学
で
、
世
代
を
超
え
て
、
誰

で
も
気
軽
に
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

現
在
、
参
加
三
十
三
市
町
村
を
五
つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス

に
分
け
、
「
も
の
し
り
歴
史
学
部
」
な
ど
五
学
部、

「温

故
知
新
学
科
」
な
ど
九
学
科
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

昨
年
度
も
六
千
人
以
上
の
学
生
(
会
員
)
が
在
籍
し
、

農
業
体
験
や
神
楽
体
験
な
ど
二
百
以
上
の
さ
ま
ざ
ま
な

体
験
講
座
を
、

一
万
二
千
人
以
上
の
方
に
受
講
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

従
前
か
ら
、
各
地
域
で
体
験
型
の
都
市
・
農
村
交
流

活
動
は
取
り
組
ま
れ
て
い
ま
し
た
が
、

「や
ま
な
み
大
学
」

は
、
こ
う
し
た
活
動
を
ブ
ラ
ン
ド
と
し
て
取
り
ま
と
め

て
、
自
然
・
体
験
学
習
に
関
心
の
あ
る
都
市
部
の
住
民

へ
P
R
す
る
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
講
座
主
催
者
の
ス
キ

ル
ア

ッ
プ
や
企
画
・
運
営
能
力
の
向
上
に
向
け
た
人
材

育
成
も
進
め
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た

「
や
ま
な
み
大
学
」
の
取
り
組
み
の
中
で
、

新
た
に
地
域
を
巻
き
込
ん
で
講
座
を
設
け
た
例
も
あ
り

ま
す
。
一

人
暮
し
高
齢
者
の
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぎ
た
い

と
の
願
い
で
集
ま
っ
た
親
睦
グ
ル
ー
プ
が
、
大
学
の
開

学
に
刺
激
さ
れ
、
自
分
た
ち
が
で
き
る
こ
と
で
交
流
し

よ
う
と
活
動
を
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
メ
ン
バ
ー
の
最
高

齢
者
は
八
十
三
歳
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
で
、
野
菜
づ
く
り

• 
4
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広
島
県
知
事

一
藤
田
雄
山

体
験
や
田
舎
料
理
を
味
わ
い
な
が
ら
の
交
流
会
を
通
じ

て
、
交
流
の
広
が
り
、
深
ま
り
を
楽
し
み
、
元
気
を
分

か
ち
合
っ
て
お
ら
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
講
座
の
主
催
者
は
、
講
座
開
催
を
自
ら

楽
し
み
、

生
き
生
き
と
輝
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
こ
う
し

た
活
動
が
、
地
域
を
支
え
、
地
域
を
元
気
に
し
、

「自
ら

の
地
域
は
自
ら
の
手
で
」
と
す
る
地
域
経
営
へ
と
発
展

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
講
座
も
個
と
し
て
の
活
動
か
ら
、
徐
々
に
地

域
全
体
を
巻
き
込
ん
だ
活
動
、
圏
域
を
越
え
た
広
域
へ

と
広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
山
地
の
観

光
地
を
結
ん
だ
「
や
ま
な
み
ル

l
ト
パ
ス
」
と
連
携
し

た
、
体
験
を
含
む
新
た
な
周
遊
ル

l
ト
の
開
発
や
都
市

部
で
の
出
前
講
座
の
開
催
、
し
ま
な
み
海
道
を
キ
ャ
ン

パ
ス
と
す
る

「瀬
戸
内
し
ま
な
み
大
学」

と
の
連
携
講

座
の
開
催
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、
将
来
的
に
は

中
国
五
県
に
展
開
し
、
名
実
と
も
に
「
中
国
山
地
や
ま

な
み
大
学」

と
し
て
発
展
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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で
き
る
ま
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l
安
全

• 
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
危
機
管
理

平
成
七
年
の
阪
神
淡
路
大
震
災
以
降
も
有
珠
山
や
三
宅

島
の
噴
火
災
害
、
東
海
村
の
臨
界
事
故
、
地
下
鉄
サ
リ
ン

事
件
な
ど
あ
ら
ゆ
る
危
機
に
見
舞
わ
れ
て
い
る
。
そ
し
て

危
機
が
発
生
す
る
た
び
に
原
因
の
究
明
と
検
証
が
行
わ

れ
、
膨
大
な
費
用
を
投
じ
て
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講
じ
ら

れ
て
い
る
が
、
必
ず
想
定
以
上
の
危
機
が
私
た
ち
を
襲
っ

て
く
る
。

ま
た
、
時
代
の
急
激
な
発
展
と
と
も
に
住
民

一
人
ひ
と

り
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
多
様
化
し
、
中
で
も

次
代
を
担
う
若
い
世
代
を
中
心
に
大
き
な
変
化
が
見
ら

れ
、
こ
れ
ま
で
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
危
機
が
発
生
し
、

少
子
化
や
高
齢
化
が
進
む
社
会
が
到
来
す
る
と
と
も
に
、

数
多
く
の
課
題
を
解
決
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時

代
と
な
っ
た
。

「
安
全

・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
」
に
つ
い
て
危
機
管

理
の
観
点
か
ら
最
近
の
事
例
を
交
え
な
が
ら
考
え
て
み
た

い
と
思
う
。

• 自
然
災
害
の
中
で
最
も
記
憶
に
残
っ
て
い
る
災
害
と
し

て
、
七
年

一
月
十
七
日
の
ま
だ
夜
が
明
け
や
ら
ぬ
阪
神
地

区
を
襲
っ
た
「
阪
神
淡
路
大
震
災
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
大

震
災
が
発
生
す
る
前
ま
で
の
阪
神
地
区
の
人
々
は
、
自
分

の
住
ん
で
い
る
ま
ち
が
、
決
し
て
「
危
険
で
不
安
な
ま
ち
」

と
思
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
阪

神
地
区
は
こ
こ
数
十
年
、
大
き
な
地
震
に
見
舞
わ
れ
た
こ

と
が
な
く
、
大
地
震
を
経
験
し
た
関
東
地
区
や
、
近
い
将

来
東
海
地
震
が
発
生
す
る
と
予
測
さ
れ
る
地
域
に
比
べ
る

と
、
自
分
た
ち
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
は
安
全
で
安
心
の
ま

ち
で
あ
る
と
い
う
思
い
こ
み
が
強
く
あ
っ
た
。
建
物
が
倒

壊
し
、
高
速
道
路
の
高
架
が
落
下
す
る
な
ど
と
は
想
像
す

る
こ
と
さ
え
な
く
、
断
層
の
上
に
ま
ち
が
形
成
さ
れ
て
い

る
こ
と
す
ら
、

一
部
の
専
門
家
の
方
々
を
除
い
て
は
だ
れ

も
知
る
由
が
な
か
っ
た
。
社
会
的
災
害
と
い
え
ば
、
十
三
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特
定
非
営
利
活
動
法
人
危
機
管
理
対
策
機
情

事
務
局
長

・

細
坪
信
一

年
九
月
十

一
日
に
発
生
し
た
「
米
国
同
時
多
発
テ
ロ
」
が

挙
げ
ら
れ
る
。
テ
ロ
が
発
生
す
る
前
ま
で
の
ワ
ー
ル
ド
ト

レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
地
区
の
人
々
も
、
決
し
て
「
危
険
で
不

安
な
ビ
ジ
ネ
ス
街
」
と
思
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た
わ
け
で

は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
自
分
た
ち
の
働
い
て
い
る
ビ

ジ
ネ
ス
街
は
、
最
新
設
備
を
備
え
た
安
全
で
安
心
な
ビ
ジ

ネ
ス
街
で
あ
る
と
い
う
誇
り
を
持
っ
て
働
い
て
い
た
だ
ろ

う
。
誰
も
ワ
ー
ル
ド
ト
レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
が
倒
壊
す
る
な

ど
あ
り
え
な
い
と
思
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
ワ
ー
ル
ド
ト

レ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
ピ
ル
は
五
年
に
爆
弾
テ
ロ
に
見
舞
わ
れ

て
お
り
、
筆
者
が
十
二
年
に
同
ビ
ル
を
視
察
さ
せ
て
頂
い

た
際
に
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

i
担
当
者
が
「
必
ず
ま
た
こ
の
ビ

ル
は
テ
ロ
に
見
舞
わ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
話
し
て
お
ら
れ
た

こ
と
が
非
常
に
印
象
深
く
残
っ
て
い
る
。

• 数
あ
る
犯
罪
の
中
で
も
、
七
年
三
月

十
日
に
発
生
し
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阪神淡路大震災一一落下するはずがないと言われていた阪神高速

た
「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
」
は
、
単
な
る
毒
物
サ
リ
ン
が

ま
か
れ
た
地
下
鉄
事
件
と
し
て
と
ら
え
る
の
で
は
な
く
、

安
全
な
国
と
い
わ
れ
た
日
本
の
大
都
市
で
テ
ロ
事
件
が
発

生
し
た
と
い
う
こ
と
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、
最

近
の
韓
国
で
の
地
下
鉄
事
故
は
故
意
に
ガ
ソ
リ
ン
が
ま
か

れ
て
放
火
さ
れ
た
と
い
う
人
的
な
犯
罪
だ
。
一

方
、
金
融

機
関
の
現
金
自
動
預
払
機

(
A
T
M
)
コ
ー
ナ
ー
を
シ
ョ

ベ
ル
カ

l
で
破
壊
し
、

A
T
M機
ご
と
持
ち
出
す
と
い
う

新
た
な
強
設
も
多
発
し
て
い
る
。
集
合
住
宅
や

二
戸
建
て

住
宅
な
ど
の
玄
関
扉
を
不
正
に
開
錠
し
て
進
入
す
る
「
ピ

ツ
キ
ン
グ
事
件
」
が
急
増
し
て
お
り
、
人
々
の
生
活
に
不

安
を
投
げ
か
け
て
い
る
。
鍵
の
専
門
家
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

ー
関
連
企
業
な
ど
が
、
ピ
ッ
キ
ン
グ
対
策
と
し
て
、

二
重

錠
へ
の
交
換
や
強
化
窓
ガ
ラ
ス
の
交
換
な
ど
対
策
を
推
進

す
る

一
方
で
、
あ
ざ
笑
う
か
の
よ
う
に
さ
ら
な
る
手
口
が

生
ま
れ
て
い
る
。

厚
生
労
働
省
は
昨
年
、
医
療
事
故
防
止
策
を
怠
っ
て
い

る
病
院
に
対
し
て
、
都
道
府
県
知
事
が
病
院
長
を
更
迭
で

き
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
人
は
誰
で
も
医

療
を
必
要
と
す
る
時
が
あ
る
。
安
全
で
安
心
で
き
る
質
の

高
い
医
療
を
受
け
た
い
と
望
む

一
方
で
、
患
者
の
取
り
違

え
、
誤
診
に
よ
る
不
要
な
手
術
、
体
内
に
異
物
置
き
忘
れ

な
ど
、
医
療
事
故
、
医
療
ミ
ス
、
医
療
過
誤
な
ど
が
毎
日

の
よ
う
に
報
道
さ
れ
て
い
る
。
海
外
の
友
人
は
、
自
分
が

足
の
手
術
を
受
け
る
時
に
、
健
康
な
足
の
方
に
「
手
術
を

受
け
る
の
は
こ
の
足
で
は
な
い
」
と
書
い
た
そ
う
だ
。
医

療
を
受
け
る
際
に
全
て
を
医
者
任
せ
に
す
る
の
で
は
な

く
、
正
し
い
情
報
を
得
て
症
状
に
つ
い
て
自
分
自
身
が
確

認
し
、
医
療
の
実
態
を
知
っ
て
自
分
を
守
る
努
力
が
必
要

な
の
か
も
し
れ
な
い
。
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幾
つ
か
の
事
例
を
挙
げ
た
が
、
最
近
の
傾
向
と
し
て
、

安
全
対
策
の
不
備
に
よ
り
問
題
が
発
生
し
た
事
例
ば
か
り

で
は
な
く
、
安
全
対
策
を
施
し
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず

被
害
が
拡
大
し
た
事
例
が
少
な
く
な
い
。

「
ま
さ
か
こ
ん
な
こ
と
が
」
「
こ
ん
な
こ
と
は
想
定
し
て

い
な
か
っ
た
」
「
う
ち
に
限
っ
て
:
・
」
と
い
う
コ
メ
ン
ト

を
よ
く
目
に
し
た
り
聞
い
た
り
す
る
。
ど
の
レ
ベ
ル
ま
で

想
定
し
た
ら
よ
い
の
か
?
と
い
う
問
い
に
対
し
て
、
危
機

管
理
の
概
念
か
ら
言
え
ば
「
最
悪
の
事
態
を
想
定
す
る
」

と
い
う
こ
と
が
必
要
だ
が
、
現
実
に
は
実
際
に
起
こ
っ
た

事
象
を
基
準
に
し
て
対
策
が
見
直
さ
れ
る
と
い
う
傾
向
が

ほ
と
ん
ど
で
、
最
悪
の
事
態
を
事
前
に
想
定
し
て
い
な
い

と
い
う
の
が
現
実
だ
。
ま
ず
は
、
最
悪
の
事
態
を
想
定
し

て
み
る
、
考
え
て
み
る
、
と
い
う
こ
と
が
必
要
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

自
然
災
害
を
除
け
ば
、
人
間
が
問
題
を
起
こ
し
て
い
る

事
例
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
り
、
し
か
も
、
私
た
ち
の
ウ
イ
ー

ク
ポ
イ
ン
ト
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
狙
っ
て
く
る
の
が
最
近

~誠誠司。

の
傾
向
と
い
え
る
。
自
分
た
ち
の
ウ
イ
ー
ク
ポ
イ
ン
ト
も

認
識
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

さ
ま
ざ
ま
の
事
前
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
悲
し
い
こ
と
で
あ
る
が
災
害
は
常
に
繰
り
返

2003・5月号5 



さ
れ
る
。
災
害
自
体
は
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
、
む
し
ろ
、
起

こ
ら
な
い
は
ず
の
出
来
事
が
起
こ
っ
て
し
ま

っ
た
と
い
う

受
身
で
対
応
す
る
の
で
は
な
く
、
起
こ
る
と
い
う
前
提
で

積
極
的
に
危
機
に
立
ち
向
い
、
う
ま
く
乗
り
越
え
て
い
く

と
い
う
発
想
が
必
要
で
は
な
い
か
。

「安
全
」
の
定
義
は

「危
害
ま
た
は
損
傷
・
損
害
を
受

け
る
恐
れ
の
な
い
こ
と
」
で
あ
る
。

安
全
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
形
成
す
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま

な
危
機
に
対
し
て
問
題
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
安
全
管
理
の
概
念
に
基
づ
く
対
策
を
講
じ

て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
従
っ
て
、
ど
ち
ら
か
と
い

え
ば
ハ

l
ド
の
要
素
が
高
く
な
る
。
防
災
の
観
点
か
ら
言

え
ば
、
イ
ン
フ
ラ
を
整
備
し
、
計
画
的
に
都
市
化
・
不
燃

化
・
耐
震
化
を
進
め
る
こ
と
で
、
ま
ち
の
防
災
力
は
向
上

す
る
。
ま
た
、
防
犯
の
観
点
か
ら
一言
守
え
ば
、
最
新
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ

l
機
器
を
設
置
し
、
監
視
シ
ス
テ
ム
を
強
化
す

る
こ
と
に
よ
り
、
万
全
な
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
対
策
を
構
築

す
る
こ
と
で
防
犯
力
は
向
上
す
る
。
ま
た
、
人
的
ミ
ス
を

犯
し
に
く
い
も
の
に
設
計
変
更
す
る
こ
と
で
人
的
ミ
ス
が

起
き
に
く
く
な
る
。
さ
ら
に
、
緊
急
対
応
機
関
と
な
る
警

察
、
消
防
、

医
療
の
数
を
増
や
し
、
資
機
材
を
最
新
の
も

の
に
装
備
す
る
こ
と
で
ま
ち
の
防
犯
・
防
災
力
が
レ
ベ
ル

ア
ッ
プ
す
る
。

こ
こ
で
、
あ
え
て
厳
し
い
指
摘
を
す
る
な
ら
、
安
全
対

策
を
強
化
す
る
に
は
コ
ス
ト
と
時
間
が
必
要
と
な
り
、
必

ず
し
も
、
す
べ
て
を
補
え
切
れ
な
い
と
い
う
現
実
を
忘
れ

て
は
な
ら
な
い
。
か
っ
、
安
全
対
策
で
気
を
つ
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
こ
と
は
、
安
全
対
策
を
し
た
こ
と
に
満
足
し

て
は
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
だ
。
耐
震
建
築
の
マ
ン
シ
ョ

ン
に
住
ん
で
い
る
、
耐
震
補
強
し
た
施
設
に
い
る
、
備
蓄

を
揃
え
て
い
る
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
対
策
は
万
全
だ
、
だ

か
ら

「安
全
だ
」
と
い
う
こ
と
が
逆
に

一
番
危
険
で
あ
り
、

確
か
に
以
前
に
比
べ
て
対
策
の
レ
ベ
ル
が
上
が
っ
た
も
の

の、

一
定
範
囲
内
の
安
全
が
確
保
で
き
た
に
過
ぎ
な
い
の

だ
。「
ー
し
た
か
ら
絶
対
安
全」

と
口
に
し
た
時
点
か
ら
、

次
に
襲
っ
て
く
る
危
機
に
対
し
て
無
防
備
に
な
っ
て
し
ま

う
こ
と
を
、
過
去
の
教
訓
か
ら
学
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

常
に
危
機
を
意
識
し
、
よ
り
良
い
安
全
を
求
め
、
向
上

し
続
け
る
姿
勢
が
大
切
だ
。

「安
心
」
の
定
義
は

「心
が
安
ら
か
に
落
ち
着
い
て
い

る
こ
と
」
で
あ
る
。

安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
形
成
す
る
に
は
、
行
政
任
せ
、

人
任
せ
で
は
な
く
、
問
題
を
起
こ
さ
な
い
対
策
の
限
界
や

盲
点
を
理
解
し
、
問
題
が
起
き
て
し
ま
っ
た
時
に
ど
う
対

処
す
る
の
か
を
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
共
存
す
る
住
民
・

行
政
・
企
業
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
人
々
が
互
い
に
知
恵
を

出
し
、
協
力
し
合
い
、
あ
ら
ゆ
る
観
点
か
ら
自
分
の
住
ん

で
い
る
ま
ち
の
危
険
な
要
素
と
な
る
リ
ス
ク
を
洗
い
出
す

こ
と
が
必
要
だ
。
そ
し
て
、
問
題
に
対
し
て
解
決
方
法
を

事
前
に
持
っ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
自
分
自
身
が
実
際
に

そ
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
訓
練
が
不
可
欠
で
あ
り
、

社
会
、
家
族
、
仕
事
、
健
康
に
対
す
る
不
安
や
暮
し
の
中

の
不
安
要
素
を
取
り
除
く
た
め
の
努
力
を
重
ね
、
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
る
こ
と
に
よ
り
自
信
が
安
心
に
つ
な
が
る
。

従
っ
て
、
「
安
心
」
は

「安
全」

に
比
べ
て
ソ
フ
ト
の
要
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素
が
高
い
。
自
分
自
身
が
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と
は
、

決
し
て
、

「も
の
」
だ
け
で
は
解
決
す
る
こ
と
は
で
き
な

い
。
ま
た
、
行
政
は
私
た
ち
の
不
安
要
素
を
す
べ
て
解
決

し
て
く
る
魔
法
の
組
織
で
も
な
い
。
行
政
だ
け
で
は
な
く
、

自
ら
身
を
守
る
「
自
助
」
が
基
本
と
な
り
、
自
分
の
力
が

及
ば
な
い
範
囲
を
周
囲
の
人
た
ち
ゃ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
企

業
な
ど
の
連
携
に
よ
る

「共
助
」
の
仕
組
み
を
構
築
し
、

お
互
い
が
協
力
し
合
い
自
分
の
住
ん
で
い
る
身
近
な
地
域

か
ら
始
め
る
こ
と
が
大
切
だ
。
自
分
た
ち
の

「
自
助
」

「
共
助
」
で
は
で
き
な
い
限
界
を
支
援
す
る
仕
組
み
と
し

て
、
緊
急
対
応
機
関
と
な
る
警
察
、
消
防
、

医
療
の
連
携

強
化
を
図
り
、
国
や
地
方
公
共
団
体
の

「公
助
」
が
受
け

ら
れ
る
仕
組
み
が
理
想
的
だ
。
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• 今
ま
で
の
ま
ち
づ
く
り
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
行

政
主
導
の
縦
割
り
型
で
行
わ
れ
て
き
た
が
、
安
全
・
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
を
考
え
る
上
で
は
地
域
主
導
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
型
の
ま
ち
づ
く
り
が
必
要
だ
。
突
然
襲
っ
て
く

る
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
に
対
し
て
恐
れ
、
避
け
る
の
で
は
な

く
、
危
機
に
見
舞
わ
れ
で
も
自
信
を
持
っ
て
対
処
で
き
る

よ
う
に
、
危
機
に
対
し
て
強
い
ま
ち
を
つ
く
る
こ
と
が
、

安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
と
い
え
る
。
安

全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
の
実
現
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の

ま
ち
で
暮
ら
す
住
民

一
人
ひ
と
り
の
意
識
と
価
値
観
に
よ

っ
て
大
き
く
左
右
さ
れ
る
。
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り 自分たちの住んでいる地域でできることを検証する訓練

に
つ
い
て
住
民
自
身
が
抱
え
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を

住
民
自
ら
で
考
え
る
機
会
を
設
定
し
、
生
活
す
る
上
で
危

機
に
対
し
て
ど
の
よ
う
に
対
処
し
た
ら
よ
い
の
か
を
体
験

で
き
る
参
加
型
の
イ
ベ
ン
ト
を
企
画
し
、
防
災
訓
練
や
地

域
の
祭
り
な
ど
の
共
催
事
業
と
し
て
、
定
期
的
か
つ
継
続

的
な
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
開
催
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
。

例
え
ば
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
の
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
住
民
自
ら
作
成
し
、
危
険
を
認
識
し
、
問
題
意
識
を
持

つ
こ
と
で
、
ま
ち
に
住
む

一
人
ひ
と
り
が
危
機
に
対
し
て

敏
感
に
な
り
、
内
的
・
外
的
要
因
を
互
い
に
監
視
し
、
協

調
し
て
自
ら
で
解
決
す
る
仕
組
み
が
生
ま
れ
る
。

• 地
域
が

一
丸
と
な
っ
て
問
題
意
識
を
も
っ
て
安
全
対
策

に
取
り
組
む
た
め
に
は
教
育
が
不
可
欠
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
例
え
ば
、
地
域
の
安
全
や
物
事
の
善
悪
に
つ
い
て
、

親
子
が

一
緒
に
な
っ
て
考
え
た
り
、
地
域
の
企
業
や
自
治

体
の
関
係
者
と

一
緒
に
「
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
」
に
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
考
え
る
内
容
を

学
校
教
育
の
総
合
学
習
の
中
に
取
り
入
れ
て
み
て
は
ど
う

だ
ろ
う
か
。
学
校
教
育
に
取
り
入
れ
る
こ
と
で
継
続
し
て

地
域
安
全
教
育
が
子
ど
も
た
ち
の
レ
ベ
ル
か
ら
行
う
こ
と

が
可
能
に
な
る
。

• 最
後
に
、
自
分
の
住
ん
で
い
る
ま
ち
を
安
全

・
安
心
に

し
て
い
く
に
は
、
地
域
に
お
け
る
住
民
の
力
が
不
可
欠
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
、
自
分
た
ち
が
安
全
・
安
心

に
対
し
て
取
り
組
む
活
動
を
、
目
に
見
え
る
形
で
評
価
す

る
仕
組
み
を
作
る
こ
と
が
必
要
だ
。

例
え
ば
、
「
危
機
管
理
」
「
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
」
に
つ
い
て
、
地
域
で
防
災
活
動
や
防
犯
活
動
に
積

極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
組
織
、
企
業
、
個
人
に
対
し
て

自
治
体
が
表
彰
制
度
を
設
定
し
て
表
彰
し
た
り
、

「
地
域

安
全
・
安
心
推
進
マ

l
ク
」
の
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
成
し
て

交
付
す
る
な
ど
、
住
民
主
導
の
活
動
を
推
進
す
る
と
と
も

に
積
極
的
に
評
価
す
る
。

し
か
し
、
行
政
だ
け
が
評
価
す

る
の
で
は
な
く
地
域
の
す
べ
て
の

人
々
が
地
域
安
全
・
安
心
に
対
す

る
推
進
活
動
自
体
を
お
互
い
が
良

い
活
動
で
あ
る
と
認
め
合
い
、
ま

ち
の
安
全
・
安
心
に
つ
い
て
自
ら

が
考
え
自
分
の
で
き
る
範
囲
で
積

極
的
に
か
か
わ
れ
る
こ
と
が
こ
れ

か
ら
の
安
全
・
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
の
あ
り
方
で
は
な

い
だ
ろ
、
っ
か
。

地域主導のネ ットワーク型の仕組み

行政主導の縦割り型の仕組み

説記誠治2003・5月号7 



固
排
隠
の
経
験
を
活
か
す

防
災
・
事
故
防
止
へ
条
例
を
制
定

特
集

安
心
で
き
る
ま
ち
づ
く
り。

住
民
に
よ
る

防
犯
• 

美
幌
町
は
、
オ
ホ
ー
ツ
ク
海
か
ら
内
陸
に
三
十
キ
ロ
に

位
置
し
、
日
本
で
有
数
の
日
照
率
を
誇
る
畑
作
地
帯
で
あ

る
。
ま
た
、
阿
寒
国
立
公
園
の
玄
関
口
と
い
わ
れ
る
美
幌

峠
か
ら
屈
斜
路
湖
へ
の
眺
望
は
「
天
下
の
絶
景
」
と
し
て

年
間
百
二
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ
て
い
る
。

-

ム

住
民
の
行
政
任
せ
に
危
機
感

「
自
分
た
ち
の
住
む
地
域
は
自
分
た
ち
の
自
ら
の
手
に

よ
っ
て
治
め
る
」
と
の
決
意
の
下
に
昭
和
四
十
七
年
に
区

長
制
度
か
ら
発
足
し
た
自
治
会
は
、
住
民
生
活
全
般
に
わ

た
り
活
動
し
て
き
た
が
、

三
十
年
を
経
過
し
個
人
主
義
に

み
ら
れ
る
意
識
の
多
様
化
は
、
自
治
会
活
動
へ
の
無
関
心

と
し
て
表
れ
て
き
て
い
る
。

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ば
か
り
で
な
く
、
自
分
の
身
を

守
る
と
い
う
生
活
の
基
本
が
、
他
人
や
行
政
任
せ
に
な
っ

て
い
く
危
機
感
か
ら
「
町
民
に
自
ら
の
参
加
と
協
力
を
求

め
る
に
は
、
ど
う
し
て
も
町
民
の
責
務
や
義
務
を
定
め
た

根
拠
が
必
要
」
と
、
平
成
十
二
年
三
月
に
自
治
会
防
犯
部

会
連
合
会
か
ら
条
例
制
定
が
要
望
さ
れ
九
月
に
「
美
幌
町

く
ら
し
安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例
」
と
し
て
制
定
さ
れ
た
。

北
海
道
美
幌
町

美
幌
町
役
場
総
務
部
住
民
活
動
課

住
民
活
動
係
長

・

小

西

守

条
例
の
特
徴
は
、
住
民
団
体
か
ら
要
望
の
あ
っ
た
防
犯

の
項
目
に
さ
ら
に
事
故
防
止
(
交
通
安
全
)
と
防
災
を
加

え
た
こ
と
で
あ
る
。
当
町
で
は
、
十
二
年
か
ら
地
域
防
災

計
画
の
改
定
作
業
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、
自
治
会
連
合
会

で
も
、
防
災
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
自
主
防
災
の
必
要
性

が
叫
ば
れ
て
い
た
。
こ
の
「
防
災
・
防
犯
・
事
故
防
止
」
の

三
本
柱
で
構
成
さ
れ
、
今
ま
で
町
、
町
民
、
事
業
者
が
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
で
取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
、

三
者
の
連

携
に
よ
る
効
果

的
な
活
動
と
し

て
開
始
さ
れ
た
。

こ
の
条
例
制

定
の
背
景
に
は
、

暴
力
団
事
務
所

を
撤
退
に
追
い

込
ん
だ
自
治
会

な
ど
住
民
組
織

の
強
固
な
意
志

に
よ
る
こ
と
と

い
よ
ん
ヲ
@
。

町民手作りの出庖が並ぶ「びほろふるさと祭り」

8 

ヱ

祭
り
か
ら
暴
力
団
関
係
露
天
商
を
排
除

美
幌
町
は
、
比
較
的
事
件
や
事
故
の
少
な
い
ま
ち
で
は

あ
っ
た
が
、
平
成
元
年
に
広
域
暴
力
団
の
事
務
所
が
町
内

に
置
か
れ
、
そ
の
数
年
前
に
は
、
隣
の
市
の
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
で
暴
力
団
員
に
よ
る
発
砲
事
件
も
起
こ
り
町
民

の
恐
怖
は
高
ま
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、
そ
の
事
務
所
が
町

の
中
心
地
に
移
転
し
た
こ
と
で
そ
の
不
安
が
頂
点
と
な

り
、
事
務
所
撤
退
の
住
民
運
動
に
結
び
つ
い
た
。

こ
の
運
動
で
は
、
飲
食
庖
で
は
挨
拶
料
な
ど
の
不
払
い

を
徹
底
し
資
金
源
を
絶
つ
と
と
も
に
、
元
年
か
ら
六
年
間
、

暴
力
追
放
推
進
協
議
会
と
自
治
会
連
合
会
が
中
心
の
追
放

運
動
と
し
て
継
続
さ
れ
、
平
成
六
年
十
月
に
住
民
悲
願
の

暴
力
団
事
務
所
撤
退
に
つ
な
が
っ
た
。

当
町
で
は
九
月
四

1
六
日
の
美
幌
神
社
の
秋
季
大
祭
を

「
秋
祭
り
」
と
呼
ん
で
、
神
社
前
の
町
道
に
百
軒
以
上
の

露
庖
が
並
び
町
民
の
楽
し
み
と
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
、

露
庖
で
使
用
し
た
お
金
は
暴
力
団
の
資
金
に
流
れ
、
ま
た
、

秋
祭
り
後
に
は
少
年
少
女
が
行
方
不
明
と
な
り
数
カ
月
後

に
大
き
な
心
の
傷
を
持
っ
て
戻
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
り
、

祭
り
の
華
や
か
さ
の
裏
に
大
き
な
影
を
落
と
し
て
い
た
。

暴
力
団
事
務
所
を
絶
対
に
撤
退
さ
せ
る
と
い
う
活
動

と
、
青
少
年
へ
の
環
境
浄
化
の
願
い
が
、
暴
力
団
関
係
露

天
商
の
排
除
に
行
き
っ
き
、
「
暴
力
団
へ
の
資
金
源
を
絶

つ
に
は
暴
力
団
関
係
露
天
商
が
埋
め
て
い
た
神
社
前
の
道

路
を
、
町
民
の
手
作
り
の
庖
で
埋
め
る
こ
と
し
か
な
い
」

と
の
意
見
が
続
出
し
、
町
内
二
十
団
体
に
よ
る
手
作
り
出

庖
実
行
委
員
会
が
結
成
さ
れ
た
。一

年
間
の
準
備
期
間
に

実
行
委
員
が
事
務
所
や
自
治
会
に
働
き
か
け
を
行
い
、
四

年
に
八
十
団
体
の
出
庖
に
よ
り
第

一
回
美
幌
ふ
る
さ
と
祭

2003・5月号域政惑ω



/ 安心できるま ちづく り特集

り
の
開
催
へ
と
こ
ぎ
つ
け
た
。

当
日
は
、
暴
力
団
関
係
露
天
商
か
ら
の
脅
し
と
嫌
が
ら

せ
が
予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
機
動
隊
が
待
機
し
て
の
開

催
で
あ
っ
た
が
、
安
心
安
全
が
売
り
も
の
の
祭
り
会
場
に

は
延
べ
十

一
万
人
の
町
民
と
近
隣
の
住
民
が
訪
れ
、
和
や

か
な
空
気
に
満
ち
て
い
た
。

当
初
か
ら
、

「素
人
の
出
庖
で
は
長
続
き
し
な
い
だ
ろ

う
」
「
露
天
商
の
方
が
風
情
が
あ
る
」
と
の
声
が
多
か
っ

た
が
、
町
民
の
暴
力
団
排
除
の
意
志
が
町
内
の
自
治
会
、

団
体
、
商
庖
の
出
庖
と
し
て
引
き
継
が
れ
、
会
場
内
の
ゴ

ミ
の
清
掃
、
分
別
、
違
法
駐
車
の
排
除
、

青
少
年
に
対
す

る
パ
ト
ロ
ー
ル
が
整
然
と
行
わ
れ
、
こ
の
間
の
町
民
の
後

押
し
が
十

一
年
間
の
継
続
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

1
2
7
1
0番
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

迅
速
な

一一

O
番
通
報
に
よ
る
事
件
事
故
の
未
然
防
止

と
、
事
故
の
際
の
被
害
者
救
済
を
目
的
に

「
び
ほ
ろ
1
1

0
番
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
が
、
自
治
会
防
犯
部
連
合
会
長
の

発
案
に
よ
り
十
二
年
四
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
、
俳

綱
高
齢
者
の
早

期
救
助
な
ど
に

効
果
を
上
げ
て

お
り
、
結
成
時

の
入
団
体
か
ら

現
在
は
十
五
団

体
に
拡
大
し
、

事
業
者
や
住
民

が
警
察
署
と
連

携
す
る
活
動
と
し
て
今
後
さ
ら
に

拡
大
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
事
故
を
発
見
し
た
時
に

速
や
か
な
救
命
措
置
が
行
え
る
よ

う
、
各
事
業
者
や
自
治
会
が
普
通

救
命
講
習
に
積
極
的
に
取
り
組

み
、
受
講
者
は
こ
れ
ま
で
に
二
千

八
百
六
十
人
と
全
人
口
の

二
一
%

に
達
し
て
い
る
。

大
規
模
災
害
が
発
生
し
た
と
き

は
、
第

一
に
自
分
の
生
命
を
守
り
、

第
二
に
家
族
、
第
三
に
隣
近
所
を

守
る
の
が
自
主
防
災
で
あ
る
。
「近
所
の
高
齢
者
や
災
害

弱
者
の
救
出
避
難
は
行
政
だ
け
の
仕
事
で
な
く
、
身
近
に

い
る
者
の
責
任
だ
」
と
い
う
自
治
会
連
合
会
の
決
定
に
よ

り
、
十
三
年
か
ら
二
年
間
の
準
備
期
間
を
経
て
、
十
五
年

か
ら
各
自
治
会
に
防
災
会
が
結
成
さ
れ
る
。

隣
近
所
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
希
薄
に
な
り
、
自

治
会
の
存
在
意
義
ま
で
が
問
わ
れ
る
中
で
年
齢
や
性
別
、

技
術
に
応
じ
て
共
に
助
け
合
い
協
働
す
る
自
主

防
災
活
動
は
、
ま
さ
に
自
治
会
活
動
そ
の
も
の

で
も
あ
る
。

ヱ

都
市
型
犯
罪
の
浸
食
が
課
題

「
こ
の
ま
ち
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
を
犯
罪

や
事
故
に
巻
き
込
ま
せ
な
い
」
と
い
う
願
い
は
、

全
町
民
の
願
い
で
あ
る
。
十
月
に
全
国
的
に
実

施
さ
れ
て
い
る

「地
域
安
全
の
日
」
を
、
講
師

を
招
い
た
講
演
に
頼
ら
ず
に
、
町
内
の
人
々
が

子
ど
も
た
ち
へ
の
思
い
を
語
り
連
携
を
図
ろ
う

防災リーダー養成研修。家庭の身近な物で

の救護訓練

過
性
の
も
の
に
せ
ず
、
記
録
集
を

作
製
し
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
生
か

す
こ
と
と
し
て
い
る
。

く
ら
し
安
全
ま
ち
づ
く
り
条
例

は
理
念
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
や
や
も
す
る
と
ロ

ッ
カ

ー
の
奥
に
入
れ
ら
れ
る
心
配
が
あ
る
が
、
本
町
で
は
住
民

要
望
で
生
ま
れ
た
条
例
で
常
に
机
上
に
あ
る
。

条
例
の
効
果
と
し
て
自
主
防
災
を
例
に
と
る
と
、
災
害

対
策
基
本
法
や
地
域
防
災
計
画
だ
け
を
根
拠
に
進
め
た
場

合
は
こ
こ
ま
で
進
ん
だ
だ
ろ
う
か
。
条
例
に
よ
り
町
と
町

民
が
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
と
し
て
同
じ
視
点
で
話
し
合
い
、

住
民
に
も
自
信
を
持
っ
て
活
動
の
必
要
性
を
訴
え
る
こ
と

が
で
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

し
か
し
、
町
内
の
現
実
を
み
た
と
き
、

高
齢
者
や
独
居

世
帯
へ
の
悪
質
な
訪
問
販
売
や
催
眠
商
法
に
よ
る
被
害
は

依
然
と
し
て
続
い
て
い
る
。
青
少
年
へ
の
覚
醒
剤
の
汚
染

も
心
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

高
度
情
報
化
社
会
は
、
犯
罪
の
ボ

l
ダ
レ
ス
化
を
生
み
、

都
市
型
犯
罪
が
地
方
に
も
浸
食
し
て
き
で
い
る
の
が
実
態

だ
。
町
民
が
事
故
や
犯
罪
へ
巻
き
込
ま
れ
な
い
た
め
の
啓

発
活
動
と
、

「犯
罪
者
を
生
ま
な
い
。
犯
罪
者
を
町
に
入
れ

な
い
」
た
め
の
防
犯
の
取
り
組
み
が
さ
ら
に
必
要
で
あ
る
。

くらしと安全フ ォーラム 「子ども を犯罪か ら守

るために地域はjを各団体が熱く語ったパネル

ディスカ ッション

と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン
の

開
催
に
結
び
つ
い
た
。
青
少
年
に

関
わ
る
各
団
体
が
実
施
し
て
い
る

活
動
を

「
点
か
ら
線
に
つ
な
ぎ
、

さ
ら
に
円
に
し
て
い
こ
う
」
と、

連
携
の
重
要
性
と
子
ど
も
た
ち
が

健
や
か
に
育

つ
環
境
づ
く
り
を
訴

え
た
。
ま
た
、

フ
ォ
ー
ラ
ム
を

一

~革路也2003・5月号9 



特
集

。
群
馬
県

横
断
組
織
で
フ
ー
ド
チ
Z
l
ン
盆
体
を
把
握

岐
阜
・
佐
賀
と

3
県
で
自
治
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り

安
心
で
き
る
ま
ち
。つ
く
り

一
昨
年
問
題
と
な
っ
た

B
S
E
(牛
海
綿
状
脳
症
)
に

端
を
発
し
、
「
食
品
の
安
全
を
ど
う
守
り
、
い
か
に
安
心
を

伝
え
る
か
」
と
い
う
こ
と
が
大
き
な
行
政
テ
l
マ
に
な
り

つ
つ
あ
る
。
群
馬
県
で
は
、
知
事
直
轄
・部
局
横
断
の
組

織
と
し
て
昨
年
四
月
に
食
品
安
全
会
議
を
設
置
し
、

「農

場
か
ら
食
卓
ま
で
」
を
通
し
た
食
品
の
安
全
確
保
、

「県
境

を
越
え
た
」
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
、
「
県
民
会
議
」

か
た
る

べ

「
食
品
安
全
語
部
の
会
」
の
開
催
に
よ
る
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
な
ど
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

-l十円
課
で
食
晶
安
全
会
議

B
S
E
問
題
で
は
、
い
わ
ゆ
る
「
縦
割
り
行
政
の
弊
害」

が
指
摘
さ
れ
た
。
食
品
安
全
に
は
こ
れ
ま
で
の
行
政
機
構

の
枠
を
越
え
た
対
応
が
必
要
で
あ
る
と
の
考
え
か
ら
、
食

品
安
全
会
議
は
ど
こ
の
部
に
も
属
さ
ず
、
各
部
と
同
列
の

知
事
直
轄
の
機
関
と
し
て
誕
生
し
た
。

「
会
議
」
と
い
う
名
称
な
が
ら
、
事
務
局
長
以
下
十
二

人
(
職
員
十
人
、
嘱
託
栄
養
士
二
人
)
の
専
任
ス
タ
ッ
フ

か
ら
な
る
行
政
組
織
で
あ
り
、
部
局
を
横
断
す
る
組
織
と

し
て
、
食
品
に
か
か
わ
る
各
部
の
所
管
業
務
を
「
食
品
の

群
馬
県
食
品
安
全
会
議

主任

・

松
本
住
祝

安
全
」
と
い
う
新
た
な
視
点
か
ら
把
握

・
調
整
す
る
役
割

が
与
え
ら
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
食
品
安
全
に
関
係
す
る
十
七
謀
長
で
構
成
す

る
「
食
品
安
全
会
議
(
調
整
会
議
)
」
(
左
頁
下
図

・
左
)

を
設
け
た
。
こ
れ
に
よ
り
、
県
全
体
と
し
て
の
食
品
安
全

に
関
す
る
総
合
調
整
機
能
が
高
ま
り
、
昨
年
の
無
登
録
農

薬
の
販
売
・
使
用
問
題
の
折
に
は
、
速
や
か
に
部
会
を
設

置
し
、
対
応
を
協
議
す
る
と
と
も
に
、
再
発
防
止
に
向
け

た
「
農
薬
適
正
使
用
条
例
」
の
早
期
施
行
(
昨
年
十
月
十

一
日
施
行
)
が
実
現
し
た
。

・

ム

農
場
か
ら
食
卓
ま
で

現
在
、
食
品
は
多
く
の
人
々
の
手
を
渡
っ
て
消
費
者
に

届
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
食
品
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
に
は
、
農
場
(
生
産
)
か
ら
各
流
通
段
階
を
経
て

食
卓
(
消
費
)
に
届
く
ま
で
の
食
品
の
流
れ
、
い
わ
ゆ
る

フ
l
ド
チ
ェ

ー
ン
全
体
を
見
渡
す
こ
と
が
不
可
欠
と
い
え

る
。
こ
の
こ
と
は
、
「
食
品
安
全
と
い
う
テ
l
マ
に
お
い

て
は
、
食
に
携
わ
る
全
て
の
人
々
が
そ
の

一
翼
を
担
っ
て

い
る
」
と
い
う
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

10 

そ
こ
で
群
馬
県
で
は
、
生
産
者
、
加
工
者
、
運
搬
者
、

販
売
者
な
ど
食
品
事
業
者

・
団
体
に
協
力
を
呼
び
掛
け
、

法
令
遵
守
に
よ
る
安
全
確
保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
正
確

か
つ
速
や
か
な
情
報
公
開
に
よ
る
消
費
者
へ
の
安
心
の
提

供
な
ど
、
な
お

一
層
の
取
り
組
み
を
お
願
い
し
て
い
る
。

ま
た
、
消
費
者
の
声
に
十
分
耳
を
傾
け
る
と
と
も
に
、

各
種
消
費
者
団
体
な
ど
と
も
連
携
し
、
食
品
安
全
に
つ
い

て
の
議
論
の
場
を
設
け
、
こ
れ
ま
で
以
上
の
情
報
交
換
・
正

し
い
情
報
の
普
及
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

・

ム

食
晶
は
県
境
を
越
え
る

食
品
安
全
へ
の
取
り
組
み
は
、
何
も
県
内
に
限
ら
な
い
。

グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
社
会
に
あ
っ
て
、
群
馬
で
生
産
さ
れ

た
食
品
は
全
国

・
全
世
界
へ
流
通
し
て
お
り
、
ま
た
私
た

ち
が
口
に
す
る
食
品
も
世
界
中
か
ら
運
ば
れ
て
き
て
い

る
。
初
め
て
目
に
す
る
食
品
が
食
卓
に
の
ぼ
る
こ
と
も
珍

し
く
な
い
。

2003・5月号以誠治

こ
の
よ
う
な
食
品
の
広
域
化

・
多
様
化
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
県
内
だ
け
で
は
な
く
、
全
国
的
な
視
野
に
立
っ

た
食
品
の
安
全
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
、
群

馬
、
岐
阜
、
佐
賀
の
三
県
が
全
国
の
都
道
府
県
に
呼
び
掛

け
て
「
全
国
食
品
安
全
自
治
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
置
し

た
。十

一
月
の
初
会
合
に
は
、
四
十
四
都
道
府
県
の
担
当
者

が
出
席
し
、
都
道
府
県
聞
の
情
報
交
流
の
促
進
や
食
品
検

査
に
関
す
る
連
携
強
化
に
向
け
て
協
議
を
行
う
こ
と
に
つ

い
て
全
出
席
者
か
ら
賛
意
を
い
た
だ
い
た
。

食
品
安
全
に
つ
い
て
は
、
各
県
そ
れ
ぞ
れ
が
特
色
あ
る

取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
通
し

て
食
品
安
全
に
関
す
る
「
知
恵
と
情
報
」
が
結
集
さ
れ
、



/ 安心できるまちづくり特集

よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
食
品
安
全
行
政
の
推
進
が
図
れ

る
と
考
え
て
い
る
。

h
F

一
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

a--で
県
民
会
議

諸
問
題
に
対
し
て
は
、
食
品
安
全
会
議
を

扇
の
要
と
し
て
全
県
庁
的
な
対
応
が
出
来

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
が
、
こ

県
民
と
の
リ
ス
ク
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
手
段
の

一

つ
と
し
て
「
食
品
安
全
県
民
会
議
」
(
下
図
・
右
)
を
設

置
し
、
食
品
の
安
全
に
関
す
る
情
報
の
共
有
化
、
お
よ
び

各
委
員
と
行
政
(
リ
ス
ク
管
理
者
と
し
て
の
県
)

交
換
の
場
を
設
け
た
。

の
機
能
を

一
過
性
の
も
の
と
し
な
い
た
め

に
、
現
在
「
食
品
安
全
基
本
条
例
(
仮
称
)
」

・

制
定
へ
向
け
て
検
討
を
始
め
た
。
基
本
条

例
は
つ
く
る
過
程
に
大
き
な
意
義
が
あ
る

と
考
え
、
県
民
参
加
を
基
本
と
し
て
消
費

者
や
生
産
者
、
食
品
関
係
者
な
ど
と
の
意

見
交
換
を
十
分
行
い
な
が
ら
進
め
て
い
く

の
意
見

さ
ら
に
、
限
ら
れ
た
人
た
ち
だ
け
で
な
く
、
で
き
る
だ

け
多
く
の
方
と
意
見
交
換
が
で
き
る
よ
う
、
県
内
各
地
で

公
開
討
論
会
「
食
品
安
全
語
部
の
会
」
や
「
食
品
安
全
出

前
講
座
」
を
開
催
し
て
い
る
。

ま
た
、
全
国
最
多
の
二
百
十

人
が
活
躍
す
る
「
食
品
表
示
ウ

オ
ッ
チ
ャ

l
」
事
業
で
は
、
単

に
食
品
表
示
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行

う
に
留
ま
ら
ず
、
職
員
と

一
緒

に
残
留
農
薬
検
査
の
た
め
の
検

体
購
入
を
行
う
な
ど
、

コ
ミ
、
ユ

ニ
ケ

l
シ
ヨ
ン
が

一
方
通
行
に

な
ら
な
い
よ
う
注
意
し
て
い
る
。

'

-

一
過
性
の
も
の
と

‘

-
し
な
い
た
め
に

食
肉
の
偽
装
表
示
事
件
に
始

ま
り
、
輸
入
野
菜
の
残
留
農
薬

問
題
、
無
登
録
農
薬
の
販
売
・

使
用
問
題
な
ど
、
昨
年
は
立
て

続
け
に
食
品
の
安
全
を
揺
る
が

す
問
題
が
発
生
し
た
。
こ
れ
ら

こ
と
と
し
て
い
る
。

ま
た
、
現
在
、
衛
生
環
境
研
究
所
及
び

保
健
福
祉
事
務
所
で
実
施
さ
れ
て
い
る
食

日
間
衛
生
理
化
学
検
査
の
統

合
・
強
化
を
図
り
、
新
た
な

食
品
安
全
検
査
機
関
と
し
て

「食
品
安
全
検
査
セ
ン
タ
ー
」

を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

県
の
基
本
的
な
理
念
と
し

て
の
条
例
、
総
合
調
整
・
政

策
決
定
機
関
で
あ
る
調
整
会

議
、
安
全
性
を
客
観
的
に
検

証
す
る
検
査
セ
ン
タ
ー
、
県

民
会
議
な
ど
の
リ
ス
ク
コ
ミ

全国食品安全自治ネットワーク会議

ユ
ニ
ケ

l
シ
ヨ
ン
の
仕
組

ジ図メ

み
、
こ
れ
ら
の
シ
ス
テ
ム
を
し
っ
か
り
確
立

す
る
こ
と
に
よ
り
、
フ
ー
ド
チ
ェ
ー
ン
全
体

の
食
品
の
安
全
が
確
保
さ
れ
る
も
の
と
考
え

て
い
る
。

食
品
安
全
会
議
で
は
、
ホ

l
ム
ベ

l
ジ
で

霊園栂fi1 字!I経験者 4人
泊費音?人{うち公募3人}
生度者 4人
加 工 業者 3人
物流小売 3人
宮計 2'人

永幸纏には行政担当者が出席L..霊ーからの質問毎
に対応する.

宣品安全県民主婦
知1111主意見を
尊重する

リスヲコミュニケーション

i鉱溺也

fヮ工キンザムーブ
. 宣品安全行政課組に係る鑓査研究.新都会鼠置記事情調査など

宣品安全会S糧事務馬

皆
さ
ん
へ
情
報
を
提
供
し
て
い
る
。
県
民
会
議
の
議
事
録

や
残
留
農
薬
検
査
の
結
果
も
掲
載
し
て
い
る
。
ご
覧
い
た

だ
く
と
同
時
に
意
見
な
ど
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
0

・
食
品
安
全
会
議
ホ
!
ム
ベ

i
ジ

2003・5月号
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¥
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コ
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12 

防
団
、
企
業
(
事
業
所
)
な
ど
防
災
に
関
す
る
専
門
的
な

知
識
と
経
験
の
あ
る
人
材
や
団
体
と
の
協
働
を
進
め
、
自

主
防
災
組
織
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

具
体
的
な
推
進
方
策
を
検
討
す
る
た
め
、
十
三
年
度
に

設
置
し
た

「自
主
防
災
組
織
活
性
化
検
討
委
員
会
」
(
自

主
防
災
組
織
や
防
災
関
係
団
体
の
代
表
者
ら
で
構
成
)
で

は
、
活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、

①
き
め
細
か
な
防
災
情

報
の
提
供
と
共
有
化
②
効
果
的
で
分
か
り
ゃ
す
い
防
災
活

動
の
普
及
③
地
域
の
人
材
や
資
機
材
の
有
効
活
用
の
三
点

を
重
点
対
策
と
し
て
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

と
し
、
ま
た
、
こ
れ
ら
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
自
主
防

災
組
織
を
専
門
的
に
指
導
で
き
る
リ
ー
ダ
ー
の
養
成
を
進

め
、
地
域
住
民
に
対
し
、
で
き
る
限
り

分
か
り
ゃ
す
く
防
災
活
動
を
伝
え
る
こ

と
が
必
要
と
の
提
言
が
あ
っ
た
。

地
域
防
災
の
指
導
者
が
活
躍
す
れ

ば
、
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
き
め
細

か
い
指
導
が
可
能
と
な
る
だ
け
で
な

2003・5月号

ー
ー
災
害
図
上
訓
練
で
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

-

ム

東
海
地
震
を
想
定

「明
日
起
こ
っ
て
も
不
思
議
で
な
い
」
と
さ
れ
る
東
海

地
震
の
切
迫
性
が
強
く
指
摘
さ
れ
る
本
県
で
は
、
「自
ら

の
命
は
自
ら
守
る
」

「自
ら
の
地
域
は
皆
で
守
る
」
を
地

震
対
策
の
基
本
と
し
て
、
行
政
を
は
じ
め
防
災
関
係
団
体
、

企
業
、
県
民
が
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
対
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
平
成
十
三
年
五
月
に
本
県
が
発
表
し
た
第
三
次
地
震
被

害
想
定
で
は
、
東
海
地
震
が
突
然
発
生
し
、

最
悪
の
被
害

を
も
た
ら
し
た
場
合
、
死
者
約
五
千
九
百
人
、

重
傷
者
約

一
万
九
千
人
、
建
物
の
被
害
は
約
七
十
五
万
棟
(
県
内
全

体
の
約
五
O
%
)
に
上
る
と
見
込
ん
で
い
る
。

本
県
に
と
っ
て
は
、
経
験
し
た
こ
と
の
な
い
大
災
害
と

な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
県
民
の
不
安
は
大
き
く
な
り
つ

つ
あ
る
01
5干を
超
え
る
自
主
防
災
組
織

そ
こ
で
、
本
県
で
は
平
成
十
三
年
度
か
ら
、

「
『東
海
地

震
」
今
こ
そ
立
ち
向
か
お
う
全
県
民
で
!
」
を
ス
ロ

l
ガ

‘γ》
静
岡
県
総
務
部
防
災
局
防
災
政
策
室

主査

・

杉
山
隆
通

ン
に
、
県
内
全
体
の
地
域
防
災
力
の
強
化
と
底
上
げ
を
目

的
と
し
た

「協
働
(
コ
ラ
ボ
レ

l
シ
ヨ
ン
)
に
よ
る
自
主

防
災
組
織
の
活
性
化
」
に
取
り
組

3

f

ん
で
お
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
防
災
関

捜

部

係
団
体
と
自
主
防
災
組
織
と
の
連

一

昨
悦

-

シ
性

携
を
促
進
し
て
い
る
。

一

い
崎

一

ボ
働

自
主
防
災
組
織
は
、
災
害
発
生

一

句
繍

時
に
お
け
る
初
期
消
火
や
被
災
者

四

糊
聞

の
救
出
救
助
、
避
難
所
の
運
営
な

ど、

地
域
の
防
災
活
動
に
お
い
て
極
め
て
重
要

な
役
割
を
持
つ
。

本
県
に
は
、
五
千
百
の
自
主
防
災
組
織
が
あ

り
、
組
織
率
は
九
七
%
と
高
く
、
防
災
訓
練
な

ど
の
活
動
に

一
定
の
成
果
が
見
ら
れ
る
が
、
そ

の
一
方
で
、
県
民
の
防
災
意
識
の
低
下
や
役
員

の
高
齢
化
、
役
員
任
期
の
短
期
化
、
防
災
訓
練

の
マ
ン
ネ
リ
化
な
ど
の
課
題
が
見
ら
れ
、
地
域

や
組
織
聞
の
活
動
格
差
も
拡
大
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
、
本
県
が

養
成
し
た
防
災
士
、
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
消

泊域電~'0

司Fa/14lf3n

自主'ぷ・:IU時制醐.

.調練

さまざま主人、機関、団体が共に力を合わせて、
東海地震に立ち向かう地域防災活動の姿

.協同軍恒D 薗園置園理園且慣毘事項置呈E祖師置Jlm百組事問詔IIIIJ11皆様濁

圃器開i自画自 幅四E酒田図画監盟1f.:U四 国語圏直司畑重目指軍司:1告福留国圃圃

現状 と課題

性員の高齢化、植躍者不足、
防虫訓輯のマノネリ化、
コミュニティー意識の希藩化

防災の知識と経験を有する人材等を活用した地域防災力の強化

運事

など

自主防災組織の役割

雑品官官醐謹|。
安否確認、避難所の運営
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く
、
地
域
で
の
防
災
情
報
の
共
有
化
が
図
ら
れ
る
な
ど
、

防
災
活
動
の
推
進
に
効
果
が
期
待
で
き
る
。

実
際
、
県
内
の
自
主
防
災
組
織
で
活
発
な
活
動
を
展
開

し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
強
力
な
リ
ー
ダ
ー
シ

ッ
プ
を
発
揮

し
て
い
る
人
材
を
中
心
に
、
多
く
の
住
民
の
参
画
に
よ
り

運
営
さ
れ
て
い
る
。

中
で
も
、
静
岡
市
水
落
地
区
や
大
岩
地
区
、
焼
津
市
第

十
地
区
で
は
、
地
域
の
学
校
や
公
園
だ
け
で
は
な
く
、
道

路
や
民
家
の
庭
先
な
ど
を
会
場
と
し
た
市
街
地
発
災
対
応

型
訓
練
や
シ
ナ
リ
オ
の
な
い
訓
練
を
自
主
的
に
実
施
し
て

お
り
、
他
の
モ
デ
ル
と
な

っ
て
い
る
。

こ
の
委
員
会
の
提
言
を
受
け
、
十
四
年
度
か
ら
、
市
町

村
が
選
任
し
た
防
災
の
有
識
者
や
経
験
者
を

「地
域
防
災

指
導
員
」
(
愛
称

「
自
主
防
応
援
団
」)
と
位
置
付
け
、
約

五
百
人
を
目
標
と
し
た
養
成
と
人
材
活
用
を
行
う
事
業
を

開
始
し
た
。

地
域
防
災
指
導
員
の
人
材
活
用
は
、
市

町
村
が
主
体
と
な
る
こ
と
を
原
則
と
し
て

い
る
が
、
養
成
に
つ
い
て
は
、
県
の
役
割

と
し
て
統

一
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
り
行
う

こ
と
と
さ
れ
た
災
害
図
上
訓
練

「
D
I
G
」

5
2
g
g円
F
E世
E
吾
ロ
の
ω目
。)
な
ど
の

実
践
感
覚
を
取
り
入
れ
た
訓
練
や
避
難
所

の
運
営
方
法
を
習
得
す
る
研
修
を
行

っ
て

い
る
。

-

ム

効
果
の
高
い
図
上
訓
練

こ
の
、
っ
ち

D
I
G
に
つ
い
て
は
、
地
域

の
住
宅
地
図
な
ど
を
使
用
す
る
た
め
、

実

践
的
な
イ
メ
ー
ジ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
し
て

の
効
果
が
高
く
、
ま
た
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
具
体
的
な
防

災
対
策
を
検
討
す
る
こ
と
か
ら
、
参
加
者
同
士
の
活
発
な

意
見
交
換
や
交
流
が
図
ら
れ
、
防
災
関
係
者
に
よ
る
協
働

の
好
事
例
に
も
な
っ
て
い
る
。

県
内
で
は
、
既
に
袋
井
市
、

三
島
市
、
沼
津
市
、
湖
西

市
、
南
伊
豆
町
な
ど
で

D
I
G
が
実
施
さ
れ
て
お
り
、

子

供
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
の
老
若
男
女
、
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事

や
立
場
の
方
が
参
画
し
て
、
防
災
活
動
の
向
上
を
図

っ
て

い
る
。
ま
た
、
そ
の
他
の
地
域
で
も
、
社
会
福

E
t
l

祉
協
議
会
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
を
中
心
に
市

圏

幽

民
主
導
の
D
I
G
が
行
わ
れ
て
い
る
。

顎
「
圃

D
I
G
に
参
加
し
た
ほ
と
ん
ど
の
方
が
、

一m
m園

「防
災
を
自
分
の
問
題
と
し
て
認
識
で
き
た
。

一貫

一円

も

っ
と
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
い
た
い
」
芯
婚
姻

「自
分
た
ち
の
地
域
の
災
害
の
こ
と
が
よ
く
分

4
一面

か

っ
た
」
な
ど

罰

一回

の
感
想
を
述
べ

諒
一
守

て
お
り
、
県
民

E
L血

が
自
発
的
に
防

副
山
田

災
の
知
識
や
認

団

崎

随

識
を
深
め
る
機

1
11

会
と
し
て
早
く
も
効
果
が

認
め
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
地
域
防
災
指
導

員
を
推
進
役
と
し
て
、

〈玉

県
的
に

D
I
G
を
普
及
さ

せ
る
こ
と
で
、

県
民
レ
ベ

ル
で
の
的
確
な
地
域
防
災

活
動
の
展
開
に

つ
な
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

DIG風景 (グループ討論)

に力能に 不よ活き 1ti--覧盃闘占 ヤア弐ド電~~詞支 実 校ワ
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の
保
護
を
主
眼
に
ネ
ッ
ト
ワ
E
ク
づ
く
り

安
心
で
き
る
ア
ク
セ
ス
環
境
に

安
心
で
き
る
ま
ち
。つ
く
り。

ー
ー
安
全
• 

敦
賀
市
は
福
井
県
の
中
央
に
位
置
し
、
人
口
約
七
万
人
、

面
積
約
二
百
五
十
平
方
キ
ロ
、
古
く
か
ら
天
然
の
良
港
と

し
て
栄
え
、
日
本
海
側
の
主
要
な
国
際
港
湾
都
市
と
し
て

発
展
し
て
き
た
。
ま
た
、
原
子
力
や
火
力
発
電
所
な
ど
が

立
地
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
都
市
と
し
て
の
性
格
も
併
せ

持
っ
て
い
る
。

敦
賀
市
の
情
報
化
へ
の
取
り
組
み
と
し
て
は
、
平
成
九

年
に
施
策
の
基
本
で
あ
る
「
敦
賀
市
第
五
次
総
合
計
画
」

を
、
十

一
年
こ
れ
に
基
づ
き

「敦
賀
市
地
域
情
報
化
計
画
」

を
策
定
し
た
。

こ
の
計
画
は
、
全
世
帯
の
九
七
%
と
い
う
高
加
入
率
の

C
A
T
V
を
地
域
情
報
化
の
中
心
的
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
位

置
付
け
、
今
後
の
情
報
化
の
展
開
方
策
、
情
報
通
信
基
盤

の
整
備
方
策
を
策
定
し
て
い
る
。
ほ
ほ
全
世
帯
加
入
の
C

A
T
V
を
高
度
に
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
新
し
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
形
成
を
推
進
し
、
市
民

と
市
民
、
市
民
と
企
業
、
市
民
と
行
政
が
双
方
向
に
ワ
ン

ツ
l
ワ
ン

3
5
z
o
s
)
で
結
ぼ
れ
る
新
し
い
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

敦
賀
市
の
情
報
シ
ス
テ
ム
は
、
職
員

一
人

一
台
の
パ
ソ

福
井
県
敦
賀
市

敦
賀
市
役
所
企
画
部
情
報
管
理
課

課
長

(兼
)
|

T

推
進
室
長

.

川
端
純

コ
ン

(
P
C
)
に
よ
る
情
報
の
共
有
化
に
基
づ
く
庁
内
情

報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

(
L
A
N
)
と
各
施
設
公
共
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク

(
W
A
N
)
に
よ
り
構
成
さ
れ
、
ブ
ロ
ー
ド
バ

ン
ド
の

C
A
T
V
(第
三
セ
ク
タ
ー
)
回
総
を
活
用
し
た

公
共
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
、
高
速
な
デ
ー
タ
通
信

を
行
っ
て
い
る
。

ヱ

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
l
対
集
の
重
点

敦
賀
市
で
は
現
市
長
の
も
と
、
「
安
全

・
安
心
」
を
各

種
行
政
施
策
の
基
本
的
重
要
課
題
と
位
置
付
け
て
い
る
。

I
T
推
進
に
お
い
て
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

は
大
前
提
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
が
、
対
策
の
詳
細
を
述

べ
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
へ
の
脅
威

と
な
る
た
め
、
対
策
の
考
え
方
の
紹
介
と
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
は
、
リ
ス
ク
管
理
の

側
面
よ
り
「
物
理
的
安
全
対
策
」
、
「
技
術
的
安
全
対
策
」
、

「運
用

・
管
理
的
安
全
対
策
」
の
視
点
か
ら
取
り
組
む
こ

と
は

一
般
的
に
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
「
何
を
、
ど
の

よ
う
に
、
誰
が
保
護
す
る
の
か
」
と
い
う
こ
と
で
も
あ
る
。

14 

ま
た
、
こ
れ
ら
の
安
全
対
策
を
充
実
し
て
い
く
こ
と
が
、

情
報
資
産
の
機
密
性
、
完
全
性
、
障
害
が
発
生
し
に
く
い

い
つ
で
も
安
心
し
て
使
え
る
シ
ス
テ
ム
の
可
用
性
を
確
保

し
向
上
さ
せ
て
い
く
こ
と
に
あ
る
。

特
に
市
区
町
村
の
場
合
は
、
直
接
市
民
と
接
す
る
業
務

が
主
体
で
あ
る
の
で
、
個
人
情
報
の
集
積
が
顕
著
と
な
る
。

重
要
な
個
人
情
報
を
安
全
に
保
護
し
、
市
民
が
安
心
し
て

生
活
で
き
る
こ
と
に
組
織
と
し
て
全
精
力
を
注
が
ね
ば
な

ら
な
い
。

・

ム

物
理
的
安
全
対
策

ハ
ー
ド
ウ
エ
ア
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
、
各
種
デ

l
タ
を
ど
の

よ
う
に
物
理
的
に
守
る
か
を
重
点
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

電
子
計
算
機
室
、
サ
ー
バ
ー
室
な
ど
の
重
要
な
シ
ス
テ

ム
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る
部
屋
へ
は
許
可
さ
れ
た
者
以

外
の
入
室
を
制
限
し
、
鍵
や
入
室

I
C
カ
l
ド
の
管
理
を

厳
重
に
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
地
震
対
策
に
つ
い
て
は
機
器
の
床
面
固
定
や
、

免
震
台
足
の
設
置
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
重
要
な
シ
ス
テ
ム
機
器
が
設
置
さ
れ
て
い
る

2003・5月号;iぷ漏匂
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部
屋
の
空
調
設
備
の
二
重
化
も
行
っ
て
お
り
、
水
冷
系
と

空
冷
系
の
二
系
統
で
運
用
し
て
い
る
。

ヱ

技
術
的
安
全
対
集

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ
の
脅
威
と
脆
弱
性
は
リ
ス
ク
の

最
大
発
生
要
素
で
あ
る
。

外
部
か
ら
の
不
正
ア
ク
セ
ス
に
対
応
す
る
も
の
と
し

て
、
フ
ァ
イ
ア
ウ
オ

l
ル
(
シ
ス
テ
ム
的
な
防
火
壁
)
の

設
置
が
あ
り
、
内
部
と
外
部
の
二
種
類
の
フ
ァ
イ
ア
ウ
オ

ー
ル
を
運
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、
根
本
的
な
問
題
と
し
て
シ
ス
テ
ム
に
内
在
す

る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
ホ
l
ル
(
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
の
不
備
な

ど
で
生
じ
る
安
全
性
の
弱
点
)
が
出
現
す
る
こ
と
は
、
ソ

フ
ト
ウ
エ
ア
の
性
格
上
や
む
を
え
な
い
。
こ
の
対
策
と
し

て
定
期
的
に
ペ
ネ
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
テ
ス
ト
(
疑
似
的
な
不

正
侵
入
試
験
)
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
の
テ
ス
ト
の
実
施

に
よ
り
外
部
か
ら
の
不
正
侵
入
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
可

能
に
な
り
、
現
在
ま
で
被
害
は
受
け
て
い
な
い
。

次
に
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ウ
イ
ル
ス
対
策
で
あ
る
が
、
ウ

イ
ル
ス
パ
タ
ー
ン
サ
ー
バ
ー
を
設
置
し
、
職
員
が
使
用
す

る
全
て
の

P
C
に
ウ
イ
ル
ス
対
応
ソ
フ
ト
を
導
入
し
て
い

る
。
サ
ー
バ
ー
へ
の
ベ
ン
ダ
ー
か
ら
の
デ

l
タ
更
新
は
毎

日
行
い
、
常
に
最
新
状
態
に
保
た
れ
て
い
る
。
さ
ら
に

P

C
へ
の
パ
タ
ー
ン
更
新
は
サ
ー
バ
ー
が
取
得
し
た
五
分
後

に
自
動
的
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
結
果
、
平
成
十
三
年
度
は
年
間
二
百
八
十
件
、
平

成
十
四
年
度
は
年
間
七
百
七
十
件
の
ウ
イ
ル
ス
摘
出
を
感

染
前
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

先
に
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
の

C
A
T
V
回
線
を
活
用
し
た

公
共
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
、
高
速
な
デ
ー
タ
通
信

を
行
っ
て
い
る
と

述
べ
た
が
、
デ
ー

タ
伝
送
時
の
セ
キ

ュ
リ
テ
ィ
ー
を
確

保
す
る
た
め
、
V

P
N
通
信
(
仮
想

専
用
線
)
を
導
入

し
て
ネ
ッ
ト
ワ
l

ク
の
安
全
を
守
っ

て
い
る
。

従
来
、
専
用
線

で
接
続
し
て
い
た
市
立
病
院
や
公
民
館
な
ど
の
公
共
施
設

を
C
A
T
V
の
光
ケ
ー
ブ
ル
で
結
び
、
閉
域
網
の
公
共
イ

ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
を
構
築
し
た
。

各
施
設
に
「
レ
イ
ヤ
ー
3
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
・
ス
イ

ッ
チ
」
を
設
置
し
、
本
庁
に
設
置
し
た
「
ギ
ガ
ピ
ッ
ト
イ

ー
サ
ネ

ッ
ト
・
レ
イ
ヤ
ー
3
ス
イ

ッ
チ
」
と
の
問
で

V
L

A
N
(仮
想
グ
ル
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
)
を
構
成
し
、
高

度
な
鍵
交
換
と
デ

1
タ
暗
号
化
ア
ル
ゴ
リ
ズ
ム
に
よ
り
、

セ
キ
ュ
ア
な

V
P
N
通
信
を
実
現
し
て
い
る
。

こ
れ
に
よ
り
グ
ル
ー
プ
ウ
ェ
ア
に
よ
る
メ

l
ル
、
掲
示

板
な
ど
の
情
報
系
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
を
整
備
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
こ
れ
は
小
中
学
校
閲
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
も
利

用
さ
れ
て
お
り
、
通
信
コ
ス
ト
を
数
分
の

一
に
圧
縮
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

・

ム

運

用

管

理

的

安

全

対

策

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
安
全
に
運
用
・
管
理
す
る
基
本

は
個
人
情
報
保
護
を
主
眼
に
お
い
て
い
る
。

個
人
情
報
保
護
条
例
を
核
と
し
た
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ

l
ポ

リ
シ

l
を
数
年
前
に
策
定
し
、
現
在
試
行
運
用
し
て
い
る

段
階
で
あ
る
が

一
部
修
正
作
業
後
、
こ
の
春
よ
り
実
施
す

る
。ま

た
、
こ
れ
に
基
づ
く
ア
ク
セ
ス
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
と
し

て
、
こ
の
春
よ
り
職
員
が
使
用
す
る

P
C
は
全
て

I
C
カ

ー
ド
に
よ
る
個
人
認
証
機
能
を
付
加
し
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

利
用
に
お
け
る
安
全
性
と
信
頼
性
を
向
上
さ
せ
る
も
の
で

あ
る
。

さ
ら
に
、
機
器
の
運
用
管
理
の
原
点
と
し
て
、
設
置
さ

れ
て
い
る
各
種
機
器
の
定
期
的
な
保
守
作
業
の
徹
底
を
図

っ
て
い
る
。
こ
れ
は
事
故
の
発
生
を
未
然
に
最
小
化
す
る

こ
と
に
つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

・

ム

個
民

(
-
E
E
z
r
a
oコ
)
の
時
代

I
T
革
命
の
思
恵
を
市
民
が
等
し
く
事
受
す
る
ま
ち
づ

く
り
が
、
こ
れ
か
ら
の
都
市
経
営
に
求
め
ら
れ
て
い
る
。

地
域
の
情
報
化
は
、
従
来
か
ら
の
隣
近
所
に
代
表
さ
れ

る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
と
グ
ロ
ー
バ
ル
な
地
球
規
模
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
シ

l
ム
レ
ス
に
層
(
門
司

2)
を
な
す

も
の
と
し
て
構
成
さ
れ
る
。
そ
れ
は
仕
事
や
趣
味
や
地
域

活
動
に
お
い
て
従
来
と
は
異
な
っ
た
行
動
を
求
め
る
も
の

か
も
し
れ
な
い
し
、
実
際
に
思
考
や
活
動
を
変
え
る
も
の

か
も
し
れ
な
い
。

情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
積
極
的
に
利
用
す
る
自
立
し
た

「
個
」
と
し
て
の
市
民
を
、
筆
者
は
「
個
民
(
『
佳

t
E包

司
角
的
。
ロ
)
」
と
呼
ん
で
い
る
。
個
民
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

世
界
の
中
で
思
考
や
活
動
を
始
め
る
と
き
、
新
し
い
ま
ち

づ
く
り
が
始
ま
る
。
全
て
の
市
民
が
安
価
で
高
速
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
に
自
由
に
安
全
・
安
心
し
て
ア
ク
セ
ス
で
き
る

環
境
づ
く
り
を
ま
ち
a

つ
く
り
の
基
本
と
し
た
い
。
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安
心
で
き
る
ま
ち
。
つ
く
り。
大
阪
市

自
分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
含
わ
せ
仕
事
請
負

ー

l
定
年
後
の
生
き
が
い
つ
く
り
を
支
援

-

ム

高
齢
社
会
は
高
齢
者
も
社
会
の
担
い
手

年
功
序
列
の
企
業
社
会
で
つ
つ
が
な
く
定
年
を
迎
え
ら

れ
た
退
職
者
は
、
豊
か
な
人
々
で
あ
る
。
退
職
金
は
し
っ

か
り
も
ら
え
た
、
年
金
も
先
細
り
の
不
安
は
あ
る
に
し
て

も
子
供
世
代
に
比
べ
た
ら
大
変
恵
ま
れ
て
い
る
。
定
年
退

職
者
に
と
っ
て
の
悩
み
は
金
銭
的
な
こ
と
よ
り
も
、
何
も

す
る
こ
と
が
な
く
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
し
ま
っ
た
ら
ボ
ケ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
不
安
、
ま
だ
ま
だ
元
気

な
の
に
自
分
の
経
験
や
知
識
を
誰
も
使
っ
て
く
れ
な
い
と

い
う
寂
し
き
で
あ
る
。
行
政
も
高
齢
者
に
は
結
構
気
を
使

っ
て
く
れ
て
老
人
大
学
と
か
市
民
教
養
講
座
と
か
を
た
く

さ
ん
用
意
し
て
く
れ
る
が
、
何
か
託
老
所
み
た
い
で
も
う

一
つ
元
気
が
出
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
企
業
O
B
の
集
ま
り
で
あ
る
"
ビ
ジ
ネ
ス

ラ
イ
ブ
の
会
“
は
、
定
年
退
職
者
の
不
安
や
寂
し
さ
を
ま

ぎ
ら
わ
す
親
睦
団
体
と
い
う

一
面
は
あ
る
が
、
大
上
段
に

構
え
て
い
る
の
は
"
生
涯
現
役
、
仕
事
を
通
し
て
社
会
に

参
加
“
で
あ
る
。
高
齢
社
会
で
は
高
齢
者
も
社
会
の
担
い

手
と
し
て
元
気
に
や
れ
る
し
、
や
ら
な
け
れ
ば
高
齢
社
会

ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ブ
の
会

事
務
局
長

・

井
上
大

は
壊
れ
て
し
ま
う
。
年
功
序
列
の
良
き
時
代
の
遺
産
で
楽

隠
居
出
来
る
定
年
退
職
者
と
、
親
の
世
代
ほ
ど
豊
か
に
な

れ
な
い
子
供
世
代
の
問
で
、
世
代
間
摩
擦
が
出
で
き
た
ら

高
齢
社
会
は
ひ
と
た
ま
り
も
な
い
。
不
安
で
寂
し
い
楽
隠

居
よ
り
も
、
永
年
培
っ
た
経
験
と
人
脈
で
生
涯
現
役
を
志

す
方
が
自
分
に
も
社
会
に
も
い
い
と
私
た
ち
は
思
っ
て
い

る
。・

ム

働
き
や
す
い
環
境
で
生
涯
現
役
目
指
す

ビ
ジ
ネ
ス
ラ
イ
ブ
の
会
は
、
シ
ニ
ア
交
流
会
で
知
り
合

っ
た
仲
間
三
人
が
「
自
分
た
ち
の
活
躍
す
る
場
は
自
分
た

ち
で
創
ろ
う
、
自
分
た
ち
が
働
き
や
す
い
仕
組
み
を
自
分

た
ち
で
考
え
生
涯
現
役
を
や
ろ
う
!
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の

知
人
に
呼
び
か
け
集
ま
っ
た
企
業
O
B
二
十
人
ほ
ど
で
昭

和
六
十
二
年
大
阪
で
発
足
し
た
。
会
員
は
、
今
年
三
月
現

在
百
三
十
八
人
で
会
員
の
経
験
知
識
を
基
に
事
務
・
技

術
・
国
際
・
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
の
四
事
業
グ
ル
ー
プ

に
分
か
れ
、
企
業
や
行
政
の
仕
事
を
請
負
(
ア
ウ
ト
ソ

l

シ
ン
グ
)
の
形
で
受
注
し
て
い
る
。

な
ぜ
わ
れ
わ
れ
が
雇
用
で
な
く
請
負
と
い
う
形
で
仕
事

16 

を
す
る
の
か
と
い
う
と
、
現
代
の
企
業
O
B
は
比
較
的
豊

か
か
っ
高
学
歴
で
、
自
ら
の
経
験
と
知
識
に
こ
だ
わ
り
を

持
っ
て
い
る
。
雇
用
さ
れ
る
と
給
与
は
三
分
の

一
以
下
、

再
び
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ワ
ー
に
も
ま
れ
、
九
時
か
ら
六
時
ま
で

拘
束
さ
れ
、
お
ま
け
に
経
験
の
無
い
不
得
意
な
仕
事
も
数

多
く
こ
な
さ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
ス
ト
レ
ス
も
た
ま
る
、
何

も
無
理
し
て
雇
わ
れ
て
働
く
こ
と
も
な
い
と
い
う
の
が
人

情
で
あ
る
。
請
負
は
、
自
分
の
得
意
分
野
の
仕
事
を
、
自

分
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
合
わ
せ
て
や
っ
て
い
け
る
と
い
う

こ
と
で
、
雇
一
用
に
比
べ
て
収
入
は
不
安
定
だ
が
企
業
O
B

に
と
っ
て
は
好
ま
し
い
働
き
方
で
あ
る
。

・

ム

グ
ル
ー
プ
単
位
で
請
負

企
業
か
ら
仕
事
の
依
頼
が
来
る
と
、
そ
れ
に
見
合
っ
た

事
業
グ
ル
ー
プ
の
担
当
者
が
先
方
に
出
向
き
、
顧
客
の
求

め
る
ス
キ
ル
や
日
程
な
ど
を
把
握
し
、
会
員
の
専
門
性
に

照
ら
し
て
だ
れ
が
適
任
か
を
グ
ル
ー
プ
の
世
話
役
を
中
心

に
決
め
る
。
依
頼
企
業
と
条
件
で
折
り
合
い
が
つ
け
ば
、

会
の
窓
口
と
し
て
便
宜
的
に
設
立
し
て
あ
る
有
限
会
社
と

顧
客
と
が
業
務
委
任
契
約
を
結
ぶ
。
業
務
の
受
注
は
基
本

的
に
グ
ル
ー
プ
単
位
で
あ
る
。
業
務
ご
と
に
担
当
者
を
決

め
る
が
、

一
人
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
こ
と
も
多
く
、
さ

ま
ざ
ま
な
業
務
の
経
験
者
が
互
い
に
サ
ポ
ー
ト
し
合
い
な

が
ら
共
同
で
受
託
業
務
を
こ
な
す
と
い
う
の
が
原
別
で
あ

る
。
不
得
意
分
野
ま
で
や
り
た
く
な
い
と
い
う
私
た
ち
の

気
持
ち
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
顧
客
の
不
安
を
解
消
す
る

と
い
う
面
も
あ
る
。
時
々
担
当
す
る
会
員
の
年
令
を
聞
い

て
「
来
て
く
れ
た
人
に
何
か
あ
っ
た
ら
代
わ
り
の
人
は
い

る
ん
で
す
か
?
」
と
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
私
た
ち
相

手
で
は
心
配
す
る
の
も
無
理
な
い
と
思
う
。
そ
の
時
は
即
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座
に

「グ
ル
ー
プ
を
組
ん
で
い
ま
す
か
ら
代
わ
り
は
い
く

ら
で
も
い
ま
す
よ
」
と
答
え
て
い
る
。

各
事
業
グ
ル
ー
プ
の
受
託
内
容
を
記
す
と
、

事
務
グ
ル

ー
プ
は
、
経
営
管
理
(
助
言

・
指
導
)
、
経
理
・
総
務
全

般
受
託
、
会
社
規
定
な
ど
の
作
成
や
人
事
シ
ス
テ
ム
の
構

築
な
ど
で
あ
る
。
技
術
グ
ル
ー
プ
は
、
に
社
内
標
準
化

に
依
頼
し
た
ら
ケ
タ
違
い
の
料
金
を
取
ら
れ
ま
す
。
助
か

り
ま
す
よ
」
と
お
礼
を
言
わ
れ
る
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
職
務

に
携
わ
っ
た

O
B
が
集
う
当
会
な
ら
で
は
の
仕
事
と
言
え

よ
、
っ
。

や
品
質
管
理
、
技
術
改
良
や
新
商
品
開
発
、

I
S
O
の
受

審
指
導
な
ど
を
受
託
。
国
際
開
発
グ
ル
ー
プ
は
、
国
際
情

報
の
提
供
、
翻
訳
、
商
工
会
議
所
や
県
・
市
が
主
催
す
る

海
外
ビ
ジ
ネ
ス
フ
ェ
ア
の
お
手
伝
い
な
ど
数
多
く
こ
な
し

て
い
る
。
ビ
ジ
ネ
ス
マ

ッ
チ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、

若
手
経

営
者
が
苦
手
と
す
る
渉
外
業
務
を
長
年
の
経
験
と
押
し
を

生
か
し
て
の
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
販
路
開
拓
の

お
手
伝
い
だ
け
で
な
く
、
企
業
が
欲
し
い
と
思

う
素
材
や
部
品
の
調
達
先
を
探
す
と
い
う
依
頼

も
数
多
く
あ
る
。

-T十大
切
な
ハ

l
フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

最
近
増
え
て
き
た
の
が
、
行
政
や
学
校
か
ら

の
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
依
頼
で
あ
る
。
民
間

企
業
で
の
経
験
と
知
識
を
買
わ
れ
て
、
大
学
生

に
電
気

・
ス
ー
パ
ー
-
フ

ァ

ッ
シ
ョ
ン
・
公
務
員
な
ど
を

三
十
業
種
ぐ
ら
い
に
区
分

し
、
企
業
の
各
セ
ク
シ
ョ
ン

で
は
ど
の
よ
う
な
仕
事
を
ど

の
よ
、
つ
に
し
て
や
っ
て
い
る

の
か
、
採
用
担
当
者
は
ど
う

や
っ
て
選
考
し
て
い
る
の
か

な
ど
を
業
界
の
特
色
を
交
え

て

一
業
種
九
十
分
ぐ
ら
い
で

説
明
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

関
西
圏
の
大
学
と
学
生
就
職

支
援
セ
ン
タ
ー
で
行

っ
て
い

る
。
各
大
学
か
ら
は
、

「
同

事務クループは企業OBと女性事務員のコンビで業務の受託に当たっている

じ
こ
と
を
コ
ン
サ
ル
ト
会
社

障
害
者
授
産
施
設
の
自
立
の
た
め
に
、
企
業
の
経
営
ノ

ウ
ハ
ウ
を
指
導
す
る
仕
事
も
最
近
始
め
た
。
O
B
「
こ
れ
、

ど
う
し
て
こ
ん
な
に
高
い
値
札
を
付
け
る
の
?
」
、
施
設

「外
か
ら
仕
入
れ
た
か
ら
」
、

O
B
「な
ん
で
、
こ
ん
な
に

安
く
す
る
の
?
」
、
施
設

「
タ
ダ
で
も
ら
っ
た
か
ら
」
・:
。

企
業
の
常
識
は
施
設
の
非
常
識
、
ま
ず
こ
の
ギ
ャ

ッ
プ
を

埋
め
る
こ
と
か
ら
と
、
値
付
け
の
仕
方
や
材
料
の
仕
入
れ

ル
l
ト
選
定
と
経
営
指
導
員
と
い
う
よ
り
番
頭
さ
ん
役
を

や
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
仕
事
を
通
し
て
、
定
年
退
職
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
に
は
、
ハ
ー
フ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
分
野
で
の
活
動
が

大
切
で
あ
る
こ
と
を
実
感
し

た
。
市
民
団
体
や
小
中
学
校

へ
の
出
前
講
座
な
ど
も
含

め
、
働
き
に
対
す
る
対
価
は

低
い
が
、

自
ら
の
経
験
と
知

識
を
社
会
に
役
立
て
ら
れ
る

こ
と
へ
の
満
足
感
は
、
た
と

え
収
入
が
少
な
く
と
も
豊
か

な
高
齢
者
に
と

っ
て
は
や
り

が
い
の
あ
る
仕
事
で
あ
る
。

こ
れ
か
ら
、
こ
の
分
野
を
よ

り
多
く
取
り
込
ん
で
い
く
た

め
に
、
行
政
へ
ア
プ
ロ
ー
チ

し、

行
政
と
の
協
働
に
力
を

入
れ
て
い
き
た
い
と
思
う
。

5・
F叫ノ
，-一一、、

各クループはその分野の専門知識取得のための勉強会をして

いる。勉強会の後は“酒をたしなむ集L、"となる
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特
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安
心
で
き
る
ま
ち
ゃつ
く
り。
兵
庫
県
姫
路
市

罰
則
伺
き
察
側
で
走
期
待
族
が
淑
滅

ー
ー
基
本
的
人
権
の
尊
重
に
も
十
分
配
慮

-ム
2
年
前
の
喧
騒

週
末
の
深
夜
、
突
如
パ
リ
パ
リ
パ
リ
ッ
と
い
う
爆
音
と

と
も
に
、
十
数
台
の
オ
ー
ト
バ
イ
が
日
本
の
道
百
選
に
も

選
ば
れ
た
大
手
前
通
り
に
姿
を
現
す
。
か
な
り
離
れ
た
姫

路
駅
前
で
は
問
髪
を
入
れ
ず
数
百
人
の
若
者
が
奇
声
を
発

し
な
が
ら

一
斉
に
車
道
に
飛
び
出
し
て
く
る
。
キ
l
ッ
、

プ
ッ
プ

l
、

一
般
自
動
車
の
急
ブ
レ
ー
キ
と
ク
ラ
ク
シ
ョ

ン
の
音
が
交
錯
す
る
。
世
界
遺
産
で
あ
る
姫
路
城
を
背
に

し
て
轟
音
と
と
も
に
オ
ー
ト
バ
イ
の

一
団
が
姫
路
駅
に
近

づ
い
て
く
る
。
数
台
の
パ
ト
カ
ー
が
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し

て
そ
の
後
を
追
う
。
そ
れ
ま
で
静
か
だ
っ
た
城
下
町
が

一

瞬
に
し
て
喧
騒
の
街
と
化
す
。

オ
ー
ト
バ
イ
は
、
駅
前
の
交
差
点
内
を
旋
回
し
、

一
方

通
行
を
逆
走
し
、
歩
道
を
走
り
回
る
。
警
察
が
制
止
し
よ

う
と
す
る
が
、
い
わ
ゆ
る
特
攻
服
を
身
に
ま
と
っ
た
"
期

待
族
“
と
呼
ば
れ
る
若
者
の
群
衆
が
パ
ト
カ
ー
の
前
に
立

ち
は
だ
か
り
、
進
路
を
妨
害
し
て
暴
走
族
を
助
け
、
あ
お

り
は
や
し
立
て
る
。
近
く
の
コ
ン
ビ
ニ
か
ら
持
ち
出
し
た

商
品
な
ど
を
警
察
官
や
パ
ト
カ
ー
に
投
げ
つ
け
る
。
か
つ

姫
路
市
市
民
局
市
民
活
動
部

。ぼ

前
安
全
安
心
推
進
課
長

.

申
村
博
光

て
姫
路
市
で
は
毎
週
末
こ
の
よ
う
な
光
景
が
繰
り
返
さ
れ

た
。ま

た
、
例
年
六
月
の
三
日
間
、
延
べ
三
十
万
人
も
の
人

出
で
に
ぎ
わ
う
「
ゆ
か
た
ま
つ
り
」
に
お
い
て
も
連
日
千

人
以
上
の
若
者
が
姫
路
駅
前
に
集
結
し
、
機
動
隊
と
の
衝

突
を
繰
り
返
す
な
ど
深
夜
ま
で
騒
ぎ
が
続
き
、
市
民
の
楽

し
み
を
妨
害
す
る
状
況
が
続
い
て
い
た
。

ヱ

罰
則
付
き
条
例
の
制
定

駅
前
の
大
手
前
通
り
を
舞
台
に
し
た
騒
ぎ
が
大
き
く
な

る
に
つ
れ
、
付
近
の
商
庖
街
を
は
じ
め
多
数
の
市
民
が
現

状
に
不
安
を
抱
く
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
声
を
受
け

て
平
成
十

一
年
十
二
月
に
市
、
警
察
、
地
元
自
治
会
、
商

庖
街
な
ど
関
係
機
関
に
よ
る
暴
走
族
対
策
会
議
を
開
催
し

た
。こ

の
対
策
会
議
に
お
い
て
、
期
待
族
の
取
り
締
ま
り
が

現
行
法
で
困
難
で
あ
る
な
ら
、
市
の
条
例
で
規
制
し
て
は

ど
う
か
と
い
う
声
が
多
数
聞
か
れ
た
た
め
、
よ
り
広
く
市

民
の
声
を
聴
く
た
め
、
翌
年
四
月
各
関
係
機
関
・
団
体
・

住
民
の
代
表
者
ら
を
メ
ン
バ
ー
と
す
る
安
全
安
心
推
進
懇

18 

話
会
を
設
置
し
た
。

数
回
の
審
議
を
経
た
後
、
懇
話
会
か
ら
期
待
族
を
規
制

す
る
条
例
、
そ
れ
も
よ
り
効
果
が
上
が
る
よ
う
に
罰
則
を

設
け
た
条
例
が
必
要
で
あ
る
と
の
提
言
を
受
け
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
条
例
案
を
十
二
年
九
月
市
議
会
に
提

案
し
た
。
だ
が
、
議
会
に
お
い
て
こ
の
条
例
は
市
民
の
基

本
的
人
権
を
規
制
す
る
条
例
で
あ
り
、
市
民
に
と
っ
て
分

か
り
ゃ
す
い
条
文
で
な
け
れ
ば
理
解
が
得
ら
れ
な
い
と
の

理
由
で
継
続
審
議
と
な
り
、
結
果
的
に
は
議
案
を
取
り
下

げ
条
文
を
修
正
の
う
え
再
提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
間
、
こ
の
条
例
が
全
国
初
の
期
待
族
規
制
条
例
と

い
う
こ
と
に
加
え
、
法
曹
関
係
の
団
体
か
ら
市
議
会
に
対

し
、
こ
の
条
例
は
憲
法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
制

定
に
反
対
す
る
と
の
請
願
が
出
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
て
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
大
き
く
取
り
上
げ
ら
れ
、
広
く
全
国
に

知
れ
わ
た
る
よ
う
に
な
っ
た
。

条
例
修
正
案
を
十
三
年
三
月
議
会
に
提
出
、
よ
う
や
く

可
決
成
立
し
た
。
こ
う
し
た
状
況
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

公
布
施
行
時
に
は
既
に
、
広
く
姫
路
市
民
を
は
じ
め
周
辺

市
町
に
ま
で
周
知
徹
底
が
図
ら
れ
て
い
た
。
も
ち
ろ
ん
、

条
例
施
行
前
後
に
は
、
広
報
ひ
め
じ
ゃ
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の

配
布
、

J
R
姫
路
駅
前
北
側
の
地
区
の
重
点
禁
止
区
域
内
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に
お
け
る
看
板
の
設
置
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
放
映
な
ど
あ

ら
ゆ
る
広
告
媒
体
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、
周
辺
市
町
に

対
し
て
も
こ
の
条
例
の
主
旨
の
徹
底
を
依
頼
す
る
な
ど
啓

発
に
努
め
て
い
る
。

ヱ

条
例
の
慨
要

こ
の
「
姫
路
市
民
等
の
安
全
と
安
心
を
推
進
す
る
条
例
」

で
は
、
ま
ず
、
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た

め
の
基
本
認
識
と
し
て
、
「
自
ら
の
安
全
と
安
心
は
自
ら

の
手
で
守
る
」
べ
き
こ
と
を
規
定
し
、
市
民
自
ら
が
自
己

防
衛
の
意
識
を
持
つ
こ
と
が
抑
止
ま
た
は
拡
大
の
防
止
に

対
す
る
も
っ
と
も
有
効
な
手
段
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ

れ
に
基
づ
き
、

①
市
、
市
民
、
事
業
者
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
、

②
地
域
社
会
づ
く
り
の
方
策
を
審
議
す
る
安
全
安
心
推
進

協
議
会
の
設
置
の
義
務
付
け
、
③
条
例
の
目
的
を
阻
害
し
、

喫
緊
の
課
題
で
も
あ
る
暴
走
族
を
あ
お
る
期
待
族
の
行
き

過
ぎ
た
行
為
の
規
制
、
を
定
め
て
い
る
。
こ
れ
が
、
い
わ

ゆ
る
"
期
待
族
条

安心できるまちづくり特集

例
“
と
言
わ
れ
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
が
、
具
体
的
に
は
、

①

暴
走
行
為
に
声
援
、
拍
手
、
手
振
り
、
身
振
り
、
旗
を
振

っ
て
あ
お
る
②
二
人
以
上
共
同
し
て
、
そ
の
者
を
特
定
で

き
な
い
程
度
に
顔
を
覆
い
隠
し
て
、
他
人
に
不
安
を
覚
え

さ
せ
る
よ
う
な
仕
方
で
群
が
る
③
同
じ
く
暴
走
集
団
の
名

称
を
示
す
よ
う
な
文
言
を
強
調
す
る
よ
う
に
刺
し
ゅ
う
し

た
服
を
着
用
し
て
、
威
勢
を
示
す
よ
う
な
姿
で
通
行
す
る
、

こ
と
を
禁
止
し
た
。
道
路
、
広
場
な
ど
の
う
ち
、
市
長
が

指
定
し
た
暴
走
行
為
助
長
重
点
禁
止
区
域
内
で
暴
走
行
為

を
あ
お
り
違
反
し
た
者
は
、
五
万
円
以
下
の
罰
金
に
処
す

こ
と
と
な
っ
た
。

当
初
案
で
は
、
禁
止
行
為
の
三
項
目
全
て
に
罰
則
規
定

を
設
け
て
い
た
。
修
正
案
で
第

一
項
の
あ
お
り
行
為
の
み

が
罰
則
の
対
象
と
な
っ
た
の
は
、
規
制
の
対
象
と
な
る
行

為
が
表
現
の
自
由
の
保
障
上
、
必
要
最
小
限
の
も
の
と
な

る
よ
う
配
慮
し
た
も
の
で
あ
る
。

・

ム

塁
本
的
人
権
の
尊
重
が
焦
点

今
、
当
時
を
思
い
起
こ
し
、
こ
の
条
例
の
制
定
に
当
た

り
何
が
大
き
な
問
題
と
な
っ
た
の
か
を
考

え
る
と
、
や
は
り
市
民
の
基
本
的
人
権
の

尊
重
と
い
う
こ
と
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

市
民
の
安
全
を
守
る
と
い
う
目
的
で
制

定
し
よ
う
と
す
る
条
例
が
、
憲
法
に
保
障

す
る
基
本
的
人
権
を
侵
害
す
る
よ
う
な
こ

と
が
あ
っ
て
は
、
本
末
転
倒
と
の
非
難
を

免
れ
ず
、
行
政
は
慎
重
過
ぎ
る
ほ
ど
慎
重

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
、
条
例
に

え
ん
ざ
い

よ
っ
て

一
人
の
菟
罪
も
出
し
て
は
な
ら
な

い
、
と
い
う
重
い
十
字
架
を
背
負
っ
て
臨

jfj 

禁止区域告示看板 (区域内5ヵ所に設置)

む
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
市
民
以
外
に
も
意
見

を
求
め
た
ほ
か
、
市
内
の
中
・
高
校
生
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
し
て
人
権
の
配
慮
に
意
を
用
い
た
。
ま
た
修
正
案
に

つ
い
て
は
、
刑
法
学
の
権
威
あ
る
い
は
県
警
と
の
協
議
調

整
に
力
点
を
置
き
、
憲
法
と
の
整
合
性
に
つ
い
て
よ
り
高

度
な
観
点
か
ら
取
り
組
ん
で
い
っ
た
。

行
政
と
し
て
市
民
の
安
全
を
守
ろ
う
と
す
れ
ば
、
当
然
、

市
民
の
権
利
を
規
制
す
る
と
い
う
相
反
す
る
現
象
に
直
面

す
る
。
人
権
の
保
障
と
、
そ
の
た
め
の
人
権
の
制
限
、
そ

れ
は
常
に
行
政
の
課
題
と
し
て
残
る
の
だ
ろ
う
か
。

こ
の
条
例
の
最
大
の
問
題
点
は
、
や
は
り
こ
の
市
民
の

基
本
的
人
権
の
尊
重
に
尽
き
る
と
思
わ
れ
る
。

ヱ

条
例
施
行
二
年
を
経
て

条
例
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
二
年
を
経
過
し
た
現
在
に
お

い
て
も
、
暴
走
行
為
が
全
く
な
く
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い

が
、
か
つ
て
毎
週
末
に
姫
路
駅
前
を
騒
が
せ
た
期
待
族
の

姿
が
見
え
な
く
な
っ
た
。
市
民
の
関
心
事
で
も
あ
っ
た

「
ゆ
か
た
ま
つ
り
」
に
お
け
る
期
待
族
の
騒
ぎ
も
、
こ
の

二
年
間
沈
静
化
に
向
か
っ
て
お
り
、
ま
た
大
み
そ
か
か
ら

三
が
日
に
か
け
て
走
る
「
初
日
の
出
暴
走
」
に
繰
り
出
す

オ
ー
ト
バ
イ
は
今
年
は
昨
年
の
四
分
の

一
以
下
に
激
減

し
、
大
き
な
ト
ラ
ブ
ル
は
無
か
っ
た
。

今
後
、
こ
の
条
例
が
期
待
族
条
例
と
呼
ば
れ
る
こ
と
な

く
、
本
来
の
条
例
の
目
的
で
あ
る
自
ら
の
安
全
と
安
心
は

自
ら
の
手
で
守
る
と
い
う
基
本
認
識
の
下
に
、
市
、
市
民
、

事
業
者
が
連
携
を
取
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
責
務
を
果

た
し
、
安
全
・
安
心
な
地
域
社
会
を
実
現
す
る
た
め
の
バ

イ
ブ
ル
と
な
っ
て
ほ
し
い
も
の
で
あ
る
。

地~ω2003・5月号19 
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安
心
で
き
る
ま
ち
、つ
く
り

• 

• 

相
生
町
は
徳
島
県
南
東
部
、

一
級
河
川
那
賀
川
の
中
流

域
・
中
山
間
地
に
位
置
す
る
人
口
三
千
五
百
人
、
高
齢
化

率
三
三
%
の
町
で
、
総
面
積
は
百

一
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

(
う
ち
九
O
%
が
森
林
)
。
町
の
主
な
産
業
は
林
業
の
ほ
か

茶
(
相
生
茶
は
マ
ニ
ア
に
有
名
)
や
全
国

一
の
生
産
を
誇

お

も

と

る
万
年
青
の
栽
培
、
稲
作
、
柑
橘
栽
培
な
ど
の

一
次
産
業

と
な
っ
て
い
る
。
緑
の
合
間
に
は
、
あ
い
あ
い
ら
ん
ど
、

も
み
じ
川
温
泉
、
森
林
美
術
館
と
い
う
娯
楽
・
教
養
施
設

を
有
し
、

一
方
で
人
形
浄
瑠
璃
や
吹
き
筒
花
火
な
ど
の
伝

統
芸
能
が
踏
ん
な
文
化
的
な
町
で
も
あ
る
。
こ
の
町
の
ス

ロ
ー
ガ
ン
は

「住
ん
で
み
た
い
・
住
ん
で
良
か
っ
た
町
づ

く
り
」
。
そ
ん
な
相
生
町
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

ヱ

医
療
危
機
に
直
面

相
生
町
に
変
革
が
起
こ
り
始
め
た
の
は
平
成
六
年
こ

ろ
。
そ
れ
以
前
の
町
は
医
療
資
源
に
も
恵
ま
れ
、
い
ろ
ん

な
意
味
で

一
般
過
疎
地
と
し
て
は
恵
ま
れ
た
町
で
あ
っ

た
。
と
こ
ろ
が
、
医
療
資
源
の
支
え
と
な
っ
て
い
た
開
業

医
師
た
ち
が
相
次
い
で
開
業
、
あ
っ
と
い
う
間
に
医
療
過

疎
地
に
陥
り
、
そ
こ
に
あ
る
の
は
緊
迫
し
た
医
療
危
機
状

態
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
町
内
に
入
院
施
設
も
な
い
、
医

師
の
出
張
な
ど
に
よ
り
無
医
状
態
と
な
る
こ
と
も
し
ば
し

ば
、
急
患
の
対
応
は
お
ろ
か
死
亡
診
断
す
る
こ
と
さ
え
難

し
い
、
そ
ん
な
状
況
に
陥

っ
た
の
で
あ
る
。
バ
ブ
ル
が
は

じ
け
、
観
光
や
リ
ゾ
ー
ト
に
走
っ
て
い
た
人
々
も
地
に
足

の
つ
い
た
基
本
的
生
活
の
安
定
や
充
実
を
目
指
す
よ
う
に

な
り
、
加
速
度
的
に
進
ん
で
い
た
社
会
の
高
齢
化
が
、
そ

の
危
機
感
に
拍
車
を
か
け
た
。

危
機
状
態
に
も
っ
と
も
敏
感
に
反
応
し
た
の
は
、
そ
の

業
界
で
働
く
ス
タ
ッ
フ
た
ち
、
す
な
わ
ち
保
健
婦
や
医
師
、

看
護
婦
、

ヘ
ル
パ

l
、
役
場
の
職
員

た
ち
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
彼
ら
が
と

っ
た
行
動
は
?
「
こ
の
危
機
感
が
偏

っ
た
も
の
な
の
か
?
そ
れ
と
も
社
会

全
体
の
危
機
感
な
の
か
?
」
と
い
う

こ
と
の
真
相
を
探
る
た
め
に
、
住
民

の
意
識
調
査
を
始
め
る
こ
と
に
し
た

の
で
あ
る
。
健
康
座
談
会
と
寸
劇

「
痴
呆
老
人
を
抱
え
る
家
族
」
を
、
町

内
全
て
の
集
会
所
に
て
開
催
、

徳
島
県
相
生
町

相
生
町
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
・
医
学
博
士

そ
こ
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で
現
状
を
呈
示
し
住
民
の
問
題
意
識
の
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
住
民
か
ら
の
意
見
を
聞
き
、
さ
ら
に
住
民
主
導
の

必
要
性
を
訴
え
て
回
っ
た
。

平
成
七
年
、
新
町
長
が
誕
生
。
そ
れ
ま
で
観
光
リ
ゾ
ー

ト
方
面
に
傾
倒
し
て
い
た
町
の
方
針
は
、
保
健
医
療
福
祉

の
充
実
を
目
指
す
方
向
に
大
き
く
進
路
変
更
し
た
。
そ
れ

は
住
民
が
目
指
し
た
結
果
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
同
年
夏
に

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ

l
ム
が
発
足
。
町
が
目
指
す
方
向
性
を

具
現
化
す
る
使
命
を
背
負
っ
た
チ
l
ム
が
や
る
こ
と
は
二

つ
で
あ
る
。
一

つ
は
、
そ
れ
ま
で

一
人
で
あ
っ
た
医
師
を

三
人
に
増
員
し
、
入
院
施
設
を
完
備
し
た
二
十
四
時
間
三

百
六
十
五
日
対
応
で
き
る
医
療
施
設
を
作
る
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
限
ら
れ
た
マ
ン
パ
ワ
ー
を
最
大
限
以
上
に
有
効

活
用
す
べ
く
保
健
・
医
療
・
福
祉
の
各
分
野
が

一
体
と
な

っ
た
複
合
施
設
を
作
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
箱
も
の
を
作
る

の
が
目
的
で
は
な
く
、
シ
ス
テ
ム
を
動
か
す
た
め
の
ハ
ー

ド
ウ
エ
ア
を
作
る
の
が
目
的
で
あ
り
、
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が

先
行
し
て
い
る
こ
と
は
一言
う
ま
で
も
な
か
っ
た
。

岨議事也 2003・5月号

ヱ

ス
タ
ッ
フ
犯
人
の
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
完
成

平
成
十
年
秋
、
満
を
持
し
て
包
括
ケ
ア

セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
た
。
十
九
床
に
有
床

化
し
た
診
療
所
を
核
に
保
健
セ
ン
タ
ー、

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ホ
ー
ム
ヘ
ル

プ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
イ
ケ
ア
、
在
宅
介

護
支
援
セ
ン
タ
ー
を
併
設
統
合
し
た
セ
ン

タ
ー
と
な
り
、
ス
タ
ッ
フ
は
総
勢
三
十
人
。

「
包
括
」
に
は
「
人
を
生
ま
れ
て
か
ら
死
ぬ

ま
で
全
人
的
に
み
る
包
括
」

と

「地
域
全

体
を
公
平
に
客
観
的
に
見
る
包
括
」
の
二
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安心できるまちづくり

努
力
の
末
に
得

ら
れ
た
プ
ロ
ダ
ク

ト
と
し
て
は
、
が

ん
死
者
の
減
少
、

医
療
費
や
介
護
保

険
料
の
高
騰
抑
制
、
元
気
老
人
の
増
加
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

る
。
医
療
費
が
頭
打
ち
に
な
り
な
が
ら
も
、
診
療
所
は
補

助
を
受
け
る
こ
と
な
く
、
毎
年
健
全
な
黒
字
経
営
(
収
入

の

5
1
M
%程
度
の
黒
字
)
を
続
け
て
い
る
。
ち
な
み
に

平
成
十
三
年
度
決
算
で
は
総
収
入
五
・

一
憶
に
対
し
て
単

年
度
黒
字
四
千
万
円
で
あ
っ
た
。
も
ち
ろ
ん
課
題
も
た
く

さ
ん
あ
る
。
痴
呆
老
人
の
増
加
や
少
子
化
と
い
う
全
国
的

傾
向
に
沿
っ
た
大
き
な
問
題
に
直
面
し
て
い
る
。

特集

-

ム

学
童
保
育
と
痴
呆
対
策
を
ド
ッ
キ
ン
グ

十
三
年
、
「
学
童
保
育
を
や
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
若

い
父
兄
か
ら
の
強
い
要
望
に
基
づ
き
、
既
に
大
き
な
問
題

痴呆老人と学童のグループホーム

と
な
っ
て
い
た
痴
呆
老
人
対

策
と
ド
ッ
キ
ン
グ
さ
せ
た
事

業
を
立
案
し
た
。
痴
呆
老
人

グ
ル
ー
プ
ホ

1
ム
に
学
童
保

育
施
設
を
併
設
し
た
シ
ス
テ

ム
の
立
ち
上
げ
で
あ
る
。
財

政
不
足
の
こ
の
ご
時
世
、
廃

校
に
な
っ
た
小
学
校
を
改
築

し
施
設
と
し
て
再
利
用
し

た
。
施
設
は
「
平
野
の
ど
か
の
里
」
と
名
付

け
ら
れ
、
十
四
年
春
に
稼
働
を
開
始
し
た
。

現
在
九
人
の
方
が
入
居
さ
れ
、

学
童
保
育
に

は
三
十
人
の
子
供
た
ち
が
登
録
さ
れ
て
い

る
。
痴
呆
老
人
に
は
脳
の
活
性
化
を
、
子
供

た
ち
に
は
思
い
や
り
ゃ
い
た
わ
り
と
い
う
情

操
教
育
を
期
待
し
て
始
め
た
事
業
で
あ
っ
た

が
、
そ
の
効
果
の
出
現
は
予
想
以
上
に
早
く
、

特
に
痴
呆
老
人
の
方
々
に
お
け
る
相
乗
効
果
に
は
目
を
見

張
る
も
の
が
あ
る
。

・

ム

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
主
体
で
障
害
者
対
第

少
子
高
齢
化
問
題
の
は
ざ
ま
に
埋
も
れ
て
い
る
も
う

一

つ
の
社
会
問
題
が
あ
る
。
そ
れ
は
障
害
者
対
策
で
あ
る
。

障
害
者
の
皆
さ
ん
が
抱
え
る
問
題
、
そ
れ
は
今
お
世
話
し

て
も
ら
っ
て
い
る
両
親
ら
が
年
老
い
て
し
ま
い
面
倒
を
見

て
も
ら
え
な
く
な
っ
た
場
合
に
果
た
し
て
こ
の
町
で
暮
ら

し
続
け
る
こ
と
が
出
来
る
の
か
?
そ
れ
に
備
え
今
か
ら

い
か
に
し
て
自
立
を
目
指
す
努
力
を
す
る
か
?
そ
し
て

そ
れ
を
我
々
が
い
か
に
し
て
サ
ポ
ー
ト
す
る
か
?
で
あ

る
。
相
生
町
で
は
、

今
年
春
オ
ー
プ
ン
を
目
指
し
て
障
害

者
専
用
グ
ル
ー
プ
ホ

l
ム
の
設
立
を
計
画
中
で
あ
る
。
障

害
に
は
、
知
的
・
精
神
・
身
体
障
害
と
い
う
い
わ
ゆ
る
三

3
磁
L
i
l
l
i
-
-
!
i
l
i
-
-

障
害
が
あ
る
が
、
国
の
お
組

「

ι強
面

臨
時
い
一
末
な
縦
割
り
行
政
に
お
い
て

誕

雌

耐

端

組

梅

は
三
障
害
に
同
時
対
応
し
た

司
し
糊
孟
思
明
時
幽

グ
ル
ー
プ
ホ

l
ム
を
設
立
す

戸

内

醤

瞳

る
の
は
極
め
て
困
難
な
の
が

司

開

制

醐

国

現

状

で

あ

る

。
そ
こ
で
当
町

調
耐
川

4ι
一
司
副
哩
轟

で
は
そ
れ
ら
の
法
的
縛
り
に

汀
士
耐
帯
断
劇
院

dzMF?
と
ら
わ
れ
な
い
で
、
現
場
に

歯

髄

闘

騒

蹴

臨

げ

も
っ
と
も
適
い
そ
う
な
独
自

田
町
瀦

緬
咽
圏

a耐
闘
の
発
想
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

副珊
略
目
M
M制
4
一
F

グ
ル
ー
プ
が
述
営
主
体
と
な

咽

晶

阻

.ょ

っ
た
三
障
害
同
時
対
応
の
グ

h
t雌
闘

・
・
圏

一一

ル
l
プ
ホ

l
ム
の
設
立
を
行

圃
咽
捌
副
刷
咽
湖
、
t
酷

F

う
こ
と
に
し
た
。
障
害
者
の

-
1
l
i
l
i
-
-
!

皆
さ
ん
は
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー

ム
で
多
少
の
サ
ポ
ー
ト
を
得
な
が
ら
共
同
生
活
を
営
み
、

互
い
に
助
け
合
い
な
が
ら
日
々
自
立
を
目
指
す
こ
と
に
よ

り
、
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
い
つ
ま
で
も
長
く
暮
ら
せ
る

よ
う
頑
張
れ
る
の
で
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
相
生
町
で
は
、
「
住
ん
で
み
た
い
・
住

ん
で
良
か
っ
た
町
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
あ
く
ま
で
住
民

主
導
に
よ
り
、
住
民
と
行
政
の
コ
ラ
ボ
レ

l
シ
ヨ
ン
に
よ

る
柔
軟
で
機
敏
な
計
画
の
立
案
・
実
践
を
行
い
、
こ
こ
十

年
間
で
大
き
な
変
革
を
遂
げ
た
。
今
の
日
本
は
社
会
全
体

が
停
滞
し
た
抑
う
つ
的
な
困
難
な
時
代
を
さ
ま
よ
っ
て
い

る
。
そ
ん
な
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
個
と
し
地
域
と
し
て
頑

張
ら
な
い
と
い
け
な
い
。
こ
れ
か
ら
こ
の
町
が
さ
ら
に
発

展
す
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
と
思
う
。
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夢、

ア
シ
ス
ト
、

尼
崎
市
は
、
大
阪
、
神
戸
の
二
大
都
市

圏
の
中
間
に
位
置
し
、
古
く
か
ら
阪
神
工

業
地
域
の
中
心
と
し
て
、
発
展
し
て
き
た

人
口
約
四
十
六
万
人
の
都
市
で
す
。

日
本
経
済
は
、
デ
フ
レ
状
態
が
続
き
、

今
後
も
少
子
化
の
た
め
に
生
産
年
齢
人
口

が
減
少
し
て
い
く
こ
と
が
見
込
ま
れ
、
産

業
構
造
面
だ
け
で
な
く
、
人
口
構
造
面
か

ら
見
て
も
こ
れ
ま
で
の
よ
う
な
経
済
成
長

は
難
し
い
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

た
傾
向
は
尼
崎
市
に
お
い
て
も
例
外
で
は

な
く
、
近
年
は
工
場
の
閉
鎖
な
ど
で
税
収

が
落
ち
込
み
、
危
機
的
な
財
政
状
況
に
陥

っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
「
チ
ャ
ン
ス
は
ピ
ン
チ
の
顔

を
し
て
や
っ
て
来
て
い
ま
す
」。

減
り
続
け
る
子
ど
も
。
こ
れ
は
、
未
来

を
担
う
子
ど
も
た
ち
を
こ
ま
や
か
に
力
強

く
育
て
る
チ
ャ
ン
ス
で
す
。
増
え
続
け
る

高
齢
者
。
こ
れ
は
、
弱
者
と
い
う
画

一
的

な
高
齢
者
像
を
見
直
し
元
気
で
経
験
豊
富

な
高
齢
者
と
社
会
を
創
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
地
球
資
源
の
減
少
、
環
境
汚
染
。
こ

れ
は
、
環
境
へ
の
意
識
を
高
め
新
し
い
ビ

ジ
ネ
ス
を
創
出
し
ま
す
。
遅
れ
を
取
っ
て

い
る
高
度
情
報
化
。
こ
れ
は
、
ネ
ッ
ト
ワ

あ
ま
が
さ
き

ー
ク
参
加
者
と
共
に
活
動
し
、
ど
こ
で
も

欲
し
い
情
報
が
取
れ
る
社
会
を
創
り
上
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

い
ろ
い
ろ
な
可
能
性
に
恵
ま
れ
て
い
る

時
代
。
今
尼
崎
市
も
、
多
額
の
収
支
不
足

が
生
じ
て
い
る
非
常
事
態
(
ピ
ン
チ
)
の

中
に
あ
り
ま
す
が
、
チ
ャ
ン
ス
を
逃
す
こ

と
な
く
、

一
歩
ず
つ
着
実
に
、
挑
戦
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

公

共
サ
ー
ビ
ス
の
分
野
で
も
、
社
会
構

造
や
経
済
状
況
の
変
化
、
個
人
の
価
値
観

の
多
様
化
な
ど
を
背
景
に
、
ま
す
ま
す
多

く
の
サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
地
方

自
治
の
原
点
は
、
「
住
み
、
集
う
人
た
ち

と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
つ
く
り
上
げ
て
い

く
」
こ
と
で
す
。
従
来
の
行
政
主
導
型
で

は
な
く
、
市
民
、

事
業
者
、
N
P
0
、
行

政
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
立
し
て
共
に
公
共
サ

ー
ビ
ス
を
受
け
持
ち
、
自
ら
が
で
き
る
こ

と
は
自
ら
行
う
、
自
ら
が
で
き
な
い
と
き

は
助
け
合
う
、
そ
れ
で
も
解
決
で
き
な
い

と
き
は
、

貴
重
な
税
で
カ
バ
ー
す
る
と
い

っ
た
仕
組
み
づ
く
り
を
早
急
に
進
め
る
こ

と
が
大
切
で
す
。

そ
の
中
で
も
、
今
後
、
増
え
続
け
る
公

尼
崎
市
長

一
白

井

共
サ
ー
ビ
ス
の

一
端
を
担
っ
て
い
く
大
き

な
可
能
性
を
持
っ
て
い
る
の
が
、

N
P
O

で
す
。
こ
れ
は
何
も
法
人
格
を
持
っ
て
い

る
団
体
だ
け
で
は
な
く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

や
趣
味
の
グ
ル
ー
プ
、
任
意
に
作
ら
れ
た

団
体
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
参
加
の
形
を
含

め
て
幅
広
く
と
ら
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

私
は
、
こ
の
多
様
な
ボ
ラ
ン
タ
リ
l
セ

ク
タ
ー
や
事
業
者
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
本
市
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
担
っ
て
い

き
、
助
け
合
い
な
が
ら
、

一
人
ひ
と
り
が

描
い
て
い
る
夢
の
実
現
に
向
か
っ
て
進
ん

で
い
け
る
ま
ち
「
夢
、
ア
シ
ス
ト
、
あ
ま

が
さ
き
」
を
目
指
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

こ

の

「
夢
」
の
実
現
の
た
め
に
は
、
聞

か
れ
た
市
政
が
前
提
と
な
り
ま
す
。
市
民

の
皆
さ
ん
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

場
で
は
、
行
政
側
が

一
方
的
に
事
業
概
要

な
ど
を
説
明
し
、
単
に
受
け
答
え
す
る
だ

け
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
が
情
報
を
共
有

し
た
う
え
で
、

意
見
の
キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル

を
繰
り
返
し
、
共
に
考
え
な
が
ら
議
論
を

深
め
て
い
く
環
境
を
作
る
こ
と
が
必
要
で

文

す
。
そ
の
最
初
の

一
歩
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

情
報
を
出
し
合
う
と
こ
ろ
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
判
断
材
料
を
増
や

す
た
め
、
こ
れ
ま
で
の

「情
報
の
公
開
」

か
ら

一
歩
進
め
た
「
情
報
の
開
放
」
に
取

り
組
み
、
市
政
へ
の
参
加
意
識
と
責
任
を

含
め
て
共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

私

が

最
近
、
強
く
心
を
引
か
れ
た
言
葉

が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は

「思
い
は
か
な
う
。
努
力
す
る

人
間
を
運
命
は
裏
切
ら
な
い
。
道
は
必
ず

開
け
る
」
と
い
う
も
の
で
す
。

あ
き
ら
め
て
し
ま
っ
た
ら
、
そ
こ
で
終

わ
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
苦
し
い
、
厳
し
い

社
会
環
境
だ
か
ら
こ
そ
、
こ
の
言
葉
を
胸

に
、
ピ
ン
チ
を
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
と
ら
え
、

尼
崎
市
に
住
み
、
集
う
人
た
ち
と
共
に
力

を
合
わ
せ
て
、
人
づ
く
り
を
重
視
し
、
未

来
の
子
供
た
ち
か
ら
預
か
っ
て
い
る
環
境

を
し
っ
か
り
守
り
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
人

た
ち
が
個
性
豊
か
に
自
分
ら
し
く
生
き
る

こ
と
が
で
き
、
創
造
性
の
あ
る
産
業
が
生

ま
れ
育
つ
、
「
希
望
と
活
力
の
み
な
ぎ
る

ま
ち
」
を
実
現
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
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安
全
• 
安
d心

遺伝子組み笛え農産物の栽t音規制条例・山形県蔵沢町
「安全 ・安心な循環型社会のまちづくり」を宣言した藤島町は昨年12月、食料生産
基地としての信頼を確保しようと、囲内初の遺伝子組み替え農産物の栽培の規制と、

有機農産物の奨励を躍り込んだ「人と環境にやさ しいまちづくり条例」を制定した。

生産者の顔の見える農業など、条例に沿った政策を具体化していく考えだ

たまごの割れない道づくり.高知県

“道"とは、と尋ねられたら多くの人は、車や自転車

が通行し、人が歩くところ、というように答えるだ

ろう。だが、道は奥行きと広がりを持った空間、そ

れも公共の生活空間である。こう した視点で、取り組

んだのが 「たまごの割れない道づくり」。 ユーザーが

計-画の段階から参加lし段差を車いす・自転車通行す

る立場で表現、安心して走行できる道づくりを進める



フラットパス.金沢市

金沢は城を中心とした発展した都市構造を持つため、街なかは路線

パスが乗入れのできない細街路が数多い。街の活性化や高齢者の外

出意欲の高まりに応えるため、 99年から細街路を走行する小型ノン
ステップの 「金沢フラットパスJ3ルートの運行を開始し、快適な
モビリティーを提供。また、バリアフリーの観点から停留所付近の

環境整備も行っている

地盤事HACCP(ハサツプ)・北海道標津町
HACCPは米国アポロ計画の宇宙食の開発がきっかけで考案されたもので、
水産物など全工程の衛生管理と安全確保を保証するシステム。秋鮭日本一の

漁獲を誇る標津町では、 99年度に地域HACCP推進事業として、水産物全て
を対象に?魚、獲から市場、加工、流通まで地域・業界ぐるみで統一管理を徹底。

しょうゆイクラなどのHACCP認定により、安心できる食料を供給する



パイコロジーライフ・山口県防府市

自転車による事故が目立ちつつある

が、防府市では走行環境を整備するこ

とで、安全な都市交通モードとして活

用。最重点地区では、段差解消、サイ

ン類の設置、路面表示、道路占有物の

規制の強化などを行ない、快適な環境

づくり。競輪選手らによる安全点検走

行方法の講習を実施している

サロベツ住宅・北海道豊富町

シックハウスが騒がれ、住の安全が注

目されている。いつまでも住める住宅

づくりを目標に、サロベツ住宅モデル

地区では購入希望者がそれぞれの希

望、ライフスタイルなどを話し合いな

がら、協働して豊かな住環境、近隣関

係を設計する手法を導入。シックハウ

スに効果のあるIUT産の珪藻土や自然素
材を生かし、健康な家作り

……昨日山一一争7JfA子-'，ILIII・ーフhU-!tJI沼I t->>.(l.t拘‘m・t-7'1'~トク・，..
園田=- 自-_.・- 園田坦" 園田~
凶器官-困-日 1・4田~~-帽 嗣毘埠T・楢
咽怒出戸 極官:.:.-;-- 圃巴理由問 団担=..，'";"'"盆

盟~凶E君"図E謂F 図=目=-
. 聞担=' 圃Z巴r・~=:巴r・ 函
<-明司 ・=:0.-___・;;o;_...v・ ゆ 司 吋-- 回

コンビニをセーフステーションに

.社団法人日本フランチヤイズチェーン協会

犯罪に巻き込まれそうになった人が駆け込んだ

り、高齢者介護を手伝ったりするセーフティー

ステーション(防犯拠点)としてコンビ‘ニを活

用しようという試みが、川崎市と佐賀県の全庖

で3月から始まった。川崎市は安全な都市づく

りに協力してもらうことで、都心部の集客力を

高めるのも狙いだ。5月末までの期間限定だが、

「トライアルの結果を踏まえ、期間を延長した

り、他の地域への拡大を検討する」と同協会



ベレットストーブ・岩手県

欧米では、エネルギー安全保障、地球温暖化を防ぐため

新エネルギーや木質バイオマスの導入が進んでいる。岩

手県では 「環境都市いわて」を目指し木質バイオマスに

取り組んでおり、その一環で、樹皮を固めて作った県産ベ

レットを燃料とする“岩手型ペレットストーブ"を県工

業技術センターが民間と共同開発。使い勝手は石tlllスト
ーブとほぼ同じ。来年秋発売予定

，、ークペレットはみ

-盟寓盟・

安
全
・
安
心

15歳までの医篠費を無料化・厳阜県柳津町

柳津町では96年度から、県の乳幼児医療費助成制度を延長する形で、

義務教育終了 (15歳到達年度の3月末)までの人を対象に医療費を

無料化。所得制限、 受給者の一部負担もない。少子化対策の一環と

して、乳幼児に加え、児童 ・生徒の医療費を無料化することで若年

層の定住者が培えつつあり、安心して暮らせることで次世代の町の

人材確保につながっている



群馬県新治村 でんでこ座三国館 E 

民
話
・
紙
芝
居
通
し

農
村
文
化
を
発
信

一
で
ん
で
こ
座
三
国
館
の
開
設

昭
和
四
十
年
代
の
園
内
旅
行
ブ

1
ム
が

去
り
、
温
泉
観
光
に
陰
り
が
見
え
る
中
で
、

平
成
人
年
「
猿
ヶ
京
活
性
化
委
員
会
」
が

結
成
さ
れ
た
。
そ
の
活
動
や
提
言
を
受
け
、

十
四
年
十
二
月
農
村
文
化
の
発
信
拠
点
と

し
て

「
猿
ヶ
京
交
流
公
園
(
ま
ん
て
ん
星

の
湯
)
」
が
建
設
さ
れ
た
。
こ
の
公
園
は

猿ヶ京交流公園 (まんてん星の湯)

(株)猿ヶ京温泉

夢未来

代表取締役社長• 岩田照丈

交
流
広
場
、
日
帰
り
温
泉
、
憩
い
の
間
と

レ
ス
ト
ラ
ン
、
そ
し
て
多
目
的
文
化
ホ
ー

ル
「
で
ん
で
こ
座
三
国
館
」
で
構
成
さ
れ

て
い
る
。
な
お
、
「
で
ん
で
こ
」
は
で
ん

で
ん
太
鼓
の
こ
と
で
あ
る
。

三
国
館
の
中
に
は
、

N
P
O法
人
「
に

い
は
る
こ
ど
も
文
化
塾
」
の
運
営
す
る

「
民
話
と
紙
芝
居
の
家
」
が
常
設
さ
れ
、

現
在
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
地
域
の
民
話
・

紙
芝
居
約
六
百
三
十
巻
を
活
用
し
た
民
話

の
伝
承
・
語
り
、
覗
き
か
ら
く
り
や
紙
芝

居
が
上
演
さ
れ
て
い
る
。

一一

3
セ
ク
と
N
P
Oが
協
働

ま
ん
て
ん
星
の
湯
完
成
に
先
立
ち
、
こ

の
公
園
の
管
理
と
活
用
を
通
じ
て
猿
ヶ
京

温
泉
地
区
を
活
性
化
さ
せ
、
新
治
村
の
振

興
を
実
現
す
る
た
め
の
株
式
会
社
「
猿
ケ

京
温
泉
夢
未
来
(
第
三
セ
ク
タ
ー
ド
リ

ー
ム
ア
ン
ド
フ
ュ

l
チ
ャ

l
(
D
&
F
)
)
」

が
設
立
さ
れ
た
。

こ
の

D
&
F
は
、
猿
ヶ
京
温
泉
地
域
活

性
化
や
、
地
域
の
温
泉
旅
館
や
民
宿
へ
の

顧
客
獲
得
(
集
客
)
の
た
め
の
機
会
を
提

供
し
て
い
く
長
期
的
な
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の

事
業
を
計
画

・
実
施
し
て
い
る
。
同
時
に
、

N
P
O法
人
の
取
り
組
み
と
し
て
、
村
民

が
企
画
し
た
「
で
ん
で
こ
座
三
国
館
」
で

の
地
域
文
化
交
流
事
業
を
支
援
す
る
こ
と

で
、
農
村
文
化
に
よ
る
新
た
な
地
域
お
こ

し
を
進
め
て
い
こ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
広
が
る
子
ど
も
た
ち
の
活
動
範
囲

N
P
O
に
い
は
る
こ
ど
も
文
化
塾
の
結

成
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
行
わ
れ
て
き
た
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
民
話
の
語
り
や
紙
芝
居

上
演
活
動
が
活
発
に
な

っ
た
。
さ
ら
に
子
ど
も

た
ち
の
活
動
の
範
囲
を

広
げ
、
猿
ヶ
京
地
域
の

民
話
を
題
材
に
し
た
子

ど
も
た
ち
に
よ
る
ミ
ュ

ー
ジ
カ
ル

「
て
じ
」
を

上
演
し
た
。

ま
た
、
で
ん
で
こ
座

三
国
太
鼓
集
団
が
結
成

さ
れ
、

三
国
館
を
練
習

の
場
と
し
て
活
用
し
、

子
ど
も
た
ち
の
活
発
な

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
の
機

会
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
、

D
&
F
の
企
画
に
よ
り
、
猿

ケ
京
の
温
泉
旅
館
・
民
宿
各
館
協
働
に
よ

る
大
衆
演
劇
が
長
期
上
演
さ
れ
、
芝
居
、

映
画
を
楽
し
め
る
猿
ヶ
京
a

つ
く
り
が
若
女

将
た
ち
の
手
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。

で
ん
で
こ
座
三
国
館
の
開
設
は
、
市
民
活

動
と
し
て
蓄
積
さ
れ
て
き
た
地
域
の
民
話

伝
承
活
動
を
、
大
き
な
「
文
化
事
つ
く
り
」

「地
域
づ
く
り
」
に
ま
で
広
げ
つ
つ
あ
る
。

=
首
都
圏
シ
ニ
ア
対
象
に

=
ホ
ス
テ
ル
事
業
を
計
画

三
国
館
を
活
用
し
た
新
し
い
事
業
も
予

定
さ
れ
て
い
る
。
農
村
の
文
化
資
源
、
観

光
資
源
を
有
機
的
に
提
携
さ
せ
、
首
都
圏

シ
ニ
ア
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
た
三
泊
程

度
の
連
泊
を
実
現
さ
せ
る
、

シ
ニ
ア
温
泉
ホ
ス
テ
ル
事

業
で
あ
る
。
学
習
観
光
の

で
き
る
、
大
衆
長
寿
時
代

の
新
し
い
温
泉
リ
ゾ
ー
ト

地
と
し
て
の
地
域
振
興
を

目
指
し
て
お
り
、
是
非
多

く
の
皆
さ
ん
に
上
越
国
境

の
大
自
然
の
中
に
あ
る
新

治
村
の
素
朴
な
農
村
文
化

や
食
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、

ゆ
っ
た
り
と
し
た
温
泉
で

本
当
の
豊
か
さ
を
味
わ
っ

て
ほ
し
い
と
思
う
。

afJ 
子どもたちによる民話の語り
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愛
媛
県
令
治
市

旬
の
有
機
食
材
で
安
全
給
食

ー

l
主
食
以
外
に
豆
腐
・
パ
ン
も
自
給

安
心
で
き
る
ま
ち
ゃつ
く
り

「
い
た
だ
き
ま

l
す
」
子
供
た
ち
が
笑
顔
で
給
食
を
ほ

お
ば
り
始
め
る
と
、
先
生
や
栄
養
士
さ
ん
か
ら
の
説
明
が

始
ま
る
。

「
今
日
の
給
食
の
う
ち
、
ニ
ン
ジ
ン
と
玉
ネ
ギ
と
里
イ

モ
は
皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
立
花
地
区
で
採
れ
た
有
機
野

菜
で
す
」
「
今
日
の
料
理
は
、
今
治
の
郷
土
料
理
の
セ
ン

ザ
ン
キ
と
イ
ギ
ス
豆
腐
で
す
」

今
治
市
の
学
校
給
食
は
「
お
い
し
い
」
と
評
判
で
、
食

べ
残
す
子
ど
も
は
ほ
と
ん
ど
い
な
い
。

今
治
市
で
は
、
昭
和
三
十
九
年
に
建
設
さ
れ
た
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
(
二
十
四
小
中
学
校
、

二
万

一
千
食
)
の
老

朽
化
に
伴
い
自
校
調
理
場
方
式
の
導
入
を
決
め
、
五
十
八

年
よ
り
順
次
自
校
方
式
の
調
理
場
を
整
備
し
、
平
成
十
二

年
に

一
応
の
整
備
を
完
了
し
た
。

現
在
は
、
十
二
の
調
理
場
と

一
つ
の
共
同
調
理
場
に
よ

り
約

一
万
千
三
百
食
の
給
食
が
調
理
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
自
校
式
調
理
場
の
給
食
を
始
め
た
二
十
年
前
か

ら
、
「
子
や
孫
に
自
分
た
ち
の
作
っ
た
安
全
で
新
鮮
な
農

産
物
を
食
べ
さ
せ
た
い
」
と
い
う
立
花
地
区
の
農
家
の
グ

ル
ー
プ
の
要
望
に
応
え
、
学
校
給
食
の
食
材
に
地
元
産
の

今
治
市
産
業
部
農
水
港
湾
局
農
林
水
産
課

地
産
地
消
推
進
室
長
・
農
業
係
長

.

安
井

農
産
物
を
優
先
的
に
使
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
ま
ず

今
治
産
の
食
材
、
な
け
れ
ば
近
隣

・
県
内
産
、
そ
れ
が
な

け
れ
ば
四
国
内
、
国
産
と
い
う
よ
う
に
地
元
に
近
い
と
こ

ろ
か
ら
食
材
を
調
達
し
て
い
る
。

・

ム

立
花
地
区
の
取
り
組
み

さ
ら
に
、
立
花
地
区
に
お
い
て
は
、
同
年
よ
り
有
機
農

産
物
の
導
入
を
開
始
し
、
そ
の
取
り
組
み
は
、
現
在
、
小

学
校
四
校
、
中
学
校

一
校
の
合
わ
せ
て
千
七
百
七
十
食
あ

ま
り
に
拡
大
、
市
全
体
の

一
五
・
六
%
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
旬
の
野
菜
を
中
心
に
行
わ
れ
て
お

り
、
有
機
野
菜
の
導
入
率
は
約
六
O
%
(
重
量
比
)
に
至

っ
て
い
る
。

平
成
十
三
年、

J
A
S
法
に
よ
る
有
機
認
証
制
度
が
始

ま
る
と
、
立
花
地
区
の
学
校
給
食
野
菜
の
生
産
者
た
ち
は

い
ち
早
く
こ
の
認
証
を
取
得
し
た
た
め
、
今
治
市
は
、

「
J
A
S
の
認
証
を
受
け
た
有
機
野
菜
を
学
校
給
食
に
導

入
し
て
い
る
ま
ち
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

今
後
は
、
立
花
地
区
以
外
に
も
有
機
野
菜
の
導
入
を
広

げ
る
た
め
に
、
各
調
理
場
の
校
区
単
位
に
「
学
校
給
食
懇

談
会
」
を
設
置
し
、
有
機
野
菜
の
生
産
グ
ル
ー
プ
作
り
を

行
う
よ
う
農
家
や

P
T
A
へ
の
働
き
掛
け
を
進
め
、
安
全

な
食
材
の
「
校
区
内
生
産
・
校
区
内
消
費
」
を
進
め
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

ヱ

滅
農
薬
米
へ
切
り
替
え

ま
た
、
昭
和
六
十
三
年
三
月
に
は
、
市
議
会
に
お
い
て

「
食
糧
の
安
全
性
と
安
定
供
給
体
勢
を
確
立
す
る
都
市
宣

言
」
が
採
択
さ
れ
、
以
来
、
こ
の
宣
言
に
基
づ
き
、
安
全

な
食
べ
物
の
生
産
を
進
め
、
学
校
給
食
な
ど
の
充
実
を
図

る
こ
と
に
よ
り
、
食
べ
物
と
農
業
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

地
域
農
業
の
振
興
と
健
康
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
。

孝
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すが
べ 二 現
て回在
地では
元あ
産る週
のが五
減 、回
農平の
薬成給
米十食
に ー の
切年内
り四
替月米

l約す数要 促薬消牒併のの健え よ 飯
x.'量な米進農費薬せ向安康、りが

)干要は減飯し法拡米て上全増児こ 三
」 ー 税約農給ての大の地を性進童の回
受へ培百薬食い普 、P 元図と、生ご、
.J..'fク面ト米にる及減 R 産 h 品給徒飯パ
ペタ積ンの必 。を農と減ソ、質食のをン

学校給食用滅農薬米栽培固と告知看板
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こ
の
お
米
は
、
玄
米
で
保
管
し
、
月
に
三
回
精
米
し
て
各

調
理
場
に
配
達
し
て
い
る
た
め
、
「
っ
き
た
て
」
、
「
炊
き

た
て
」
の
ご
飯
が
給
食
に
出
さ
れ
、
「
家
の
ご
飯
よ
り
お

い
し
い
」
と
言
っ
て
く
れ
る
子
供
た
ち
も
い
る
。

市
は
、
減
農
薬
米
の
栽
培
に
際
し
、
必
要
な
助
成
措
置

を
講
じ
て
い
る
ほ
か
、
農
協
は
、
幹
線
道
路
沿
い
の
減
農

薬
米
栽
培
ほ
場
に
事
業
の
概
要
を
明
記
し
た
看
板
を
設
置

し、

P
R
に
努
め
て
い
る
。

ま
た
、
パ
ン
に
つ
い
て
も
平
成
十
三
年
度
か
ら
今
治
で

生
産
さ
れ
た
ニ
シ
ノ
カ
オ
リ
と
い
う
品
種
の
パ
ン
用
小
麦

で
作
っ
た
パ
ン
の
供
給
を
始
め
た
。

十
三
年
度
は

一
・
二
へ

l
i
l
i
--
i
li
!
i

ク
タ
l
ル
栽
培
し
て
子
供

一

・

圃
置

司

一
人
当
た
り
四
・

三
回

罫
峰

.

‘

4
1
r

分
、
十
四
年
度
は
三
ヘ
ク

臨
闘
・
・
・
圃
・
・
-
m
h
b

臨臨圃・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
V
均

l

i

丸
、

タ
ー
ル
の
栽
培
で
約

一
・
箇
-
圃
・
・
・
園
・
圃
聞

'q

五
ヵ
月
分
、
十
五
年
度
は
圃
・
圃
圃
圃
・
固
・
・
圃
・

七
ヘ
ク
タ
ー
ル
作
付
け
て

選

E・
E・
-
・
調
置

い
る
の
で
四
ヵ
月
分
の
パ
歯
・
・
・
・

3
堅
固

ン
が
供
給
で
き
る
見
込
み

鶴
田
・

・

・

・

圃

曹
人一

で
あ
る
。

加
工
食
品
に
つ
い
て
も
、
今
治
産
の
大
豆
を
使
っ
た
豆

腐
や
み
そ
の
生
産
を
行
い
、
学
校
給
食
へ
の
供
給
を
始
め

て
お
り
、
パ
ン
屋
さ
ん
、
豆
腐
屋
さ
ん
、
み
そ
屋
さ
ん
な

ど
、
ま
た
市
場
や
商
庖
と
連
携
し
て
、
地
域
の
農
産
物
を

愛
用
し
、
今
治
に
お
け
る
生
産
と
地
域
内
自
給
の
向
上
を

図
っ
て
い
る
。

食
器
に
つ
い
て
は
、
環
境
ホ
ル
モ
ン
な
ど
の
問
題
を
考

慮
し
、
十
二
年
四
月
よ
り
全
小
中
学
校
で
ス
テ
ン
レ
ス
へ

の
切
り
替
え
を
完
了
。
ま
た
、
使
用
す
る
洗
剤
は
食
器
に

-..池宮「べ~"'r:…一 ;:J J 
避こ供地 ま ヤり ・・凪盤孟みよ2九叫引火硲 j 直て 影 え宮性は
けとの域郷なまレ、 園陸型越訴7 院議到 す農学響 一 . た調合中
手 、嫌食土工たン学 園・・陸議室謹註渇ぷ雅弘二併問 こ業校を方 I 。理成性
作多い材色夫、ジ校 ・F喝麟私語iぺ伊省 とを給与で て「 場洗の
まの豊を栄し農 '曹¥'可動量得手γ 川吉宮 は通食え、同 に剤粉

給目野活か凝養て園 { 場 長率 〉語除~.'4fIr人組菌 、しをて学時 おが石
食の菜用なら士いで ト ω'~<.;li調「 て通い校に い使け
に献を率献しさる有 1， .. 1';.ι三五一一正之議譲詞 医食しる給食 てわん
努立使の立てん 。機 学校給食 (常盤小学校) (べて 。食教 合れを
めをつ高をいの認 健物食は育 成て使
る工たい供る協証 墜のべ子を 洗い用
こ夫お献給 。力 を食校育市 とす業う結 安物 供蝉 剤た
とすい立す を 取材農のでこにるかとび・全や た翠 かが調
、るしをる 得 得を園推はうっこらとつ食性農 ち理 ら、理
偏こい工こ て す蛤で進よしなと生もけ・や業 の せ十機
食と献夫と 献 を食採にりたがの命にて空時を 教 つ 三 械
を、立す、 主L '-ドれ取 ー こっ尊を、考 見 育 け年に
ま加をる旬 に といたり層とてさ育食えを句直 に ん四は
く 工 聞こを も な供鈍組のかくをみべる総をす も へ月液
す食発と考 さ ど給農み食らる学大物力合見、 大 切よ体
た品す、え ま にし薬、農、 。ぶ切とを的っそ き りりの
めをる子て ざ チたの学教本 こに農養にめし な 換別中

切
り
方
や
調
理
を
工
夫
し
て
い
る
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
や
問
題
点
も
生
じ
て
い
る
。

有
機
野
菜
は
、
安
全
で
栄
養
が
あ
り
新
鮮
で
美
味
し
い

旬
の
も
の
が
食
べ
ら
れ
る
反
面
、
下
調
理
に
手
聞
が
か
か

る
。
大
き
き
ゃ
品
質
の
不
揃
い
、
品
不
足
、
葉
菜
類
の
傷

み
や
虫
の
問
題
な
ど
が
あ
り

一
つ
ひ
と
つ
手
作
業
で
調
理

す
る
苦
労
が
多
く
な
る
。

ま
た
、
食
材
の
充
実
は
、

コ
ス
ト
に
跳
ね
返
る
。
現
在

一
食
あ
た
り
中
学
校
二
百
四
十
円
、
小
学
校
二
百
十
円
の

給
食
費
の
中
で
ど
う
い
っ
た
工
夫
が
で
き
る
か
が
課
題
で

あ
る
。

・

ム

病
院
保
健
施
設
に
も
拡
大
へ

今
後
は
、
給
食
を
食
べ
る
児
童
生
徒
、
そ
し
て
P
T
A

の
皆
さ
ん
に
今
治
市
の
学
校
給
食
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

て
い
た
だ
き
、
こ
の
取
り
組
み
を
単
に
給
食
だ
け
の
取
り

組
み
に
終
わ
ら
せ
ず
、
病
院
や
老
人
保
健
施
設
、
町
の
食

堂
や
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
至
る
ま
で
、
市
民
全
体
の
地
産

地
消
推
進
運
動
と
し
て
広
げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。地
産
地
消
は
、
単
に
地
元
で
生
産
さ
れ
た
も
の
を
地
元

で
消
費
す
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
生
産
物
は
「
安
全
」
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
、
地
産
地
消
を
新
し
い

ロ
ー
カ
ル
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
創
出
に
つ
な
が
け
て
い
く
こ
と
、

旬
産
旬
食
で
輸
入
農
産
物
に
対
抗
し
、
地
域
農
業
の
振
興

を
図
り
、
地
域
内
自
給
率
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で

諸説Sω

あ
る
。
「ご
ち
そ
う
さ
ま
」

片
づ
け
を
始
め
る
子
供
た
ち
は
、
皆
給
食
を
残
さ
ず
平

ら
げ
、
お
腹

一
杯
で
満
足
げ
に
笑
っ
て
い
る
。
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。
福
岡
県
北
九
州
市

lg 
警が
蒔協
;;力
返し
iz・『

広ま
車ち
でか
愛ど
事救
置 ... 
「回目

士..... 

安
心
で
き
る
ま
ち
。
つ
く
り

北
九
州
市
は
、
福
岡
県
の
北
東
部
に
位
置
し
、
人
口
約

百
万
人
、
世
帯
数
約
四
十
二
万
世
帯
、
面
積
は
約
四
百
八

十
五
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
北
は
玄
海
灘
、
東
は
周
防
灘

に
接
し
た
、
全
国
有
数
の
カ
ル
ス
ト
台
地
で
あ
る
平
尾
台

を
有
し
て
お
り
、
自
然
豊
か
な
政
令
指
定
都
市
で
あ
る
。

本
市
は
昭
和
三
十
八
年
、
地
方
自
治
の
歴
史
で
は
唯

一

の
五
市
対
等
合
併
で
誕
生
し
、
今
年
で
市
制
四
十
周
年
を

迎
え
、
「
北
九
州
市
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
構
想
」
の
も
と
、
水

辺
と
緑
と
ふ
れ
あ
い
の
"
国
際
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
都
市
“
を

目
指
し
取
り
組
ん
で
い
る
。

・

ム

ま
ち
か
ど
救
命
士
が
応
急
手
当

市
で
は
、
平
成
十
三
年
か
ら
福
岡
県
石
油
商
業
組
合
北

九
州
支
部
の
協
力
に
よ
り
、
「
ま
ち
か
ど
救
命
士
」
事
業

を
開
始
し
た
。
こ
の
事
業
の
目
的
は
、
市
民
や
旅
行
者
が

不
慮
の
事
故
で
ケ
ガ
や
急
病
に
見
舞
わ
れ
た
と
き
に
、
身

近
な
場
所
に
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
、
市
内

の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド

(
G
S
)
で
働
く
人
に
応
急
手
当

の
技
術
を
学
ん
で
も
ら
い
、
そ
の
人
を
「
ま
ち
か
ど
救
命

士
」
に
任
命
し
、
傷
病
者
の
応
急
手
当
や

一一

九
番
通
報

p

北
九
州
市
消
防
局
警
防
部
救
急
救
助
課

-

整

忠

係

・

山
本
朋
典

を
実
施
し
て
も
ら
う
も
の
で
あ
る
。

本
事
業
の
目
的
を
ス
ム
ー
ズ
に
達
成
す
る
に
は
、
い
つ

で
も
、
ど
こ
で
も
す
ば
や
く
助
け
を
求
め
る
こ
と
が
で

き
る
協
力
者
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
を
満
た
す
も

の
と
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
が
も
っ
と
も

有
力
視
さ
れ
た
。

そ
こ
で
、
同
組
合
北
九
州
支
部
に
協
力
を

求
め
た
と
こ
ろ
、
「
業
界
と
し
て
も
、
以
前

か
ら
営
業
活
動
を
行
っ
て
い
る
地
元
に
対
し

て
、
何
ら
か
の
形
で
貢
献
し
た
い
と
の
思
い

が
あ
り
、
ぜ
ひ
協
力
さ
せ
て
ほ
し
い
」
と
の
有

1
3
8・
選
句
・
積
院
絹
品
川
・

S
-
s・溢

北九州市書冊・・掴同.a滴鷹揖組8:&九州lI:・
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り
難
い
返
事
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。

協
力
先
が
決
ま
っ
た
と
こ
ろ
で
次
の
ス
テ
ッ
プ
は
、
応

急
手
当
を
実
施
す
る
に
あ
た
り
必
要
と
な
る
技
術
を
習
得

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
最
低

で
も
三
時
間
の
講
習
を
受
講
し
て
い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
そ
の
多
く
が
余
剰
人
員

が
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
中
か
ら

一
人
で
も
欠
け
る

と
い
う
こ
と
は
、
か
な
り
の
負
担
と
な
る
。

し
か
し
、
各
事
業
所
の
絶
大
な
る
理
解
を
得
て
、
全
三

回
の
養
成
講
習
を
行
っ
た
結
果
、
百
十
二
人
の
「
ま
ち
か

ど
救
命
士
」
を
養
成
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
、
本
市
は
「
応
急
手
当
の
普
及
啓
発
」
に
以
前
か

ら
力
を
入
れ
て
お
り
、
平
成
六
年
度
か
ら
平
成
十
三
年

V

度
末
ま
で
に
、
約
十

一
万
五
千
人
の
市
民
に
対
し

-
9
一
一

て
救
命
講
習
会
を
実
施
し
て
き
た
。
そ

圃

d
W
2

の
結
果
「
ま
ち
か
ど
救
命
士
」
の
養
成

a

S
万
一

講
習
を
新
た
に
受
講
し
な
く
て
も
十
分

V
A

置

の

一

な
技
術
を
習
得
し
た
方
も
い
た
た
め
、

駅

国

サ

一

そ
の
方
々
も
含
め
て
ま
ち
か
ど
救
命
士

、

h
崎

と

し

て

任

命

し

た

。

‘
.
曹
司
ま
ち
か
ど
救
命
士
の
養
成
が
終
了
し
た
と
こ

司
ろ
で
、
い
よ
い
よ
事
業
の
開
始
で
あ
る
。

ま
ち
か
ど
救
命
士
が
い
る
事
業
所
を
「
ま
ち
か
ど
救
命

士
の
い
る
庖
」
と
し
て
、
シ
ン
ボ
ル
ス
テ

ッ
カ
ー
な
ど
を

配
布
・
掲
示
し
、
約
二
百
二
十
庖
舗
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

ヱ1
年
半
で
斜
件
の
活
動
事
例

開
始
後
数
ヵ
月
は
目
立
っ
た
成
果
が
表
れ
な
か
っ
た

が、

P
R
活
動
を
粘
り
強
く
続
け
た
結
果
、
約
半
年
を
経

過
し
た
こ
ろ
か
ら
徐
々
に
成
果
が
表
れ
始
め
、
事
業
開
始

~品同也 2003・5月号



か
ら
現
在
ま
で
の

一
年
半
を
経
過
し
た
時
点
で
三
十
四
件

の
活
動
事
例
の
報
告
が
挙
が
っ
て
い
る
。

顕
著
な
奏
功
事
例
と
し
て
は
、

①
交
差
点
付
近
で
発
生

し
た
交
通
事
故
を
目
撃
し
た
ま
ち
か
ど
救
命
士
が
駆
け
つ

け
、
安
全
管
理
を
行
い
な
が
ら
傷
病
者
の
搬
送
及
び
観
察
、

二

九
番
通
報
を
行
っ
た
②
走
行
中
の
車
両
の
同
乗
者
が

け
い
れ
ん
発
作
を
起
こ
し
、
運
転
者
が
あ
わ
て
て
ガ
ソ
リ

ン
ス
タ
ン
ド
に
駆
け
込
ん
だ
と
こ
ろ
、
ま
ち
か
ど
救
命
士

の
適
切
な
通
報
や
応
急
手
当
に
よ
り
、
無
事

一
命
を
取
り

留
め
た
、
な
ど
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。

・
ム

新
た
な
展
開

以
上
の
よ
う
に
「
ま
ち
か
ど
救
命
士
」
事
業
が
確
実
に

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
た
め
、
さ
ら
に
地
域
の
特

性
を
考
え
、
よ
り
き
め
細
か
な
事
業
の
実
施
が
望
ま
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
。

例
え
ば
、
多

く
の
観
光
客
や

行
楽
客
な
ど
が

/ 安心できるまちづくり特集

「まちかど救命士J発足式

訪
れ
る
平
尾
台
の
台
上
に
は
「
山
の
上
の
救
命
士
」
、
同

様
に
観
光
地
の
門
司
港
レ
ト
ロ
地
区
に
は
「
レ
ト
ロ
の
街

の
救
命
士
」
、
さ
ら
に
は
市
場
商
庖
街
の
庖
舗
で
、
消
防

団
員
に
よ
る
「
ま
ち
か
ど
救
命
士
」
な
ど
を
逐
次
拡
大
し
、

き
め
細
か
な
対
応
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
本
事
業
の
問
題
点
と
し
て
は
、

①
従
業
員
の
入

れ
替
わ
り
に
よ
り
ま
ち
か
ど
救
命
士
が
減
少
す
る
た
め
、

今
後
も
養
成
を
図
る
必
要
が
あ
る
②
定
期
的
に
知
識
や
技

能
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
を
図
る
③
ま
だ
ま
だ
市
民
や
観
光

客
の
認
知
度
は
低
く
、
さ
ら
な
る

P
R
活
動
が
必
要
で
あ

る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。

-T十「
あ
か
き
ゅ
う
」
制
度

北
九
州
市
で
は
、
市
民
か
ら
の
要
請
事
案
に
対
し
て
、

救
急
車
を
出
動
さ
せ
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
、
必
要
な
場
合

は
消
防
車
も
出
動
さ
せ
て
い
る
。

消
防
車
が
救
急
出
動
を
す
る
理
由
を
説
明
す
る
前
に
、

制
度
導
入
に
至
る
背
景
と
し
て
、
以
下
の
二
点
に
触
れ
て

お
き
た
い
。

「あかき ゅう」出動風景

一
つ
が
応
急
手
当
の
重
要

性
と
必
要
性
。
一
一

九
番
通

報
か
ら
、
救
急
車
が
現
場
に

到
着
す
る
ま
で
に
要
す
る
時

間
は
、
全
国
平
均
で
約
六
分
、

北
九
州
市
で
は
約
五
分
。
と

こ
ろ
が
、
脳
は
酸
素
の
欠
乏

に
非
常
に
弱
く
、
耐
え
ら
れ

る
の
は
約
三
1
四
分
で
、
そ

れ
以
降
は
重
大
な
ダ
メ
ー
ジ

を
負
、
っ
。

そ
こ
で
救
急
車
が
到
着
す
る
ま
で
の
五
分
間
に
応
急
手

当
が
行
わ
れ
る
か
ど
う
か
が
鍵
と
な
り
、
傷
病
者
の
生
死

や
予
後
を
決
定
す
る
こ
と
と
な
る
。

二
つ
目
が
救
急
件
数
の
増
加
。
北
九
州
市
に
お
け
る
救

急
出
動
件
数
は
増
加
の

一
途
を
た
ど
り
、
平
成
十
四
年
中

に
お
け
る
救
急
出
動
件
数
は
約
四
万

一
千
件
と
な
っ
た
。

こ
の
救
急
件
数
の
増
加
に
よ
り
、
救
急
車
の
現
場
到
着
が

遅
れ
る
と
い
う
事
態
が
懸
念
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

以
上
の
よ
う
に
、
救
急
事
案
に
よ
っ
て
は
、
発
生
時
か

ら
数
分
間
の
う
ち
に
蘇
生
処
置
が
行
わ
れ
な
い
と
、
助
か

る
可
能
性
が
低
く
な
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
救
急
件
数
の

増
加
に
よ
り
救
急
隊
の
到
着
が
遅
れ
、
早
期
の
蘇
生
処
置

が
実
施
で
き
な
い
事
案
が
出
て
き
た
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
救
急
隊
が
現
場
に
到
着
す
る
ま
で
に
時
間
を

要
す
る
場
合
、
消
防
隊
を
先
行
さ
せ
て
蘇
生
処
置
を
実
施

す
る
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
本
市
の

消
防
職
員
は
消
防
隊
と
し
て
勤
務
し
て
い
る
も
の
も
含
め

て
九

O
%
以
上
の
職
員
が
救
急
隊
員
資
格
を
有
し
て
お

り
、
ま
た
救
急
隊
数
十
九
隊
に
対
し
て
消
防
隊
は
三
十
七

隊
あ
り
、
よ
り
高
い
密
度
で
配
置
さ
れ
て
い
る
。

本
制
度
は
平
成
十
年
か
ら
開
始
し
て
お
り
、
十
四
年
中

に
お
け
る
出
動
件
数
は
約
千
二
百
件
に
も
上
る
よ
う
に
な

り
、
奏
功
例
も
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
て
、
所
期
の
目

的
・
効
果
は
十
分
に
得
ら
れ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

以
上
、
北
九
州
市
が
取
り
組
む
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し

た
。
こ
れ
は
事
業
の
中
の
ほ
ん
の

一
例
で
あ
り
市
民
の
理

解
と
協
力
が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
あ
る
。

今
後
も
市
民
と

一
体
と
な
り
こ
れ
ら
の
事
業
で
得
た
経

験
を
生
か
し
、
さ
ら
に
安
全
で
安
心
な
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
た
事
業
を
進
め
て
い
き
た
い
。
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つ
な
げ
よ
う
!

ま
ち
と
む
ら
の
共
生
の
輪

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
は
二
月
十
二
日
、
東
京
の
有
楽
町
朝
日
ホ

l
ル
で

「
平
成

M
年
度
地
域
活
性
化
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
た
。
総
務
省
、
朝
日
・
毎

日
・
読
売
・
日
経
・
産
経
の
各
新
聞
社
の
後
援
を
受
け
「
つ
な
げ
よ
う
!
ま
ち

と
む
ら
の
共
生
の
輪
|
都
市
と
農
山
漁
村
の
共
生
・
対
流
促
進
に
よ
る
地
域
づ
く

り
を
考
え
る
|
」
と
題
し
た
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
行
政
関
係
者
、

一
般
市
民
ら

約
五
百
三
十
人
が
参
加
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、
当
セ
ン
タ
ー
牧
之
内
常
務
理
事
が
「
こ
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、

都
市
と
農
山
漁
村
双
方
の
ニ

l
ズ
を
い
か
に
マ
ッ
チ
ン
グ
さ
せ
て
い
く
の
か
、
講

師
や
パ
ネ
ラ
l
と

一
緒
に
考
え
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
っ
し
た
。

「
本
物
の
賀
沢
」

部
で
は
、
女
優
で
農
政
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
浜
美
枝
氏
と
側
総
合
市
場
研
究

所
代
表
取
締
役
の
渡
辺
均
氏
が
「
む
ら
に

あ
る
モ
ノ
、
ま
ち
に
な
い
モ
ノ
」
と
題
し

て
基
調
対
談
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
渡
辺
氏
の
方
か
ら
①
農
山
漁
村

に
あ
る
も
の
は
何
な
の
か
②
都
市
と
農
山

漁
村
間
で
、
人
や
モ
ノ
、
情
報
の
行
き
交

い
を
ど
の
よ
う
に
促
し
て
い
く
の
か
に
つ

い
て
問
題
提
起
が
な
さ
れ
た
。

第

こ
れ
に
対
し
、
浜
氏

は
「
地
方
で
も
都
市

化
と
無
縁
で
は
な
い
-

が
、
そ
れ
で
も
田
舎
4

に
は
豊
か
な
自
然
を

は
じ
め
、
そ
の
土
地
独

自
の
風
習
や
食
文
化
、
景
観
が

残
さ
れ
て
い
る
」
と
述
べ
、
こ
れ
ま
で
ロ

ケ
な
ど
で
全
国
を
旅
し
た
時
に
目
に
し
た

「
初
夏
の
風
に
青
々
と
稲
穂
が
な
び
く
水

田
」
や
「
晩
秋
の
庭
先
に

一
つ
だ
け
残
る

柿
の
実
」
な
ど
の
情
景
を
感
慨
深
く
語
り
、

地
域
資
源
の
再
評
価
を
訴
え
た
。
そ
し
て
、

相
互
の
行
き
交
い
を
促
す
手
法
と
し
て
は

「
ア
グ
リ
カ
ル
チ
ャ
ー
-
グ
リ
ー
ン
ツ

l

リ
ズ
ム
に
期
待
を
寄
せ
て
い
る
」
と
述
べ
、

農
山
漁
村
に
お
け
る
宿
泊
体
験
事
業
を
紹

介
し
た
。

そ
し
て
、
自
身
も
農
村
生
活
を
実
践
し

た
経
験
を
踏
ま
え
、
「
受
け
入
れ
側
の
農

家
は
、
特
別
な
も
て
な
し
で
は
な
く
、
昔

な
が
ら
の
田
舎
料
理
を
ふ
る
ま
う
。
地
元

で
採
れ
た
食
材
の
よ
さ
を
最
大
限
活

か
し
た
料
理
は
、
農
家
に
と
っ

て
は
当
り
前
で
も
、
都
市
側

か
ら
見
れ
ば
、
こ
れ
こ
そ
が

本
物
の
ぜ
い
た
く
だ
」
と
語

っ
た
。

浜美枝氏

終験「済住
わ学農効民に
ら習実果と許
せでのにのレ
なも宿つ交捕さ
、一 泊い 7.iIL倣っ
た過事てを望し
め性 32舌 通比ナー
に皇モ友じ同浜
同警本円喜埜号
例~-一一- m発
え ーーーーーー 言

ば
宿
泊
費
や
特
産
品
販
売
な
ど
、

一
定
の

利
益
を
獲
得
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
だ
」

と
論
じ
た
。

そ
し
て
、
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
に
関

す
る
取
り
組
み
が
全
国
各
地
で
活
発
に
展

開
さ
れ
て
い
る
今
日
、
こ
う
し
た
活
動
の

ポ
イ
ン
ト
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
ゃ

あ
つ
れ
き

札
牒
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
地
元

の
歴
史
や
文
化
、
伝
統
に
培
わ
れ
た
食
の

あ
り
方
な
ど
を
再
度
見
つ
め
な
お
し
、
ま

ず
は
「
変
わ
ろ
う
」
と
い
う
気
持
ち
で
活

動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
ま
と

め
た
。安

心
院
町
・
和
田
町
の
取
り
組
み

続
く
第
二
部
で
は
、
事
例
発
表
二
件
に

続
き
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。
事
例
発
表
で
は
ま
ず
、
大
分
県

安
心
院
町
グ
リ
ー
ン
ツ

1
リ
ズ
ム
推
進
係

長
の
河
野
洋

一
氏
が
「
会
員
制
農
村
民
泊

事
業
に
つ
い
て
」
と
題
し
て
発
表
を
行
っ

た
。こ

の
事
業
は
、
過
疎
、
高
齢
化
問
題
を

抱
え
た
ま
ち
で
、
ど
の
よ

渡辺均氏

う
に
農
業
・
農
村
を

守
っ
て
い
く
の
か
、

地
域
の
活
性
化
に
つ

な
げ
て
い
く
の
か
と

ぃ
、
つ
ヒ
ン
ト
を
グ
リ

ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
に
求
め
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. 地域活性化フォーラム

た
も
の
で
観
光
業
と
し
て
始
め
た
も
の
で

は
な
い
こ
と
、
受
け
入
れ
に
当
た
っ
て
は
、

旅
館
業
法
や
消
防
法
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
法

規
制
が
あ
り
、
対
策
に
苦
慮
し
た
こ
と
な

ど
を
紹
介
し
た
。
そ
し
て
、
「
農
泊
は
農

家
の
生
活
に
入
り
こ
ん
で

一
緒
に
生
活
す

る
も
の
で
、
民
宿
と
異
な
り
家
族
と
の
触

れ
合
い
が
あ
る
。
農
村
の
生
活
を
そ
の
ま

ま
提
供
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ
り
、
こ
の

点
が
都
市
住
民
の
ニ

l
ズ
で
あ
る
こ
と
に

地
域
住
民
も
気
付
き
始
め
た
」
と
語
っ
た
。

次
に
千
葉
県
和
田
町
企
画

謀
長
の
北
見
和
美
氏
が
「
ネ

イ
チ
ャ

l
ス
ク
ー
ル
わ
く
わ

く
W
A
D
A
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
、
廃
校
を
活
用
し
た

体
験
交
流
事
業
を
紹
介
し

た
。
事
業
の
特
徴
と
し
て
、

社
会
人
向
け
の
事
業
で
あ
る

こ
と
、
施
設
は
廃
校
を
活
用

し
た
こ
と
、
ス
ク
ー
ル
の
述

営
や
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作

成
に
つ
い
て
は
、
専
門
知
識

を
有
す
る
東
京
の

N
P
Oと

の
協
働
に
よ
り
実
施
し
て
い

る
こ
と
な
ど
を
挙
げ
「
単
な

る
体
験
観
光
や
物
見
遊
山
、

グ
ル
メ
と
は
違
っ
て
、
質
の

高
い
参
加
者
が
増
え
て
い

る
」
と
語
っ
た
。
今
後
の
課

題
と
し
て
は
、
地
元
で

N
P
Oを
立
ち
上

げ
て
受
入
体
制
の
充
実
を
図
る
こ
と
、
イ

ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
の
公
募
と
養
成
な
ど
を

挙
げ
、
さ
ら
に
マ
ス
を
求
め
る
こ
と
に
よ

る
活
性
化
の
観
点
か
ら
修
学
旅
行
や

一
般

旅
行
者
の
受
け
入
れ
も
視
野
に
入
れ
て
い

る
と
話
し
た
。

地
燭
の
産
業
振
興
と
デ
ュ
ア
ル

ラ
イ
フ
の
実
現
に
向
け
て

こ
の
あ
と
渡
辺
均
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

タ
ー
と
し
、
福
井
県
今
立
町
長
の
辻
岡
俊

三
氏
、
チ
ル
ド
レ

ン
ズ
ミ
ュ

l
ジ
ア

ム
代
表
の
目
黒
実

氏
、
浜
美
枝
氏
、

事
例
発
表
の
二
人

を
交
え
て
「
地
域

の
産
業
振
興
と
デ

ユ
ア
ル
ラ
イ
フ
の

実
現
に
向
け
て
」

と
題
し
て
パ
ネ
ル

デ
イ
ス
カ
ツ
シ
ヨ

ン
を
行
っ
た
。

ま
ず
、
辻
岡
氏

が
東
京
港
区
の
廃

校
を
活
用
し
た
情

報
発
信
事
業
「
東

京
い
ま
だ
て
物

語
」
に
つ
い
て
、

越
前
和
紙
の
展
示

や
木
工
教
室
な
ど
、
そ
の
活
動
内
容
を
紹

介
し
た
。
そ
の
う
え
で
「
ま
ち
ぐ
る
み
で

地
域
の
特
性
を
活
か
し
て
活
性
化
を
図
っ

て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
述
べ
た
。

ま
た
、
費
用
対
効
果
や
継
続
的
な
実
施
の

観
点
か
ら
「
行
政
が
携
わ
る
部
分
は
少
な

く
す
べ
き
で
あ
る
」
と
話
し
た
。

目
黒
氏
は
、
イ
ベ
ン
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス

な
ど
の
経
験
を
踏
ま
え
て
「
ど
の
よ
う
な

事
業
に
し
て
も
企
画
立
案
に
際
し
て
は
、

実
際
に
利
用
す
る
人
の
ニ

l
ズ
や
考
え
方

を
充
分
に
理
解
し
、
前
例
に
と
ら
わ
れ
ず

自
ら
先
進
事
例
を
創
る
意
気
込
み
を
持
っ

て
望
ん
で
ほ
し
い
」
と
述
べ
、
山
口
県
須

佐
町
の

M
時
間
営
業
の
図
書
館
や
、
品
川

区
の
中
学
校
に
併
設
し
た
特
別
養
護
老
人

ホ
l
ム
な
ど
を
紹
介
し
た
。
ま
た
、
「
こ

れ
か
ら
は
行
政
と
民
間
が
ど
う
い
う
形
態

で
コ
ラ
ボ
レ

l
ト
す
る
の
か
考
え
る
こ
と

が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
、
市
民
参
加
よ
り

も
市
民
参
画
へ
」
と
協
働
の
重
要
性
を
論

じ
た
。
浜
氏
は
グ
リ
ー
ン
ツ

l
リ
ズ
ム
関
連
事

業
に
つ
い
て
、
経
済
効
果
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
事
例
を
見
る
と
明
ら
か
で
あ
り
、
マ
イ

ナ
ス
要
因
は
少
な
い
こ
と
、
活
動
に
あ
た

っ
て
は
女
性
の
果
た
す
役
割
が
大
き
い
こ

と
な
ど
を
説
明
し
、

「家
庭
で
女
性
が
培

っ
た
技
術
や
知
識
を
い
か
に
引
き
出
す
の

か
が
鍵
で
あ
り
、
グ
リ
ー
ン
ツ
!
リ
ズ
ム

は

一
軒、

一
軒
の
台
所
か
ら
ス
タ
ー
ト
す

る
」
と
語
っ
た
。

河
野
氏
は
、
安
心
院
町
の
活
動
の
方
向

性
に
つ
い
て
、
都
市
と
農
村
が
ゲ
ス
ト
対

ホ
ス
ト
で
は
な
く
対
等
で
あ
る
こ
と
、
互

い
に
無
い
も
の
を
学
び
合
い
、
補
完
し
あ

う
関
係
を
構
築
す
る
こ
と
、
農
業
農
村
の

保
全
の
観
点
か
ら
始
め
た
も
の
の
観
光
産

業
と
の
連
携
も
必
要
な
こ
と
を
挙
げ
「
農

村
に
住
む
こ
と
、
暮
ら
す
こ
と
、
生
ま
れ

た
こ
の
地
に
誇
り
を
も
て
る
よ
う
な
ま
ち

に
し
た
い
」
と
語
っ
た
。

北
見
氏
は
、
現
在
の
ネ
l
チ
ャ

l
ス
ク

ー
ル
に
つ
い
て
、
リ
ピ
ー
タ
l
が
多
い
こ

と
や
、
中
に
は
和
田
町
に
居
住
を
希
望
す

る
者
も
い
る
こ
と
を
挙
げ
、

「
こ
う
し
た

方
々
に
和
田
町
の
応
援
団
に
な
っ
て
も
ら

い
、
活
動
の
輸
を
さ
ら
に
広
げ
て
い
き
た

い
」
と
抱
負
を
語
っ
た
。

最
後
に
渡
辺
氏
が
全
員
の
意
見
を
ま
と

あ
つ
れ
き

め
「
い
ろ
い
ろ
な
札
際
が
あ
っ
て
も
、
ま

ず
は
第

一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
が
大
事
。

や
っ
て
み
る
と
意
外
に
簡
単
だ
っ
た
り
、

意
外
な
助
け
が
あ
る
こ
と
も
あ
る
。
札
蝶

が
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
手
応
え
が
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
そ
れ
が
推
進
力
に
な
る
」

と
締
め
く
く
っ
て
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
幕
を
閉

じ
た
。

伽
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
情
報
サ
ー
ビ
ス
課

副
参
事

・

山
辺
健
仁

2003・5月号 磁路ω33 
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住
民
の
意
思
を
反
映
し
た

効
率
的
な
地
方
行
政

=ュージーランド

• 調
査
先
/
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

一ユ
l
ジ
l

ラ
ン
ド
の
地
域
経
営

調
査
の
主
旨

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
は
、

一
九
八

0

年
代
に
大
規
模
な
行
財
政
改
革
が
行
わ
れ

た
。
八
九
年
か
ら
は
本
格
的
な
地
方
行
政

改
革
が
実
施
さ
れ
、
地
方
分
権
の
推
進
、

地
方
自
治
体
の
合
併
、
特
別
目
的
地
方
自

治
体
の
整
理
な
ど
が
実
施
さ
れ
た
。
特
別

目
的
地
方
自
治
体
の
整
理
と
は
、
そ
れ
ま

で
は
例
え
ば
水
道
や
港
湾
と
い
っ
た
特
定

の
業
務
を
担
当
す
る
機
関
も

一
つ
の
自
治

体
と
し
て
存
在
し
て
い
た
が
、
こ
れ
ら
の

業
務
は
問
。
柱
。

E
Z
V
E
n口
(
以
下
、
広

域
自
治
体
と
い
う
)
ま
た
は
巴

Z
Z
2

ε
E色
(
以
下
、
地
区
自
治
体
と
い
う
)

な
ど
に
移
管
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
が
消
滅
し

た
。
そ
の
結
果
、
八
九
年
に
は
七
四

一
を

数
え
た
自
治
体
の
数
が
、
九
六
年
に
は
九

二
に
減
ず
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
改
革
に
つ
い
て
は
、
当
時
か

ら
諸
外
国
の
注
目
を
浴
び
、
わ
が
国
に
お

い
て
も
こ
れ
ま
で
多
数
の
現
地
調
査
、
研

究
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
今
回
の
調
査

は
、
こ
れ
ら
の
改
革
を
経
て
、
現
在
、
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
ど
の
よ
う
に
地
域
経

営
が
実
践
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
観
点
か

ら
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。

地
方
制
度
の
概
要

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
、
人
口
約
三
百

九
十
万
人
、
面
積
約
二
十
七
万
平
方
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
の
困
で
あ
る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
地
方
自
治
体
は
、
十
二
の
広
域
自

治
体
と
、
五
十
九
の
地
区
自
治
体
ま
た
は

十
五
の
市
の
二
層
か
ら
な
っ
て
い
る
。
両

者
の
役
割
は
明
確
に
区
分
さ
れ
て
お
り
、

上
下
関
係
に
は
な
い
。
な
お
、
地
区
自
治

体
の
中
に
は
広
域
自
治
体
の
機
能
を
併
せ

持
つ
も
の
も
四
つ
存
在
し
て
い
る
。

以
下
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
広
域
自
治

体
と
地
区
自
治
体
に
つ
い
て
述
べ
る
と
、

両
自
治
体
と
も
英
語
の
名
称
の
と
お
り
、

住
民
の
選
挙
に
よ
り
選
出
さ
れ
る
議
員
か

ら
構
成
さ
れ
る
議
会
が
代
表
的
役
割
を
果

た
す
機
関
で
あ
り
、
行
政
機
関
は
議
会
か

ら
執
行
を
請
け
負
う
と
い
う
形
で
存
在
し

て
い
る
。
議
会
が
C
E
O
(
n
E色
町
一宮
口
雪
作

。B
2円
)
と
い
う
行
政
執
行
の
責
任
者

を
任
命
し
、

C
E
O
の
下
の
行
政
職
員
が

各
部
門
の
業
務
に
あ
た
っ
て
い
る
。
あ
く

ま
で
も
政
策
を
決
定
す
る
の
は
議
会
で
あ

り、

C
E
O
以
下
行
政
職
員
は
議
会
で
決

定
さ
れ
た
事
項
に
基
づ
い
て
忠
実
に
業
務

を
遂
行
す
る
。

な
お
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
地
方
財

源
に
つ
い
て
は
、
中
央
政
府
か
ら
の
補
助

金
が
占
め
る
割
合
は
小
さ
く
、
主
な
財
源

は
同
巳

g
(レ
イ
ツ
)
と
い
う
地
方
税
で
あ

る
。
例
え
ば
、
後
に
紹
介
す
る
グ
レ
イ
で

は
レ
イ
ツ
が
約
二
分
の

一
を
占
め
、
政
府

補
助
金
は
約
四
分
の

一
で
あ
る
。
レ
イ
ツ

と
は
日
本
で
い
う
固
定
資
産
税
の
よ
う
な

も
の
で
あ
り
、
不
動
産
を
所
有
す
る
者
が

居
住
す
る
自
治
体
に
対
し
て
納
め
る
も
の

で
あ
る
。
レ
イ
ツ
の
税
率
は
各
地
域
ご
と

に
設
定
さ
れ
、
各
地
域
で
実
情
に
合
っ
た

弾
力
的
な
財
政
運
営
が
可
能
と
な
っ
て
い

る
。限

定
的
な
役
割
を
担
う

|
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
広
域
自
治
体

T' 

次
に
、
現
地
調
査
を
行
っ
た
ウ
エ
ス
ト

コ
ー
ス
ト
(
君
。
印
件
会
謡
曲
仲
間
。
巴
。

s-

n。
ER--)
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。
ウ
エ

ス
ト
コ
ー
ス
ト
は
三
つ
の
地
区
自
治
体
を

抱
え
る
広
域
自
治
体
で
あ
る
。
面
積
は
二

万
三
千
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、
人
口
は
約

三
万
二
千
人
で
、
人
口
密
度
の

小
さ
い
地
域
で
あ
る
。
議
員
は

六
人
で
、

二一

つ
の
地
区
自
治
体

か
ら
二
人
ず
つ
選
出
さ
れ
る
。

行
政
職
員
は
五
十
人
程
度
で
あ

る
。
主
要
産
業
の
農
業
の
ほ
か

に
観
光
業
、
鉱
業
が
地
域
経
済

を
支
え
て
い
る
。

広
域
自
治
体
の
役
割
は
、
九

二
年
の
法
改
正
に
よ
り
「
広
域

自
治
体
が
事
業
等
を
実
施
す
る

ウエス卜コーストおよびグレイの位置

34 2003・5月号Q臨誠治
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の
は
、
他
の
い

か
な
る
主
体
が

実
施
す
る
場
合

よ
り
も
、
当
該

地
域
の
納
税
者

に
と
っ
て
明
ら

か
に
有
利
で
あ

る
場
合
に
限
ら

れ
る
」
と
の
規

定
が
新
設
さ

れ
、
環
境
対
策
、

災
害
対
策
、
地

区
自
治
体
の
モ

ニ
タ
リ
ン
グ

(
統
計
調
査
)

な
ど
、
極
め
て
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
た
。

ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
は
大
き
な
川
を
多
く

抱
え
る
地
域
で
あ
る
た
め
、
洪
水
対
策
が

重
要
な
謀
題
と
な
っ
て
お
り
、

川
の
近
く

に
住
む
住
民
の
日
頃
か
ら
の
協
力
体
制
作

り
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
。

現
地
で
行
革
の
評
価
に
つ
い
て
尋
ね
た

と
こ
ろ
、

三
つ
の
問
題
点
の
指
摘
が
あ
っ

た
。
一

点
目
は
、

一
連
の
行
革
は
中
央
政

府
の
財
政
再
建
の
性
格
が
強
く
、
中
央
政

府
か
ら
の
補
助
金
の
削
減
に
よ
り
レ
イ
ツ

の
増
税
な
ど
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
と

い
う
も
の
で
あ
る
。
二
点
目
は
、
行
革
以

前
は
国
立
の
調
査
研
究
機
関
が
存
在
し
て

情
報
が
よ
く
流
れ
て
き
た
が
、
行
革
に
よ

グレイ地区自治体の庁舎

り
民
営
化
さ
れ
た

た
め
に
情
報
収
集

に
予
算
を
要
す
る

よ
う
に
な
り
必
要

な
情
報
が
入
手
し

づ
ら
く
な
っ
た
こ

と
で
あ
る
。
三
点

目
は
、
地
方
分
権

の
推
進
に
よ
り
各

地
域
が
独
自
の
行

政
を
実
施
す
る
よ

う
に
な
っ
た
た
め
、

国
と
し
て
の
統

一

性
が
欠
如
す
る
き

ら
い
が
あ
り
、
今

後
国
家
の
問
題
と
し
て
顕
在
化
す
る
の
で

は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
設
け
住
民
参
加
型

の
地
方
行
政
|
グ
レ
イ
地
区
自
治
体

も
う

一
カ
所
の
訪
問
先
で
あ
る
グ
レ
イ

(の

5
可
ロ
宮
ユ
2
n。
E
巴
)
は
、
人
口
約

一
万
四
千
人
で
ウ
エ
ス
ト
コ
ー
ス
ト
の
中

心
的
な
地
区
を
管
轄
す
る
地
区
自
治
体
で

あ
る
。
議
員
は
九
人
で
、
行
政
職
員
は
五

十
人
程
度
で
あ
る
。

地
区
自
治
体
の
役
割
は
、
道
路
、
水
道
、

ご
み
処
理
、
商
業
振
興
な
ど
住
民
の
日
々

の
生
活
に
関
わ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
住
民

の
ニ

1
ズ
に
応
じ
て
提
供
す
る
こ
と
で
あ

る
。
九
二
年
の
法
改
正
に
よ
り
そ
の
役
割

は
大
き
く
な
っ
た
。

グ
レ
イ
に
は
め
問
。
当
(
の

B
旬
開
。
柱
。
ロ

。
ヨ
ミ
E
E
q
君
。
喜
朗

ZU)
と
い
う
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
存
在
し
、
住
民
の
意
思

を
行
政
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
が
設
け
ら

れ
て
い
る
。
の
岡
山
。
者
は
、
住
民
が
話
し

合
い
、
行
政
に
対
し
て
意
見
や
要
望
を
述

べ
る
組
織
で
あ
る
が
、
行
政
機
関
で
は
な

く
、
地
区
自
治
体
が
運
営
方
法
な
ど
に
関

与
す
る
こ
と
も
な
い
。
参
加
し
た
い
住
民

が
自
発
的
に
参
加
す
る
組
織
で
あ
る
。

の
問
。
者
は
、
産
業
、
観
光
業
、
商
業
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
四
つ
の
グ
ル
ー
プ
か

ら
構
成
さ
れ
て
お
り
、
年

一
回
開
催
さ
れ

る
総
会
に
お
い
て
各
グ
ル
ー
プ
の
議
長
が

選
出
さ
れ
、
議
長
を
中
心
と
し
て

の
岡
山
。
当
が
運
営
さ
れ
て
い
る
。

例
え
ば
、
住
宅
に
関
す
る
問
題
が
生
じ

た
場
合
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
グ
ル
ー
プ

で
問
題
を
取
り
扱
い
、
要
望
な
ど
を
ま
と

め
、
地
区
自
治
体
へ
提
出
す
る
。
地
区
自

治
体
で
は
こ
の
要
望
に
関
す
る
検
討
結
果

を
の
問
。
ョ
へ
回
答
す
る
と
い
う
流
れ
に
な

る
。行

政
側
に
と
っ
て
は
、
住
民
か
ら
の
要

望
に
応
え
る
の
は
困
難
な
場
合
も
あ
る

が
、
政
策
の
決
定
に
住
民
の
意
思
を
反
映

す
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
、
ま
た
意
見
を

言
う
機
会
が
あ
る
た
め
に
結
果
的
に
住
民

の
不
満
が
少
な
く
な
る
こ
と
か
ら
、

。
問
。
者
の
役
割
は
大
き
い
と
考
え
て
い

る
。地

域
経
営
の
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

今
回
の
ニ
ュ

ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
で
の
調
査

を
通
じ
て
、
地
域
経
営
に
お
け
る
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
三
点
で
あ
る
と
考
え
ら

れ
る
。

一
つ
目
は
広
域
的
自
治
体
と
基
礎
的
自

治
体
の
役
割
分
担
が
明
確
化
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
二

つ
目
は
地
域
の

財
源
は
地
域
で
賄
う
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の
自
治
体
は
中

央
政
府
か
ら
縛
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
地
域

の
実
情
に
あ
っ
た
政
策
を
実
現
で
き
、
地

域
住
民
は
自
分
た
ち
の
レ
イ
ツ
で
地
域
が

賄
わ
れ
て
い
る
と
い
う
タ
ッ
ク
ス
ベ
イ
ヤ

l
の
意
識
が
非
常
に
強
い
。
そ
し
て
三
つ

目
は
、
い
か
に
し
て
行
政
に
住
民
の
意
思

を
反
映
さ
せ
る
か
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
こ
と
は
、
今
後
わ
が
国
に
お

い
て
地
域
経
営
を
実
践
し
て
い
く
う
え
で

も
求
め
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
。
調
査
を
振
り
返
り
、
わ
が
国
と
比
較

す
る
と
地
方
自
治
体
の
人
口
、
予
算
な
ど

の
規
模
は
小
さ
い
が
、
参
考
に
な
る
部
分

が
非
常
に
多
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー

企
画
部
企
画
調
査
課
前
副
参
事

企
画
部
研
修
交
流
課
前
副
参
事

-

佐
々
木
昭
弘

・

荒
矢
大
鵠

迫域電~1!)2003・5月号35 
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課
長
補
佐

河
野
俊
嗣

2003・5月号

地
域
伝
統
芸
能
と
古
典
• 
新
作
古
典
芸
能
が
競
演

第

3
団
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
を
開
催

日
本
各
地
に
古
く
か
ら
伝
わ
る
祭
り
や
伝
統
芸
能、

能
・
狂
言
な
ど
の
古
典
芸
能
を

一
堂
に
集
め
た
イ
ベ
ン
ト

「第
三
団
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
」
(
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ

り
実
行
委
員
会
主
催
)
が、

三
月

一
日

・
二
日
の
両
日
、

東
京
都
渋
谷
区
の

N
H
K
ホ
l
ル
で
開
催
さ
れ
た
。
今
回

は
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
し
た
い
。

イ
ベ
ン
ト
開
催
の
経
緯

各
地
の
祭
り
や
伝
統
芸
能
は
、
地
域
の
歴
史
や
風
土
に

深
く
根
ざ
し
、
人
々
を
結
び
つ
け
る
求
心
力
と
し
て
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。
過
疎
化
な
ど
に
よ
り
地
域
社

会
の
結
び
つ
き
が
失
わ
れ
つ
つ
あ
る
中
で
、
こ
う
し
た
伝

統
芸
能
な
ど
を
見
つ
め
直
し
、
保
存

・
継
承
す
る
と
と
も

に
効
果
的
に
活
用
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
地
域

づ
く
り
の
カ
ギ
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
よ
う
な
発

想
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。

「
二
十

一
世
紀
に
向
け
て
、
日
本
の
文
化
的
伝
統
や
日

本
的
価
値
を
見
つ
め
直
し
、
日
本
人
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ

ィ
ー
を
改
め
て
見
直
す
と
と
も
に
、
地
域
住
民
が
郷
土
を

愛
し
、
郷
土
に
誇
り
と
親
し
み
を
持
っ
て
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
む
機
運
を
盛
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る
」
と
い
う
問

題
意
識
の
も
と
、

平
成
十
年
度
に

「歴
史
的
遺
産

・
伝
統

文
化
の
活
用
に
よ
る
地
域
お
こ
し
懇
談
会
」
(
梅
原
猛
座

長
)
が
設
置
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
懇
談
会
で
は
、

歴
史
的
遺
産
な
ど
の
活
用
に
よ
る

地
域
お
こ
し
の
意
義
や
、
そ
の
推
進
の
た
め
の
具
体
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
提
言
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
中
で
、
市

町
村
レ
ベ
ル
の
映
像
記
録
保
存
事
業
、
都
道
府
県
レ
ベ
ル

の
イ
ベ
ン
ト
助
成
事
業
に
加
え
、

全
国
的
な
機
運
の
高
ま

り
に
結
び
つ
け
て
い
く
観
点
か
ら
、
各
地
の
伝
統
芸
能
の

継
承
者
に
発
表
の
場
を
提
供
し
、
テ
レ
ビ
放
映
を
通
じ
て

広
く
国
民
に
そ
の
魅
力
や
価
値
を
再
認
識
し
て
も
ら
う
た

め
の
全
国
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
が
提
案
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受

け
て
、
第

一
回
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
が
平
成
十
三
年
二

月
二
十
三
、
二
十
四
日
に
、
第
二
団
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ

り
が
十
四
年
三
月
三
十、

三
十

一
日
に
開
催
さ
れ
た
。

イ
ベ
ン
ト
の
目
的
・
特
徴

平
成
十
四
年
度
に
第
三
回
目
を
迎
え
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は、

全
国
を
代
表
す
る

「地
域
伝
統
芸
能
・
文
化
」
、
「古

典
芸
能
」
、
「新
作
古
典
芸
能
」
が

一
堂
に
会
し
て
実
演
を

披
露
す
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
伝
統
芸
能
な
ど
に
つ
い
て

地協o

の
国
民
の
再
認
識
を
促
し
、
そ
の
保
存

・
活
用
、
お
よ
び

そ
の
こ
と
を
通
じ
た
地
域
の
活
性
化
に
関
す
る
国
民
的
機

運
を
盛
り
上
げ
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
他
に
例
を
見
な
い
こ
の
イ
ベ
ン
ト
の
特

徴
は
、
地
域
伝
統
芸
能
な
ど
と
古
典
芸
能

(能
、
狂
言
、

文
楽
な
ど
)
・
新
作
古
典
芸
能
が
、
同
じ
舞
台
の
上
で
競

演
す
る
こ
と
で
あ
る
。
地
域
伝
統
芸
能
な
ど
や
古
典
芸
能

が
、
ど
の
よ
う
に
影
響
し
合
い
、
ど
の
よ
う
な
形
で
継
承

さ
れ
現
代
に
息
づ

い
て
い
る
の
か
。

相
互
の
関
係
や
継

承

・
発
展
の
状
況

な
ど
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と

に
よ
り
、
地
域
伝

統
芸
能
な
ど
に
光

を
あ
て
、
新
た
な

意
義
づ
け
を
す
る

こ
と
と
な
り
、
念
品

さ
に
日
本
文
化
の

深
み
に
入
り
込
む
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イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
人
間
国
宝
ク
ラ
ス
の

出
演
者
と
同
じ
舞
台
で
演
じ
る
と
い
う
得
難
い
経
験
は
、

地
域
で
伝
統
芸
能
な
ど
を
懸
命
に
守
り
育
て
て
い
る
人
々

に
、
大
き
な
自
信
や
誇
り
を
与
え
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

ア

l
マ

地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
で
は
、
全
体
を
ま
と
ま
り
の
あ

る
イ
ベ
ン
ト
と
す
る
た
め
、
毎
回

一
つ
の
テ
l
マ
を
設
定

し
、
そ
の
テ
l
マ
に
沿
っ
て
全
国
各
地
の
地
域
伝
統
芸
能

な
ど
を
取
り
上
げ
て
い
る
。

第

一
回
目
は

「怨
霊
」。

初
年
度
に

.

..

.

.

 
.
 

あ
た
り
、
日
本
各
地
に
伝
わ
る
ほ
と

.

.

.

.

.
 .
 

ん
ど
す
べ
て
の
祭
り
の
本
質
に
つ
な

.

.

..

.

 
.
 

が
る
テ

l
マ
が
取
り
上
げ
ら
れ
た
。

・
・
圃
圃
圃
・

第
二
回
目
は
、
人
間
ド
ラ
マ
の
宝
庫

E・
E

・

で
あ
る

「
恋
(
こ
ひ
)
」。

あ
え
て
圃
・
・
・
・
田
園

(
こ
ひ
)
と
古
風
な
仮
名
を
振
る
こ
と
・
・
・
圃
圃
・
・

に
よ
り
、
太
古
の
昔
か
ら
生
き
と
し
・
・
・
・
・
・
園

生
け
る
も
の
を
呪
縛
し
て
き
た
こ
の
目
・

・

・

不
思
議
な
力
を
、
よ
り
広
い
視
点
か

.

.

.

.

 

ら
と
ら
え
た
テ

1
マ
と
な
っ
た
。
今

圃
・
・
圃
園
田
園

年
の
テ

l
マ
は
、
「
天
地
(
あ
め
つ

圃
・
圃
岡
田
園
圃

ち)」
。
我
が
国
の
祭
り
や
伝
統
芸
能

.

.

.

.

.
 
.
 

に
は
、
豊
作
を
祈
願
し
、
感
謝
す
る

I
l
l
i
--

も
の
が
多
い
。
天
の
恵
み
、
地
の
実
り
へ
の
感
謝
を
日
本

人
は
ど
の
よ
う
に
表
し
て
き
た
か
、
全
国
各
地
の
地
域
伝

統
芸
能
な
ど
を
通
し
て
描
き
出
す
こ
と
と
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
は
、
テ
l
マ
に
ち
な
ん
だ

「南
部
俵
積
み
唄
」

で
始
ま
っ
た
。
客
席
や
舞
台
袖
か
ら
出
演
者
が
俵
を
か
つ

い
で
登
場
し
、

二
百
俵
も
の
依
を
舞
台
に
積
み
上
げ
る
と

い
う
趣
向
で
、
俵
の
山
を
パ
ッ
ク
に

一
日
日
の
出
演
者
全

員
が
勢
揃
い
す
る
華
や
か
な
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
と
な
っ
た
。

今
回
、
「
天
地
(
あ
め
っ
ち
)
」
と
い
う
テ
l
マ
の
も
と

に
選
ば
れ
た
地
域
伝
統
芸
能
な
ど
を
上
演
さ
れ
た
順
に
紹

め
ん

ぶ

り

ゅ

う

め

た

ふ

り

ゅ

う

介
す
る
と
、
面
浮
立
・
米
多
浮
立
(
佐
賀
県
鹿
島
市
/

上
峰
町
)
、
綾
子
舞
(
新
潟
県
柏
崎
市
)
、
ユ
カ
ラ
(
北
海

道
)
、
継
ぎ
獅
子
(
愛
媛
県
今
治
市
)
、
郡
上
お
ど
り

(
岐
阜
県
八
幡
町
)
、
津
軽
の
情
っ

張
り
大
太
鼓
(
青
森
県
弘
前
市
)
、

あ
き
う

秋
保
の
田
植
踊
(
宮
城
県
仙
台

市
)
、
オ
ラ
シ
ヨ
(
長
崎
県
生
月

ゆ

も

町
)
、
油
井
の
豊
年
踊
り
(
鹿
児おお

島
県
瀬
戸
内
町
)
、
四
日
市
の
大

に
ゅ
う
ど
う

入

道

(
三
重
県
四
日
市
市
)
で

あ
る
。
ま
た
、
古
典
芸
能
は
、
狂
言

の

も
り

「
神
鳴
」
、
能

「野
守
」
の
二
演
目

で
、
さ
ら
に
、
地
域
伝
統
芸
能

ま
つ
り
実
行
委
員
会
委
員
で
も

あ
る
三
枝
成
彰
氏
の
作
曲
に
よ

る

「
太
鼓
に
つ
い
て
(
太
鼓
協

奏
曲
)
」
も
上
演
さ
れ
た
。

今
回
注
目
を
集
め
た
の
は
、
「
ユ
カ
ラ
」
(
英
雄
叙
情
詩
、

ア
イ
ヌ
民
族
の
口
承
文
芸
)
や
「
オ
ラ
シ
ヨ
」
(
か
く
れ
キ

リ
シ
タ
ン
行
事
の
一
つ
で
、
禁
制
の
た
め
口
伝
で
の
み
密

や
か
に
男
子
に
よ
っ
て
歌
い
継
が
れ
て
き
た
、
日
本
語
や

ラ
テ
ン
語
の
入
り
交
じ
っ
た
祈
り
)
、
「
油
井
の
豊
年
踊
り
」

(
奄
美
地
方
の
古
式
豊
か
な
収
穫
行
事
)
な
ど
、
こ
れ
ま

で
紹
介
さ
れ
る
機
会
が
あ
ま
り
多
く
な
か
っ
た
演
目
で
あ

る
。
特
に

「
ユ
カ
ラ
」
と

「オ
ラ
シ
ヨ
」
は
、
実
演
で
き

る
人
が
少
な
く
な
る

一
方
の
口
承
文
芸
を
紹
介
し
た
貴
重

な
ス
テ
ー
ジ
と
な
っ
た
。

ま
た
、

「太
鼓
に
つ
い
て
」
は
、

三
枝
成
彰
氏
が
「
ド

イ
ツ
に
お
け
る
日
本
年
」
(
二
0
0
0年
)
の
た
め
に
書

き
下
ろ
し
た
協
奏
曲
で
、
日
本
の
伝
統
芸
能
を
代
表
す
る

和
太
鼓
の

「和
」
の
響
き
と
、
西
洋
音
楽
を
代
表
す
る
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
音
色
を
、
議
曲
で
結
び
合
わ
せ
た
意
欲
作

で
あ
る
。
新
日
本
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦
楽
団
(
指

揮
H

大
友
直
人
)
と
三
つ
の
大
太
鼓
を
背
景
に
、
太
鼓
と

い
う
楽
器
の
成
り
立
ち
ゃ
人
間
と
関
わ
っ
た
歴
史
に
つ
い

て
島
田
雅
彦
氏
が
つ
づ
っ
た
モ
ノ
ロ
ー
グ
を
、
狂
言
師
の

野
村
万
之
丞
氏
が
謡
い
舞
う
と
い
う
刺
激
的
か
つ
異
色
の

ス
テ
ー
ジ
で
、
我
が
国
の
伝
統
芸
能
に
新
た
な
息
吹
を
も

た
ら
す
も
の
と
な
っ
た
。

二
日
間
を
通
じ
て
、
普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
地
域

伝
統
芸
能
な
ど
と
古
典
芸
能
の
競
演
は
、
こ
れ
ま
で
に
な

い
見
ご
た
え
あ
る
舞
台
を
つ
く
り
出
し
、
過
去
二
回
の
イ

ベ
ン
ト
と
同
様
、
観
客
を
大
い
に
魅
了
し
た
。

地
域
情
報
P
R
コ
ー
ナ
ー
ほ
か

イ
ベ
ン
ト
の
目
的
を
踏
ま
え
、
単
な
る
地
域
伝
統
文
化

な
ど
の
上
演
会
と
な
ら
な
い
よ
う
留
意
し
た
。
具
体
的
に

は
、
会
場
で
配
布
し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
に
お
い
て
、
演
目

の
解
説
や
地
域
情
報
な
ど
の
充
実
を
図
っ
た
こ
と
を
は
じ

め
、
演
目
ご
と
の
幕
開
に
、
梅
原
会
長
を
は
じ
め
と
す
る

実
行
委
員
会
委
員
や
地
元
の
有
識
者
ら
に
よ
る
解
説
を
交

え
、
ま
た
、
出
演
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
う
な
ど
、
地

域
伝
統
芸
能
な
ど
の
由
来
や
意
義
、
そ
れ
を
支
え
る
人
、
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地
域
社
会
に
お
け
る
あ
り
方
な
ど
を
立
体
的
に
紹
介
す
る

よ
う
努
め
た
。

さ
ら
に
、
後
日
、
イ
ベ
ン
ト
当
日
の
様
子
を

N
H
K
で

全
国
放
送
す
る
こ
と
に
よ
り
、
暮
ら
し
の
中
で
地
域
伝
統

芸
能
な
ど
を
守
ろ
う
と
し
て
汗
を
か

I
l
l
i
-
-

い
て
い
る
住
民
の
姿
や
そ
の
努
力
の

.

.

.

.

.
 
.
 

様
子
を
、
会
場
の
熱
気
や
興
奮
と
と

.

.

.

.

.

.
 
.
 

も
に
、
広
く
国
民
の
皆
様
に
伝
え
る
・
・
・
F
創
唖

こ
と
と
し
た
。
(
四
月
三
十
日
放
送
済
)

・
・
・
回
聞
E
-

こ
れ
ら
に
加
え
て
、

N
H
K
ホ
1

・
・
・
・
眠
副
闘

ル
の

一
角
に
「
地
域
情
報

P
R
コ
1

・
・
咽
司

1.姐

ナ

1
」
を
設
置
し
、
地
域
伝
統
芸
能

---3聞

な
ど
の
地
元
か
ら
十
団
体
が
参
加
し
・
・
・
司

J
P

て
、
伝
統
文
化
や
観
光
な
ど
の
地
域

.

.

.

.

 

情
報
や
特
産
品
な
ど
の

P
R
を
行
っ

E
E
-
-

た
。
こ
れ
は
、
地
域
伝
統
芸
能
な
ど

.

.

.

.

.

.
 
.
 

を

育

ん

だ

地

域

の

歴

史

や

風

土

、

文

・

・

・

園

化
な
ど
に
触
れ
て
い
た
だ
く
こ
と
に

よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
伝
統
芸
能
な
ど
を
さ
ら
に
深
く
理
解

し
、
親
し
ん
で
い
た
だ
く
と
と
も
に
、
ひ
い
て
は
、
地
域

振
興
な
ど
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
を
狙
い
と
し
た
も
の

で
あ
る
。
イ
ベ
ン
ト
当
日
は
、
開
演
前
や
休
憩
時
間
を
中

心
に
、
全
国
か
ら
集
ま
っ
た
多
く
の
観
客
が
こ
の
コ
ー
ナ

ー
を
訪
れ
、
大
い
に
賑
わ
っ
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

来
場
者
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、

二
日
間
で
約
二
千

通
を
回
収
し
た
。
全
体
と
し
て
、
「
感
動
し
た
」
「
見
応
え

が
あ
っ
た
」

「素
晴
ら
し
か
っ
た
」
な
ど
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
を
評
価
す
る
意
見
や
、

「継
続
し
て
開
催
し
て
欲
し
い
」
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V

日
本
の
文
化
の
素
晴
ら
し
き
を
再
認
識
し
た
。
農
業

を
基
と
し
た
伝
統
文
化
を
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
、
守

り
続
け
た
い
。
日
本
人
は
も
っ
と
も
っ
と
誇
る
べ
き
も
の

を
身
近
に
感
じ
大
切
に
し
な
け
れ
ば
と
、
心
か
ら
思
っ
た
o

v
国
際
理
解
の
為
に
も
、
各
国
か
ら
の
留
学
生
な
ど
若

い
人
に
み
て
も
ら
う
座
席
も
用
意
し
て
、
広
く
世
界
に
こ

の
素
晴
ら
し
い
伝
統
芸
能
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
。
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V

舞
台
の
両
端
に
電
光
の
字
幕
が
つ
い
て
い
た
の
で
、

難
し
い
能
と
か
の
意
味
が
字
面
で
良
く
理
解
で
き
、
良
か

っ
た
。

2003・5月号

V

P
R
コ
ー
ナ
ー
は
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
沢
山
あ
っ
て
良

か
っ
た
が
、
物
産
品
の
販
売
や
伝
統
芸
能
の
情
報
を
も
っ

と
充
実
し
て
も
ら
い
た
い
。

V

各
地
の
芸
能
そ
れ
ぞ
れ
素
晴
ら
し
か
っ
た
。
宝
く
じ

は
買
っ
た
人
に
夢
を
与
え
る
だ
け
で
は
な
く
、
地
方
の
伝

統
芸
能
に
も
貢
献
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
を
続
け
て
ほ
し
い
。

地域也

今
後
の
予
定

第
三
団
地
域
伝
統
芸
能
ま
つ
り
は
、
過
去
二
回
に
引
き

続
き
、

N
H
K
ホ
l
ル
い
っ
ぱ
い
の
観
客
を
集
め
、
大
盛

況
の
う
ち
に
閉
幕
し
た
。
多
く
の
観
覧
希
望
の
応
募
ハ
ガ

キ
が
寄
せ
ら
れ
、
抽
選
倍
率
が
五
倍
近
く
に
及
ん
だ
こ
と

か
ら
も
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
次
第
に
定
着
し
、
人
気
が
高

ま
っ
て
き
て
い
る
状
況
が
う
か
が
え
る
。

第
四
回
目
の
イ
ベ
ン
ト
も
、
平
成
十
六
年
春
の
開
催
に

向
け
、
準
備
が
開
始
さ
れ
た
。
テ
l
マ
は
、
「
動
物
・
妖

怪
(
仮
)
」
。
事
務
局
で
は
、

よ
り
多
く
の
地
域
か
ら
熱
意

あ
ふ
れ
る
皆
さ
ん
の
参
加
を
得
て
、
感
動
の
輸
を
広
げ
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

な
お
、
毎
年
の
演
目
は
、
テ
ー
マ
に
関
連
し
て
各
都
道

府
県
か
ら
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
演
目
を
基
に
、
実
行
委

員
会
に
お
け
る
審
議
を
経
て
決
定
さ
れ
て
い
る
。
自
薦
・

他
薦
を
問
わ
ず
、
事
務
局
に
ご
意
見
・
ご
要
望
を
い
た
だ

け
れ
ば
今
後
の
参
考
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
の
で
、
地

方
公
共
団
体
の
皆
様
も
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
を
積
極
的
に
活

用
し
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い
し
た
い
。
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こ
の
制
度
は
家
事
や
外
出
時
の
付
き
添

い
な
ど
障
害
者
の
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

こ
と
を
目
的
に
し
て
お
り
、
活
動
の
主
体

は

「
N
B
F
(ノ
ン
・
バ
リ
ア
・
フ
リ
ー

の
略
)
ハ
ン
ド
レ
ッ
ド
・
サ
ン
ク
ス
委
員

会

(委
員
長

・
柿
沼
次
男
)」

と
い
う
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
だ
。
こ
こ
に
登
録
し
た

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
、

二
ヵ
月
先
ま
で
の
介

助
で
き
る
時
間
を
同
委
員
会
に
申
し
込

市
が
障
害
者
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

マ
ッ
チ
ン
グ

• 
|
|
急
な
介
助
要
請
に
も
対
応

千葉県船橋市

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
発
足

船
橋
市
で
は
昨
年
五
月、

全
国
に
先
駆

け
て
行
政
と
市
民
と
の
協
力
に
よ
る
障
害

者
向
け
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
制
度
が
発
足
し

た
。

国

• 
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一
方
、
障
害
者
は
援
助
が
必
要
な
日

時
と
そ
の
内
容
を
市
に
依
頼
。
同
委
員
会

が

「
マ
ッ
チ
ン
グ
委
員
会
」
を
開
き
、
要

望
に
合
う
会
員
を
派
遣
す
る
。
双
方
の
時

間
が
マ

ッ
チ
し
な
く
て
も
、
会
員
の
申
し

込
ん
だ
時
間
は
加
算
さ
れ
る
。
声
が
掛
か

ら
な
く
て
も
、
い
つ
で
も
介
助
で
き
る
よ

う
待
機
し
て
い
る
の
で
、

急
な
要
請
で
も

対
応
で
き
る
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
報
酬
は
も
ち
ろ
ん
、
交

通
費
も
支
給
さ
れ
な
い
。
百
、
五
百
、
千

時
間
と
貯
ま
る
毎
に
委
員
会
か
ら
贈
ら
れ

る
感
謝
の
ピ
ン
バ

ッ
ジ
が
唯

-
の
ご
褒
美

で
あ
る
。

む
同
委
員
会
に
登
録
し
て
い
る
の
は
七
十 NBFクラフハンドレッドサンクス委員会発足式

七
人
。
利
用
し
た
障

害
省
は
延
べ
五
卜
八

人
で
、
利
用
時
間
は

約
百
時
間
と
な
っ
て

い
る
。

マ
ッ
チ
し
な

か
っ
た
時
間
も
合
わ

せ
る
と
五
千
九
百
六

十
時
間
に
も
の
ぼ
る
。

今
年

一
月
末
、

百
時
間
を
超
え
た
十
八

人
に
船
橋
市
長
か
ら
バ

ッ
ジ
が
贈
ら
れ

た
。
こ
の
う
ち
最
も
時
間
の
多
か
っ
た
の

は
い
ず
み

が
保
泉

幸
二
さ
ん

(船
橋
市
内
在
住
・
六

十
四
歳
)
で
、
千
七
百
八
十
時
間
で
あ
る
。

保
泉
さ
ん
は
、
週
に
平
均
二
回
、
障
害

者
施
設
へ
の
通
所
の
付
き
添
い
な
ど
を
行

っ
て
い
る
。
こ
れ
以
外
の
日
も
日
中
は
ほ

と
ん
ど
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
の
た
め
に

体
を
空
け
て
い
る
。

「障
害
者
と
接
す
る
の
は
初
め
て
で
不

安
で
し
た
が
、
お
手
伝
い
し
て
い
る
う
ち

E喜代孝七市長から ピンハッジを贈られた
保泉幸こさん

に
、
相
手
の
気
持
ち
が
少
し

ず
つ
分
か
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
今
で
は
利
用
者
が
玄

関
で
笑
顔
で
待
っ
て
い
て
く

れ
る
し
、
活
動
が
自
分
の
生

き
が
い
に
な
っ
て
い
る
」
と

話
し
て
い
る
。

委
員
長
の
柿
沼
さ
ん
は
、

「何
事
も
行
政
任
せ
で
は
い
け
な
い
と
思

い
ま
す
。
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
隙
聞
を
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
埋
め
る
こ
と
で
、
障
害
者
が

普
通
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
に
な
れ
ば
」
と
こ

の
制
度
に
期
待
し
て
い
る
。

障害者のプールの介助も行う傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
取
り
組
み

船
橋
市
で
は
、
元
気
な
高
齢
者
が
ひ
と

り
暮
ら
し
の
お
年
寄
り
の
話
し
相
手
に
な

る

「傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
な
ど
高
齢
者

福
祉
の
分
野
で
も
市
民
参
加
の
ユ
ニ
ー
ク

な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。
公
的
な
サ

ー
ビ
ス
の
隙
聞
を
埋
め
る
こ
れ
ら
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
活
用
が
、
利
用
者
の
経
済
的
な

負
担
の
軽
減
は
も
ち
ろ
ん
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
生
き
が
い
に
も
つ
な
が
る
と
い
う
大

き
な
効
果
を
生
ん
で
い
る
。

市
の
目
様
で
あ
る

「生
き
生
き
と
し
た

ふ
れ
あ
い
の
都
市
・
船
橋
」
の
実
現
の
た

め
に
市
民
と
と
も
に
ま
ち
づ
く
り
を
進
め

て
い
る
。
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有
楽
町
に
あ
る
「
ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ

ザ
」
が
五
月
六
日
、
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
オ
ー

プ
ン
す
る
。
同
プ
ラ
ザ
は
、
平
成
四
年
新

宿
駅
西
口
に
あ
る
プ
ラ
ザ
ナ
l
ド
に
「
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
オ
ー

プ
ン
。
そ
の
後
、
七
年
に
現
在
の
有
楽
町

電
気
ビ
ル
に
移
転
し
た
。
同
プ
ラ
ザ
に
は
、

一
日
約
四
百
人
の
来
館
者
が
あ
り
、
来
館

目
的
は
、
主
に
旅
行
の
下
調
べ
の
た
め
の

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
収
集
だ
。
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

は、

コ
一千
百
自
治
体
、
四
千
種
類
ほ
ど
あ

り
無
料
で
持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
る
の

が
、
魅
力
と
い
え
る
。
そ
れ
以
外
に
も
、

メ
デ
ィ
ア
関
係
者
の
取
材
資
料
探
し
ゃ
、

パ
ン
フ
レ
ッ
ト
・
コ
ー
ナ
ー
を
渡
り
歩
き

バ
ー
チ
ャ
ル
・
ト
リ

ッ
プ
(
仮
想
旅
行
)

を
楽
し
み
に
来
て
い
る
人
も
い
る
。

設
立
当
初
の
当
プ
ラ
ザ
の
案
内
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
マ
ス
コ
ミ
紹
介
記
事
を
見
る

と
、
「
全
国
地
域
大
閲
覧
室
」
「
地
方
の
専

門
図
書
館
」
等
々
の
取
り
上
げ
ら
れ
方
が

さ
れ
て
お
り
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
な
ど
の
活

字
媒
体
が
重
要
視
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
う

か
が
え
る
。

固
定
客
が
増
え
て
き
た
が

当
プ
ラ
ザ
に
は
活
字
媒
体
で

の
情
報
発
信
方
法
の
ほ
か
に
、

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
都
市
住
民
へ
の

P
R

を
図
る
ス
ペ
ー
ス
を
持
っ
て
お
り
、
地
方

自
治
体
の
主
催
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い

る
。
こ
の
ス
ペ
ー
ス
は
無
料
で
自
治
体
に

貸
し
出
し
て
お
り
、
年
間
凶
十
団
体
余
り

の
利
用
が
あ
り
、
固
定
の
フ
ァ
ン
も
多
い
。

ま
た
、

三
年
前
か
ら
毎
月

一
回
開
催
さ
れ

a由幌翻暗

て
い
る
「
ふ
る
さ
と
を
語
る
集
い
」
は
、

落
語
会
を
中
心
に
開
催
し
て
い
る
が
、
こ

ち
ら
も
毎
回
約
百
五
十
人
の
入
場
者
を
集

め
立
ち
見
が
で
る
盛
況
で
あ
る
。

し
か
し
、
来
館
者
の
固
定
化
や
施
設
の

老
朽
化
と
い
う
内
部
的
な
問
題
に
加
え
、

周
辺
が
高
級
ブ
ラ
ン
ド
シ
ョ
ッ
プ
街
に
変

貌
し
た
こ
と
か
ら
、
今
ま
で
の
資
料
室
的
展

示
の
ま
ま
で
は
、
施
設
の
老
朽
化
が
浮
き

彫
り
に
な
る
結
果
と
な
っ
た
。

地
方
の
"
令
“
を
伝
え
る
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
重
点
に

こ
の
た
び
の
リ
ニ
ュ

l
ア
ル
の
コ
ン
セ

プ
ト
は

『地
域
の
人
々
が
地
域
の
価
値
を

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
で
き
、
都
市
の

人
々
が
新
た
な
地
域
価
値
を
発
見
で
き
る

〈
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
エ
ン
ジ
ン
〉」

と
し
て
い
る
。
い
わ
ば
、
単
な
る
情
報
提

供
と
し
て
の
機
能
だ
け
で
は
な
く
、
地
方

を
売
り
出
す
た
め
の
仕
掛
け
づ
く
り
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
機
能
を
備
え
る
こ
と
に
重

点
を
置
く
と
い
う
こ
と
だ
。
も
ち
ろ
ん
、

パ
ン
フ
レ

ッ
ト
・
コ
ー
ナ
ー
は
今
後
も
存

続
す
る
が
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や
ポ
ス
タ
ー

な
ど
の
見
せ
方
を
工
夫
し
、
地
域
の
イ
メ

ー
ジ
戦
略
の
展
開
を
図
る
。
ま
た
、
イ
ベ

ン
ト
ス
ペ
ー
ス
も
引
き
続
き
自
治
体
に
無

料
で
貸
し
出
す
が
、

専
属
の
デ
ィ
レ
ク
タ

ー
が
つ
き
、
見
た
目
に
美
し
く
日
を
引
く

イ
ベ
ン
ト
展
開
を
目
指
す
。
シ
ョ

i
・
ウ

イ
ン
ド
ー
も
季
節
に
マ
ッ
チ
し
た
デ
ィ
ス

プ
レ
ー
を
展
開
し
て
い
く
。
特
に
、
高
級

ブ
ラ
ン
ド
街
・
丸
の
内
仲
通
り
に
面
し
た

シ
ョ

l
・
ウ
イ
ン
ド
ー
は
道
行
く
人
々
の

目
に
と
ま
る
空
間
な
の
で
、
メ

ッ
セ
ー
ジ

を
発
信
す
る
格
好
の
場
所
で
あ
る
。
ま
さ

に、

今
の
時
代
に
何
が
求
め
ら
れ
て
い
る

か
を
追
求
す
る
使
命
を
与
え
ら
れ
て
い
る

ル
』
い
、
ぇ
ヲ
@
。

「
日
本
各
地
の
素
材
」
を
街
並
み
に
合

わ
せ
展
示
演
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま

ず
は
認
知
し
て
い
た
だ
き
、
新
規
の
来
館

者
を
獲
得
す
る
こ
と
を
大
き
な
目
的
と
し

て
い
る
。
ま
た
、

実
際
に
館
内
に
入
っ
た

方
々
に
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
、
情

報
や
イ
ベ
ン
ト
の
充
実
も
図
っ
て
い
く
。

I
T
化
が
進
む
現
代
、
地
方
の
情
報
も
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
携
帯
電
話
か
ら
容
易
に

得
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、

ま
だ
発
掘
さ
れ
て
い
な
い
地
方
発
の
魅
力

あ
る

「情
報
」「
モ
ノ
」
そ
し
て
「
人
」
は

い
っ
ぱ
い
あ
る
。
そ
れ
ら
を
真
ん
中
に
お

い
た
視
線
で

「ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ
な

ら
で
は
」
の
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
目
指
し

て
い
く
予
定
だ
。

リ
ニ
ュ

l
ア
ル
後
の
開
館
時
間
は
午
前
十

一
時
か
ら
午
後
七
時
ま
で
に
変
更
さ
れ
る
。

ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ

-

畠
田
千
鶴
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- 地域活性化貢献表彰 ・ふるさと情報プラザ

の
紹
介
を
交
え
な
が
ら
、
わ
か

り
や
す
く
解
説
し
た
。

引
き
続
き
行
わ
れ
た
表
彰
式

で
は
、
地
域
活
性
化
貢
献
大
賞

を
受
賞
し
た
二
者
に
鶴
保
国
土

交
通
大
臣
政
務
官
(
扇
国
土
交
通
大
臣
代

理
)
よ
り
国
土
交
通
大
臣
賞
が
、
小
林
実

側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
よ
り
地

域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
理
事
長
賞
が
そ
れ
ぞ

れ
授
与
さ
れ
た
。
ま
た
、
児
玉
委
員
長
よ

り
地
域
活
性
化
貢
献
賞
が
、
コ
シ
ノ
ジ

ュ
ン
コ
委
員
(
デ
ザ
イ
ナ
ー
)
よ
り
地
域

活
性
化
貢
献
特
別
賞
が
そ
れ
ぞ
れ
授
与
さ

れ
、
受
賞
者
に
は
表
彰
状
及
び
楯
が
贈
ら

れ
た
。

三
ツ

-・・・・E・・・H

.--.司

~ …・
~ 

I・・・E.. ..... 
-・ 2・

・ー・.ー.

国
土
交
通
省
と
側
地
域
活
性
化
セ
ン
タ

ー
は
、
地
域
に
根
付
い
た
事
業
活
動
を
通

じ
、
地
域
の
産
業
活
動
の
活
性
化
、
雇
用

の
増
大
、
社
会
的
活
動
へ
の
参
加
な
ど
の

而
で
地
域
の
経
済
社
会
の
活
性
化
に
貢
献

し
て
い
る
企
業
・
団
体
を
「
地
域
活
性
化

貢
献
者
」
と
し
て
毎
年
表
彰
し
て
い
る
。

第
十
回
目
を
迎
え
た
今
回
は
、
全
国
か

ら
六
十
三
の
企
業
・
団
体
が
候
補
と
し
て

推
薦
さ
れ
た
。
一

月
二
十
九
日
に
虎
ノ
門

パ
ス
ト
ラ
ル
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
審
査

委
員
会
で
、
児
玉
幸
治
審
査
委
員
長
(
側

日
本
情
報
処
理
開
発
協
会
会
長
)
ほ
か
八

人
の
有
識
者
に
よ
り
厳
正
な
審
査
が
行
わ

れ
た
。
そ
の
結
果
、
特
に
貢
献
が
顕
著
で

あ
る
と
認
め
ら
れ
る
二
社
に
「
地
域
活
性

化
貢
献
大
賞
」
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
を

通
じ
大
き
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
る
四
社
・

一
団
体
に
「
地
域
活
性
化
貢
献
賞
」
が
、

そ
し
て
地
場
資
源
の
活
用
や
離
島
振
興
な

ど
に
特
別
な
貢
献
が
認
め
ら
れ
る
こ
社
に

「
地
域
活
性
化
貢
献
特
別
賞
」
が
そ
れ
ぞ

れ
贈
ら
れ
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。

表
彰
式
は
三
月
五
日
に
東
京
都
港
区
に

あ
る
明
治
記
念
館
で
実
施
さ
れ
た
。
ま
ず

最
初
に
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ネ
ス
総
合

研
究
所
所
長
細
内
信
孝
氏
よ
り
、
「
地

域
を
元
気
に
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ビ
ジ

ネ
ス
|
人
間
性
の
回
復
と
自
律
型
の
地
域

社
会
づ
く
り
|
」
を
テ

l
マ
と
し
た
記
念

講
演
が
行
わ
れ
た
。
こ
の
中
で
細
内
氏
は
、

自
身
が
提
唱
す
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

・
ビ
ジ

ネ
ス
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
の
先
進
事
例

表
彰
式
後
に
行
わ
れ
た
情
報
交
換
パ
ー

テ
ィ
ー
で
は
、
受
賞
者
に
よ
る
活
発
な
意

見
交
換
が
行
わ
れ
た
。

受
賞
者
の
う
ち
、
大
賞
二
者
と
受
賞
理

由
は
次
の
と
お
り
。

-
三
ツ
星
ベ
ル
ト
株
式
会
社

(神
戸
市
)

大
正
八
年
真
野
地
区
に
て
創
業
。
平
成
四

年
神
戸
ハ
l
バ
|
ラ
ン
ド
に
本
社
を
移
転
し

た
が
、
「
真
野
地
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
」

の
住
民
一
致
の
要
請
に
よ
り
、
平
成
十
二
年

に
真
野
地
区
に
本
社
を
再
移
転
。
「
真
野
地

区
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
」
に
は
昭
和
五
十
五

年
の
結
成
時
か
ら
参
加
。
さ
ら
に
社
員
か
ら

な
る
「
三
ツ
星
ベ
ル
ト
ふ
れ
あ
い
協
議
会
」

を
平
成
十
三
年
に
結
成
し
、
ふ
れ
あ
い
イ
ベ

ン
ト
等
の
活
発
な
地
域
活
動
を
展
開
。
ま
た

「
学
校
ビ
オ
卜
|
プ
」
の
池
つ
く
り
へ
の
支

援
な
ど
環
境
活
動
も
重
視
。

-
日
本
食
研
株
式
会
社

(愛
媛
県
今
治
市
)

混
合
調
味
料
分
野
で
業
界
ト

ッ
プ
の
シ
ェ

ア
を
確
立
し
、
安
定
し
た
雇
用
に
努
め
、
地

域
経
済
に
寄
与
。
さ
ら
に
食
品
産
業
団
体
や

異
業
種
交
流
研
究
会
の
会
長
と
し
て
各
種
業

界
や
企
業
の
活
性
化
に
献
身
的
に
努
力
し

た
。
ま
た
「
世
界
食
文
化
博
物
館
・
日
本
食
研

歴
史
館
・
商
品
展
示
館
」
は
じ
め
「
食
品

・
ハ

ム
研
究
工
場
」
の
建
設
を
行
い
、
生
涯
学
習

の
推
進
や
産
業
の
観
光
化
に
も
貢
献
。

そ
の
ほ
か
の
受
賞
企
業

・
団
体
名
は
次

の
と
お
り
。

。
地
域
活
性
化
貢
献
賞

.
株
式
会
社
ヨ

コ
タ
東
北

(山
形
県
新
庄
市
)

・
身
延
竹
炭
企
業
組
合

(山
梨
県
身
延
町
)

-
株
式
会
社
ミ
ツ
カ
ン
グ
ル
ー
プ
本
社

(愛
知
県
半
岡
市
)

国
株
式
会
社
赤
塚
植
物
園

(津
市
)

-
マ
ル
キ
ン
忠
勇
株
式
会
社

(吾
川
れ
市
内
海
町
)

。
地
域
活
性
化
貢
献
特
別
賞

【
食
文
化
貢
献
賞
】

.
椋
式
会
社
い
ろ
ど
り

(徳
島
県
上
勝
町
)

【
離
島
振
興
特
別
賞
】

-
国
分
電
機
株
式
会
社
大
和
工
場

(鹿
児
島
県
大
和
村
)
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ガ
ー
一
プ
一

ン
グ
を

コ
ミ
ユ

フー

イ

創
出
の

道
具
に

川
崎
市
は
、
戦
後
臨
海
部
の
工
場
地
帯

を
中
心
に
京
浜
工
業
地
帯
の
中
核
と
し
て

栄
え
、
現
在
で
は
人
口
百
二
十
四
万
人
を

擁
す
る
大
都
市
と
な
っ
た
。
そ
の
中
で
宮

前
区
は
、
昭
和
四

0
年
代
か
ら
都
心
の
ベ

ッ
ド
タ
ウ
ン
と
し
て
開
発
が
進
み
、
今
で

も
住
宅
街
が
広
が
り
続
け
て
い
る
地
域

だ
。こ

の
宮
前
区
に
、
住
民
の
手
づ
く
り
の

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
「
き
せ
つ

の
こ
み
ち
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
」
が
あ
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
と
は
、
ま

だ
日
本
で
は
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
だ
が
、

地
域
住
民
が
主
体
的
に
つ
く
り
、
使
う
こ

と
の
で
き
る
花
壇
や
広
場
な
ど
の
共
有
の

場
所
を
意
味
し
て
い
る
。
環
境
改
善
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生
な
ど
を
目
的
に
ア

メ
リ
カ
で
始
ま
り
、
日
本
国
内
で
も
少
し

ず
つ
広
が
り
を
見
せ
て
い
る

(本
誌
本
年

三
月
号
「
平
成
十
四
年
度
地
域
づ
く
り
海

外
調
査
研
究
事
業
報
告
」
参
照
)
。

今
回
、
宮
前
区
を
訪
ね
、
き
せ
つ
の
こ

み
ち
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン
を
運
営
す
る

「宮
前

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
実
行

委
員
会
」
の
代
表
、
石
井
和
子
さ
ん
に
お

話
を
伺
っ
た
。

み
ん
な
が
集
う
ガ
ー
デ
ン

き
せ
つ
の
こ
み
ち
グ
リ
ー
ン
ガ
ー
デ
ン

は
、
面
積
約
七
百
平
方
メ
ー
ト
ル
、
企
業

の
研
究
施
設
と
小
学
校
に
挟
ま
れ
た
道
路

予
定
地
を
活
用
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ

ー
デ
ン
だ
。
な
だ
ら
か
な
斜
而
を
う
ま
く

活
用
し
、
段
々
畑
な
ら
ぬ
段
々
花
壇
状
に

造
ら
れ
た
花
壇
は
全
部
で
五
つ
。
中
に
は

子
ど
も
た
ち
専
用
の
「
子
ど
も
花
壇
」
も

あ
り
、
春
に
は
パ
ン
ジ
ー
、
デ
イ
ジ

l
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
な
ど
が
花
を
咲
か
せ
る
。

部
」
の
活
動
に
端
を
発
し
て
い
る
。
宮
前

ガ
l
デ
ニ
ン
グ
倶
楽
部
は
、
区
内
に
あ
る

管
理
の
行
き
届
か
な
い
花
壇
や
公
園
を
見

つ
け
る
と
、
そ
の
所
有
者
に
交
渉
し
て
維

持
管
理
を
引
き
受
け
て
再
生
さ
せ
る
活
動

I

l

-

-
」

を
行
っ
て
い
る
団
体
で
あ

織

平

一

る
。
地
域
住
民
が
主
体
と

組

前

一

的

宮

一

な
っ
て
策
定
し
た
宮
前
区

月

主

一

峰

児

一

1

自

名

浦

町

一

の
地
域
計
画

「区
づ
く
り

年

子

-
M
>

宮

可

一

口

和

体

人

先

市

↓

郎

一

プ
ラ
ン
」
を
推
進
す
る
活

成

川

主

話

絡

i
崎

同

舟

一

F

町
一恥
間
即
時
川
駅
州
側

一

動
の

一
つ
と
し
て
始
ま

年

者

・
数

務

6
川

小

お

一

立
表
立
員
事
引
割
川
町
臨

一

り
、
緑
を
増
や
し
て
ま
ち

設

代

設

会

<

一T
神

久

作

一

2

(

一

を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
、

I
l
i
-
-

そ
し
て
そ
の
活
動
を
通
し

て
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
生
み
出
す

こ
と
を
目
的
に
し
て
い
る
。

「
宮
前
区
は
新
し
い
ま
ち
で
し
ょ
。
こ

こ
で
は
人
と
人
と
が
知
り
合
う
こ
と
が
ま

ち
づ
く
り
の
第

一
歩
だ
と
思
っ
て
る
の
。

ガ
l
デ
ニ
ン
グ
は
出
会
い
の
場
を
つ
く
る

た
め
の
道
具
な
ん
で
す
」
と
宮
前
ガ

1
デ

ニ
ン
グ
倶
楽
部
の
代
表
も
務
め
て
い
る
石

川
さ
ん
は
語
る
。
現
在
で
は
、
会
員
九
十

人
。
駅
前
広
場
の
花
壇
や
街
区
公
固
な
ど
、

区
内
二
十
カ
所
あ
ま
り
の
維
持
管
理
を
行

っ
て
い
る
。

宮
前
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
実
行

委
員
会
の
運
営
の
中
心
と
な
る
世
話
人
メ

ン
バ
ー
は
八
人
。
特
に
会
費
や
会
員
制
度

を
設
け
ず
、
参
加
し
た
い
人
が
自
由
に
ガ

l
デ
ニ
ン
グ
に
参
加
で
き
る
仕
組
み
だ
。

毎
週
土
曜
日
午
後
の

定
例
作
業
に
は
、
毎

回
十
五
人
程
度
の
地

域
住
民
が
集
ま
り
、

ガ
l
デ
ニ
ン
グ
を
楽

し
む
。
遊
び
に
来
る

ー・・・・田監事両国・・掴E・_J哩圃圃圃・

子
ど
も
た
ち
も
二
十

人
ほ
ど
。
に
ぎ
や
か

な
声
が
響
い
て
い

る
。
作
業
で
汗
を
か
い
た
後
は
、
ガ
ー
デ

ン
の

一
角
に
設
け
ら
れ
た
多
目
的
広
場
で

テ
ィ

l
タ
イ
ム
を
楽
し
み
な
が
ら
、
み
ん

な
で
イ
ベ
ン
ト
の
計
画
や
今
後
の
作
業
の

こ
と
を
話
し
合
う
。

今
で
は
、
み
ん
な
が
集
う
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
こ
の

場
所
だ
が
、
以
前
は
、
建
設
の
見
込
み
が

立
た
な
い
ま
ま
放
置
さ
れ
ゴ
ミ
が
投
棄
さ

れ
る
な
ど
、
住
民
か
ら
敬
遠
さ
れ
る
場
所

£
-コ
:
。

ふ

J

て
ナ
'活

動
の
き
コ
か
け

宮
前
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
実
行

委
員
会
の
発
足
は
、
平
成
十

一
年
か
ら
活

動
し
て
い
る
「
宮
前
ガ

l
デ
ニ
ン
グ
倶
楽

こ
う
し
た
活
動
が
認
め
ら
れ
、
平
成
十

三
年
に
財
団
法
人
都
市
緑
化
基
金
の
実
施

し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
・
パ
イ

ロ
ッ
ト
事
業
の
実
施
団
体
に
選
ば
れ
た
。
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メ
ン
バ
ー
の
中
に
も
、
も
っ
と
広

い
場
所
を
手
掛
け
た
い
と
い
う
要
望
が
高

ま
っ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

宮
前
ガ

l
デ

ニ
ン
グ
倶
楽
部
の
メ
ン
バ
ー
が
中
心
と
な

っ
て
、
{
呂
前
一
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン

実
行
委
員
会
が
発
足
し
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ー
ガ
ー
デ
ン
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

多
⑥

協

力

支

据

平
成
十
三
年

一
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

は
、
都
市
緑
化
基
金
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

プ
ロ
グ
ラ
ム
に
基
づ
い
て
、
プ
ラ
ン
づ
く

り
や
ガ
ー
デ
ン
の
基
礎
づ
く
り
に
取
り
組

ん
だ
。
中
心
メ
ン
バ
ー
の
手
づ

ま
た
、

く
り
チ
ラ
シ
で
、
地
域
住
民
に
参
加
を
呼

び
掛
け
、
毎
回
三
十
人
か
ら
四
十
人
の
参

加
者
が
あ
っ
た
。
デ
ザ
イ
ン
づ
く
り
の
ほ

か
、
自
分
た
ち
で
測
量
や
環
境
調
査
も
実

施
。
土
地
の
整
地
な
ど
の
大
掛
か
り
な
作

業
で
は
、
地
域
の
土
木
事
業
者
が
ユ
ン
ボ

で
駆
け
つ
け
、
無
料
奉
仕
し
て
く
れ
た
。

平
成
十
三
年
六
月
以
降
、
毎
週
土
曜
日
の

午
後
に
少
し
ず
つ
作
業
を
進
め
て
き
た

が
、
ま
だ
百
%
完
成
で
は
な
い
。
危
険
な

個
所
も
あ
る
た
め
、
活
動
日
以
外
は
安
全

土
の
理
由
で
鍵
を
か
け
て
い
る
。
将
来
的

に
は
、
鍵
を
取
り
払
っ
て
解
放
し
た
い
考

え
だ
。

宮
前

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ガ
ー
デ
ン
実
行
委
員
会
の

活
動
は
、
多
方
面
か
ら
さ

ま
ざ
ま
な
協
力
や
支
援
を

受
け
て
い
る
。
土
地
の
所

有
者
で
あ
る
市
か
ら
は
、

宮
前
区
長
を
通
じ
て
、
土
地
を
借
り
受
け

て
い
る
。
道
路
建
設
時
期
は
未
定
だ
が
、

建
設
が
決
ま
っ
た
と
き
に
は
き
ち
ん
と
返

還
す
る
約
束
だ
。
ま
た
、
ガ
ー
デ
ン
に
隣

接
す
る
企
業
の
研
究
施
設
か
ら
は
、
土
地

の
提
供
や
、
ガ

l
デ
ニ
ン
グ
に
必
要
な
電

気
や
水
の
供
給
を
受
け
て
い
る
。
そ
し
て
、

資
金
面
で
は
、
都
市
緑
化
基
金
や
公
園
緑

地
協
会
な
ど
か
ら
助
成
金
を
も
ら
っ
て
お

り
、
苗
や
肥
料
の
購
入
や
広
報
活
動
に
充

て
て
い
る
。
ま
た
、
建
設
現
場
で
不
要
に

な
っ
た
廃
材
を
も
ら
っ
て
く
る
こ
と
も
し

ば
し
ば
。
「
メ
ン
バ

ー
の
中
に
調
達
係
が

い
て
ね
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
に

使
え
る
か
も
、
と
思
う
と
お
願
い
し
て
い

ろ
い
ろ
も
ら
っ
て
く
る
ん
で
す
よ
」
と
話

し
て
く
れ
た
。

地
峨
⑬

込
ん
だ
活
動
に

宮
前

・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ガ
ー
デ
ン
実
行

委
員
会
は
、
活
動
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た

宮
前
ガ

l
デ
ニ
ン
グ
倶
楽
部
同
様
、
ガ
ー

デ
ニ
ン
グ
を
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
創
出
の
道

具
と
考
え
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
地
域
を

巻
き
込
む
活
動
を
大
切
に
し
て
い
る
。

例
え
ば
、

「き
せ
つ
の
こ
み
ち
グ
リ
ー

ン
ガ
ー
デ
ン
」
と
い
う
名
称
は
、
隣
接
す

る
小
学
校
の
生
徒
に
公
募
し
て
つ
け
ら
れ

た
名
前
だ
。
最
近
で
は
、
総
合
学
習
の
時

間
に
、
小
学
生
が
宮
前
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ガ
ー
デ
ン
実
行
委
員
会
の
活
動
を
勉
強
し

て
お
り
、
メ
ン
バ
ー
が
講
師
と
し
て
招
か

れ
て
い
る
。

春
と
秋
に
は
、
地
域
の
人
が
誰
で
も
参

加
で
き
る
花
を
植
え
る
イ
ベ
ン
ト
を
開

催
。
花
植
え
の
ほ
か
、
工
作
教
室
や
、
マ

ジ
ッ
ク
シ
ョ

l
、
フ
リ

l
マ
ー
ケ
ッ
ト
な

ど
を
行
う
こ
の
手
づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
に

は
、
毎
回
二
百
人
余
り
の
地
域
住
民
が
参

加
す
る
。

ま
た
、
平
成
十
五
年
二
月
か
ら
は
、
毎

週
土
曜
日
の
活
動
日
に
多
目
的
広
場
で
青

空
市
場
を
始
め
た
。
近
隣
の
農
家
の
新
鮮

な
野
菜
や
生
み
た
て
の
有
精
卵
、
メ
ン
バ

ー
の
手
作
り
ハ

l
ブ
バ
タ
ー
な
ど
が
販
売

さ
れ
、
子
供
た
ち
の
呼
び
込
み
も
手
伝
っ

て
近
隣
住
民
が
次
々
と
訪
れ
る
。
「
で
き

る
だ
け
、
地
域
の
人
が
参
加
し
や
す
い
、

立
ち
寄
り
ゃ
す
い
雰
囲
気
づ
く
り
を
こ
こ

ろ
が
け
て
い
る
ん
で
す
」
こ
う
し
た
活
動

が
実
り
、
少
し
ず
つ
メ
ン
バ
ー
も
増
え
て

き
て
い
る
よ
う
だ
。

み
ん
絡

憧

役
に
な
れ
る
場
所

「
土
木
設
計
の
専
門
家
あ
り
、
イ
ベ
ン

ト
企
画
の
専
門
家
あ
り
、
み
ん
な
何
か
の

専
門
家
な
ん
で
す
よ
ね
。
だ
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
の
場
面
ご
と
に
自
然
と
リ
ー
ダ
ー
が
決

ま
っ
て
い
く
の
」
今
後
も
み
ん
な
が
主
役

に
な
れ
る
よ
う
な
場
所
と
し
て
活
動
を
続

け
て
い
き
た
い
と
石
川
さ
ん
は
語
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
づ
く
り
が

始
ま
っ
て
二
年
余
り
。
少
し
ず
つ
地
域
に

も
認
知
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
か

ら
も
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ガ
ー
デ
ン
に

地
域
の
人
々
が
集
い
、
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
創
出
の
場
と
な
る
よ
う
な
活
動
を

続
け
て
い
っ
て
ほ
し
い
。

側
地
域
活
性
化
セ
ン
歩
|
コ
ン
サ
ル
ト
課

前
副
参
事

・

米
漂
佳
子
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…....・地域を支える⑫到副-
香川県三野町

レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
み
の
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ぃ
、
何
か
き
っ
か
け
に
な
る
も

の
は
な
い
か
」
と
考
え
た
結
果
、

女
性
に
と
っ
て
親
し
み
の
あ
る

ラ
ベ
ン
ダ
ー
を
は
じ
め
と
す
る

ハ
l
ブ
を
取
っ
か
か
り
と
し

て、

気
軽
に
参
加
で
き
る
活
動

か
ら
少
し
ず
つ
団
体
の
活
動
を

盛
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
っ

た

一フベ

ン
ダ
ー
を

き
っ
か
け
に

香
川
県
の
西
部
に
位
置
し
、
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
人
口
約

一
万
人
の
三
野

町
を
訪
問
し
た
。
三
野
町
は
、
町
の
中
央
を
南
北
に
流
れ
る
高
瀬
川
の
両
側

に
美
田
が
広
が
る
、
と
て
も
の
ど
か
な
町
で
あ
る
。

J
R
「
み
の
」
駅
か
ら

五
分
も
歩
く
と
、
山
々
に
固
ま
れ
た
素
晴
ら
し
い
四
国
風
景
が
広
が
り
、

景

観
と
澄
ん
だ
空
気
に
よ
っ
て
晴
れ
や
か
な
気
分
に
さ
せ
て
く
れ
る
。

こ
こ
に
六
十
二
人
の
メ
ン
バ
ー
全
員
が
女
性
で
あ
る
地
域
づ
く
り
団
体

「
レ
デ
ィ
ー
ス
フ
ォ
ー
ラ
ム
み
の
」
を
訪
ね
た
。

ま
ず
は
ラ
ベ
ン
ダ
ー
か
ら

団
体
の
結
成
は
平
成
七
年
四
月
で
あ

る
。
結
成
の
き
っ
か
け
は
、

「
こ
れ
か
ら

の
町
の
活
性
化
に
は
女
性
の
役
割
が
極
め

て
重
要
で
あ
る
」
と
い
う
、
町
長
の
強
い

意
向
が
示
さ
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
に

触
発
さ
れ
、
町
内
の
女
性
た
ち
の
自
覚
が

高
ま
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
と

女
性
の
活
躍
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
を
目

指
し
て
何
か
を
始
め
よ
う
と
メ
ン
バ
ー
が

集
ま
っ
た
。
こ
の
と
き
は
団
体
の
初
代
会

長
で
あ
り
、
現
在
は
町
議
会
議
長
を
務
め

な
が
ら
も
メ
ン
バ
ー
の

一
員
と
し
て
活
動

を
続
け
て
い
る
前
川
綾
子
さ
ん
の
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
の
も
と
、
ま
ず
は
講
師
を
招
い

て
勉
強
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

し
か
し
な
が
ら
女
性
の
社
会
参
画
を
テ
ー

マ
に
し
た
こ
の
勉
強
会
で
は
、
そ
れ
ま
で

専
門
的
な
話
に
触
れ
る
機
会
が
な
か
っ
た

こ
と
と
、
人
前
で
発
言
す
る
こ
と
に
慣
れ

て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

当
初
の
意
気

込
み
と
は
裏
腹
に
、
講
師
か
ら

一
方
的
に

話
を
聞
く
こ
と
に
終
始
し
た
。
そ
し
て
人

前
で
発
言
を
求
め
ら
れ
る
の
で
あ
れ
ば
出

席
し
た
く
な
い
と
い
う
者
が
多
く
出
て
、

二
回
目
の
勉
強
会
で
は
参
加
者
が
か
な
り

減
っ
て
し
ま
っ
た
。
「
こ
れ
で
は
い
け
な

ラ
ベ
ン
ダ
ー
な
ど
の
栽
培
、
手
芸
品
製

作
と
い
っ
た
活
動
を
通
し
て
、
メ
ン
バ
ー

の
結
束
が
強
ま
っ
て
い
き
、
ま
た
並
行
し

て
研
修
会
を
重
ね
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、

活
動
が
軌
道
に
乗
っ
て
い
っ
た
。
時
と
と

も
に
メ
ン
バ
ー
各
自
の
技
能
と
知
識
が
向

上
す
る
に
つ
れ
、
積
極
性
も
徐
々
に
見
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
の
後
、
メ
ン
バ
ー
が
増
え
た
の
で
、

各
人
が
得
意
と
す
る
分
野
で
存
分
に
活
動

で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
現
会
長
の
浅

田
マ
サ
子
さ
ん
に
会
長
が
交
代
し

た
こ
と
を
契
機
に
、
グ
ル
ー
プ
に

分
か
れ
た
活
動
を
取
り
入
れ
る
こ

と
と
し
た
。
以
降
、
団
体
の
活
動

は

「
全
体
活
動
」
と

「
グ
ル
ー
プ

活
動
」
に
よ
り
進
め
ら
れ
て
い
る
。

県
外
か
ら

8
百
人
の
来
場
者

全
体
活
動
の
メ

l
ン
イ
ベ
ン
ト

は、

「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ま
つ
り
」
で
あ

る
。
町
内
の
四
十
ア
ー
ル
ほ
ど
の
休
耕
地

を
借
り
て
管
理
し
て
い
る
ラ
ベ
ン
ダ
ー
園

に
お
い
て
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
咲
き
頃
に
合

わ
せ
、
毎
年
六
月
末
頃
の
土
・
日
曜
日
の

一一
日
間
開
催
し
て
い
る
。

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
来
場
者
が
ラ
ベ
ン
ダ

ー
の
摘
み
取
り
な
ど
の
体
験
が
で
き
る
参

加
型
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。
平
成
十
年
か

ら
開
催
し
て
お
り
、

当
初
は
来
場
者
が
三

百
人
程
度
で
あ
っ
た
が
、
年
々
増
加
し
、

県
外
か
ら
も
人
が
訪
れ
る
よ
う
に
な
っ

て
、
昨
年
は
約
八
百
人
の
来
場
が
あ
っ
た
。

イ
ベ
ン
ト
会
場
で
は
、
後
に
紹
介
す
る

グ
ル
ー
プ
活
動
の
成
果
を
生
か
し
、
ハ
ー

ブ
を
使
っ
た
料
理
を
出
し
た
り
、
ク
ッ
キ

ー
や
手
芸
品
、
ハ

l
ブ
の
苗
な
ど
の
販
売

も
行
っ
て
い
る
。
真
心
が
こ
も
っ
た
手
作

り
の
品
々
は
来
場
者
に
大
変
好
評
で
、
お

土
産
に
た
く
さ
ん
買
っ
て
帰
る
と
い
う
。

メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は

日
頃
の
活
動

の
成
果
を
試

す
場
と
な
っ

て
い
る
。

全
体
活
動

.ラベンダーまつり

の
、
も
、
っ

一
つ

の
主
な
も
の

は
、
町
な
ど

が
実
施
す
る

行
事

へ
の
参

....................••.................................................•...................................................... .•....•••.......• 
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加
・
協
力
で
あ
る
。
「
三
野
町
健
康
福
祉

ま
つ
り
」
を
は
じ
め
年
間
6
回
程
度
の
各

種
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
、
出
庖
や
、
運
営

へ
の
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、

学
校

週
休
二
日
制
の

l
i
l
l
il
i
-
-E

導
入
に
伴
い
、

一

t
.U匝
・
・
園

町
が
毎
月
第

一

一

ー
伶

凶

園

開

土
曜
日
に
実
施

一

也
・
・
圃
盟
国g

す
る
小
学
生
を

i
EE副

J
F

対
象
と
し
た
謀

川

Hι
r

、
主r

外
学
習
で
、
ハ

い
ハ

J
M
盤

l
ブ
を
使
っ
た

む

U
ι・
・

-r

手
芸
品
製
作
の

h
n開
園
自

講
習
も
行
っ
て

AhFa----

い
る
。
今
年
の

ふ
脳
圃

E
E
-
-

三
月
に
実
施
し

・
・
・
・
・
圃
・
・
関
町

た
と
き
は
、
約
三
十
人
の
女
子
児
童
に
対

し
、
ハ
ー
ブ
と
布
手
袋
を
使
っ
た
手
芸
品

製
作
の
講
習
を
行
い
、
子
供
た
ち
と
楽
し

み
な
が
ら
取
り
組
ん
だ
。

発
芽
玄
米
の
ま
ち
を

P
R

次
に
、
グ
ル
ー
プ
活
動
と
し
て
は
、
メ

ン
バ
ー
各
自
が
得
意
分
野
を
生
か
せ
る
よ

う
に
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
活
動

し
て
い
る
。
ハ
ー
ブ
を
栽
培
す
る
グ
ル
ー

プ
、
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
料
理
や
お
菓
子
を

下
ら
ゲ
レ

l
プ
、
ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
手
芸

プ
に
分
か
れ
、
メ
ン
バ
ー

な
ど
に
合
わ
せ
て
好
き
な

ハ ブを使った料理講習会.

グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
い

る
。

ハ
ー
ブ
栽
培
は
ラ
ベ

ン
ダ
ー
国

一
面
に
、
ラ
ベ

ン
ダ
ー
の
ほ
か
に
も
多
種

l
l
多
様
の
ハ

l
ブ
を

悶
・

育

て

て

い

る

。
高

.

.

 
齢
化
し
て
い
る
メ

E
L同
ン

パ

l
に
と
っ

・2
て
、
作
業
は
肉
体

‘

日

的
に
き
つ
い
が
、

』明日正

世
間
話
な
ど
を
し
な
が
ら
の
作

民
F

業
は
楽
し
く
、

辛
さ
を
忘
れ
る

h
Ft
と
い
う
。
ハ
l
ブ
を
使
っ
た
料

・
・
園

理
な
ど
の
例
と
し
て
は
、
カ
レ

・
・
・

1
ラ
イ
ス
、
サ
ラ
ダ
、
ク

ッ
キ

-
-
-
ー
な
ど
で
あ
る
が
、
ほ
か
に
も

色
々
な
料
理
へ
の
応
用
が
試
み
ら
れ
て
い

る
。
中
で
も
、
発
芽
玄
米
で
作
る
パ
ン
に

ハ
l
ブ
を
織
り
交
ぜ
た
「
発
芽
玄
米
ハ
ー

ブ
パ
ン
」
が

一
番
の
自
信
作
で
あ
る
。
発

芽
玄
米
は
、
甘
み
が
あ
っ
て
栄
養
価
も
高

く、

三
野
町
で
は
特
産
品
と
し
て
数
年
前

か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
団
体
と
し
て
も

イ
ベ
ン
ト
で
出
品
す
る
な
ど
、
特
産
品
の

P
R
に

一
役
買
っ
て
い
る
。

ハ
ー
ブ
を
使
っ
た
手
芸
グ
ル
ー
プ
で

は
、
ハ
ー
ブ
を
中
に
入
れ
る
こ
と
に
よ

っ

て
爽
や
か
な
香
り
の
す
る
人
形
や
リ
l
ス

作
り
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
技
術
を
磨
い

た
成
果
は
、
先
ほ
ど
紹
介
し
た
よ
う
に
講

習
会
の
開
催
へ
と
つ
な
が
っ
て

い
る
。
小
学
生

へ
の
講
習
以
外

に
も
、

主
に
町
内
外
の
婦
人
会

か
ら
講
習
会
開
催
の
依
頼
を
受

け
、
昨
年
は
合
計
十
八
回
開
催

し
た
。

若
い
女
性
の
確
保
が
課
題

/、ーブ を使ったクラフト製作.

団
体
の
活
動
費
は
会
費
、
ハ

ー
ブ
製
品
な
ど
の
売
り
上
げ
、

そ
し
て
町
の
補
助
金
か
ら
成
り
立
っ
て
い

る
。
補
助
金
は
減
少
傾
向
に
あ
る
が
、
団

体
と
し
て
も
今
後
は
補
助
金
が
無
く
て
も

や
っ
て
い
け
る
体
制
づ
く
り
を
目
指
し
て

い
る
。
団
体
の
メ
ン
バ
ー
は
少
し
ず
つ
増
え
て

は
い
る
が
、
や
は
り
若
い
世
代
の
女
性
メ

ン
バ
ー
の
確
保
が
謀
題
と
な
っ
て
い
る
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
大
半
が
子
育
て
を
終

え
た
世
代
の
女
性
で
あ
る
。
若
い
女
性
の

加
入
者
が
少
な
い
理
由
と
し
て
は
、
仕
事

や
育
児
で
忙
し
い
と
い
う
以
外
に
、
団
体

の
活
動
が
あ
る
程
度
確
立
さ
れ
た
こ
と
に

よ
っ
て
新
し
い
メ
ン
バ
ー
が
入
り
づ
ら
く

な
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
る
。
メ
ン
バ
ー
募
集
の
チ
ラ

シ
の
配
布
な
ど
で
は
効
果
が
な
い
の
で
、

各
メ
ン
バ
ー
が
機
会
あ
る
ご
と
に
団
体
の

活
動
内
容
を
直
接
話
し
、
想
い
な
ど
を
伝

え
る
よ
う
努
め
て
い
る
。

団
体
の
メ
ン
バ
ー
に
は
、
イ
ベ
ン
ト
の

主
催
や
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
・
協
力
な
ど

に
よ
っ
て

「微
力
な
が
ら
ま
ち
づ
く
り
に

貢
献
し
て
い
る
」
と
の
自
負
は
あ
る
が
、

ま
だ
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
は
程

遠
く
、

今
後
は
町
内
の
女
性
団
体
の
横
の

つ
な
が
り
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。
団
体
問
で
交
流
な
ど
を
行
う
こ
と
に

よ
り
、

互
い
の
刺
激
に
な
り
、
活
動
の
幅

も
広
が
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
こ
で
、
昨
年
、
町
内
に
あ
る
十
三
す

べ
て
の
女
性
団
体
に
参
加
を
呼
び
か
け
、

初
代
会
長
の
前
川
さ
ん
に
よ
る
講
演
会
を

開
催
し
た
。
女
性
の
果
た
す
役
割
の
大
切

さ
を
訴
え
た
講
演
会
に
は
、
す
べ
て
の
団

体
か
ら
出
席
が
あ
り
、
交
流
の
き
っ
か
け

に
な
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
今
後
も
こ
う

し
た
場
を
設
け
、
団
体
聞
の
意
見
交
換
な

ど
を
実
施
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

人
任
せ
に
せ
ず
、

自
分
た
ち
が
で
き
る

こ
と
か
ら
徐
々
に
活
動
を
進
め
て
い
く
に

つ
れ
、
少
し
ず
つ
ま
ち
づ
く
り
に
お
け
る

女
性
の
役
割
の
必
要
性
が
認
め
ら
れ
て
き

て
い
る
の
を
感
じ
る
と
い
う
。

話
を
伺
う
中
で
、
「
我
々
女
性
が
動
か

ね
ば
」
と
い
う
力
強
い
言
葉
を
聞
き
、
ま

ち
づ
く
り
に
お
け
る
女
性
の
役
割
へ
の
期

待
が
高
ま
っ
た
。

1当局Sω2003・5月号
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平
成
何
年
度
事
業
計
画

収
支
予
算
案
を
承
認

僻
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
の
第

六
十
九
回
理
事
会
と
第
四
十
五
回

評
議
員
会
が
三
月
二
十
日
開
催
さ

れ
、
平
成
十
五
年
度
事
業
計
画
案
と

収
支
予
算
案
な
ど
の
審
議
の
結
果
、

全
て
原
案
ど
お
り
承
認
さ
れ
た
。

予
算
額
は
、
総
額
十
三
億
七
千

百
七
十
一
万
六
千
円
で
、
前
年
度

よ
リ
千
四
百
五
十
八
万
六
千
円
の

減
と
な
っ
た
。
事
業
計
画
に
つ
い

て
は
、
地
域
づ
く
リ
の
着
実
な
進

展
を
支
援
す
る
た
め
の
機
関
誌

「
地
域
づ
く
リ
」
を
始
め
と
す
る
各

種
情
報
誌
及
び
事
例
集
の
発
刊
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
地
域
情
報

の
提
供
、
全
園
地
域
リ
ー
ダ
ー
養

成
塾
の
運
営
、
地
域
づ
く
リ
計
画

の
受
託
な
ど
従
前
か
ら
行
っ
て
い

る
事
業
の
充
実
を
図
る
こ
と
な
ど
。

新
規
事
業
と
し
て
は
、

①
地
域

活
性
化
の
事
例
集
と
し
て
、
「
都
市

と
農
村
漁
村
の
共
生
・
対
流
事
例

集
(
仮
題
こ
の
作
成
②
自
治
体
に

お
い
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
再
生

を
推
進
す
る
う
え
で
の
参
考
と
な

る
た
め
の
調
査
研
究
事
業
ー
ー
な
ど

で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
七
年
か
ら

有
楽
町
に
オ
プ
ン
し
て
い
る

「
ふ
る
さ
と
情
報
プ
ラ
ザ
」
の
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
を
予
定
し
て
い
る
。

な
お
、
任
期
満
了
に
よ
る
退
任

(
三
月
三
十
一
日
)
に
伴
い
次
期
の

役
員
と
な
る
会
長
、
副
会
長
、
理

事
、
監
事
お
よ
び
評
議
員
が
選
任

さ
れ
た
。
任
期
は
平
成
十
五
年
四

月
一
日
か
ら
二
年
間
。

笑
顔
が
い
ち
ば
川
引
予
定

-5月4
日

岐
阜
県
美
濃
市

・
根
尾
村

う
だ
つ
の
上
が
る
町
並
み
に
繰
り

広
げ
ら
れ
る
美
濃
祭
り
と
オ
カ
リ

ナ
夢
活
動

-5月什日
滋
賀
県
彦
根
市

・
甲
南
町

甲
賀
流
忍
者
の
世
界
を
体
感
|

近
江
城
下
町
と
忍
び
の
里
探
検

・5月間日
長
野
県
白
馬
村

・
大
鹿
村

も
う
ひ
と
つ
の
白
馬
の
楽
し
み
方
と

歌
舞
伎
を
生
か
し
た
む
ら
，つ
く
り

-5月お日
大
分
県
玖
珠
町
・
直
入
町

日
本
一
の
炭
酸
泉
と
童
話
の
里

大
分
秘
湯
め
ぐ
リ

地腸おとし出前研修会
(財)地域活性化センターでは、毎年東京を中心に実施している

「地域イベント実務研修会Jおよび日本観光協会との共催で実
施している 「地域産品 ・観光おこし研修会」のカリキュラムを

生かした出前研修会を実施しています。

[1安定コース]イベントコース、地域産品-観光おこしコース

[委託料】

会場借り上げ料など研修会運営にかかる費用、研修生募集のた

めの通信運搬費、地域の視察調査にかかる旅費交通費などは、

主催者側の負担となります。

また、講師謝金の半額は当センターが負担しますが、講師派遣

のための旅費の全額および講師謝金の半額については、主催者

側の負担になります。

※コース内容、日程 (2泊3日以内)などにつきましては、ご相

談のうえ決定させていただきます。

[平成14年度実施実績]

① イベントコース

・千葉県富山町一一一一 1 月 15日 (水) ~17日 (金)

長野県佐久商工会-2月 25日 (火) ~26日 (水)

② 地時産品 ・観光おこしコース

・ 大分県竹田市一一一一 7 月 25日 (木)~26日 (金)

.兵庫県波賀町一一一ー12月17日(火)

・兵庫県吉川町一一一 1 月 22日 (水) ~23日 (木)

徳島県三好町一一一 1月30日(木)

-兵庫県中町 3 月 27日 (木) ~28日 (金)

[お問合せ先]

(財)地域活性化センター業務第1課高柳/業務第2課小林・山本

TEL.03-5202-6136・6137 FAX.03-5202-0755 

Mail: gyomu1@chiiki-dukuri-hyakka.or.jp 

国
平成15年度募集開始

(財)地域活性化センターでは、毎年、地域づくりに

閲する調査を目的とした海外視察調査団を派遣し

ており、参加者から好評をいただいております。

平成15年度も次のコースを企画しましたので、

ぜひご参加ください。

詳しくは、今月号に同封しております募集案内

をご覧ください。

・視察テーマ

産学宮連携による地域づくり

地域産品を活かした都市と農村の交流 ・共生

※本年度は、 1テーマにつき、複数の調査先を

設定しております。(同一テーマで異なる取

り組みを行っている事例の視察や自治体での

取り組みと民間での取り組みの視察など)

・訪問国=デンマーク ・スウェーデン・イタリア・

フランス

・訪問地ニコペンハーゲン・力ルマール ・フォル

1)ー・アヌシーなど

・日程=平成 15年 10月 6 日 (月 )~ 10月 17日 (金) まで

.賞用=620，000円

.募集人員=25名程度

.お申込み=平成15年7月31日(木)まで

[お問合せ先]

(財)地域活性化センター

TEL.03-5202-6136 

業務第ト 2課
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司

、

聞
の
生
活
に
密

E

d
着
し
た
美
術
こ

そ
真
の
美
術
で
あ
る
』

緑
豊
か
な
生
活
文
化
都

市
、
世
田
谷
区
の
シ
ン
ボ

ル
と
い
え
ば
、
何
と
言
っ

て
も
「
世
田
谷
美
術
館
」

で
す
。

公
園
の
自
然
と
調
和

し
、
来
館
者
の
心
を

和
ま
せ
ま
す
。
ア
ン

リ
・
ル
ソ
ー
ら
の
素

朴
派
の
作
品
ゃ
、
区

内
在
住
の
日
本
画
家

高
山
辰
雄
、
洋
画
家

向
井
潤
吉
、
工
芸
家

帖
佐
美
行
ら
日
本
を

代
表
す
る
巨
匠
の
作

品
に
加
え
、
北
大
路

魯
山
人
の
陶
芸
作
品

な
ど
豊
富
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
、
そ
の
ま
ま
日
本

の
美
術
界
を
一
望
す
る
か
の
よ
う
で
、
区
民
の
誇

り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

世
田
谷
美
術
館
は
地
域
に
根
ざ
し

た
区
立
の
美
術
館
と
し
て
、
ま
た
世

界
に
通
用
す
る
美
術
館
と
し
て
、
展

覧
会
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ワ
ー
ク

シ
ョ

ッ
プ
や
美
術
大
学
な
ど
従
来
の

美
術
館
の
枠
を
越
え
た
多
彩
な
事
業

を
展
開
し
、
地
域
の
豊
か
な
文
化
活

動
の
拠
点
と
し
て
定
着
し
、
内
外
か

ら
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

広
大
な
敷
地
と
四
季

折
々
の
自
然
に
恵
ま
れ
た

都
立
砧
公
園
の
一
函
に
、

東
京
西
部
の
文
化
の
中
心

た
ら
ん
と
、

一
九
八
六
年
開
館
し
ま
し
た
。

約
八
十
万
の
区
民
を
擁
す
る
世
田
谷
区
は
、
都

心
に
近
く
、
交
通
至
便
で
良
好
な
住

宅
地
と
し
て
の
性
格
を
色
濃
く
持

っ

て
い
ま
す
。
そ
の
上
、
区
内
に
は
数

多
く
の
芸
術
家
や
文
化
人
が
在
住
し
、

区
民
に
よ
る
文
化
活
動
が
盛
ん
な
土

壊
が
、
文
化
の
香
り
高
い
ま
ち
づ
く

り
を
柱
の
一
っ
と
す
る
区
政
、
そ
し

て
美
術
館
基
本
矯
想
に
反
映
さ
れ
て
、

現
在
に
至

っ
て
い
ま
す
。

内
井
昭
蔵
設
計
に
よ
る
建
物
は

、

東
京
都

世田谷区

世田谷美術館
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CORNER EVENT 

5月 (予定)

女日本橋プラザビル

イベントスペース

・5月 12 日 ~ 13 日
姫路市(兵庫県)

・5月 26日 ~28日
長門地域観光活性化協

議会 (山口県)

女ふるさと情報プラザ

イベントスペース

・5月 6日 ~ 16日
ふるさとイベント大賞

パネル展

*ふるさと情報プラザ

イベントスペース

・3月 3 日 ~ 7 日
函館 ・下北観光専門部会

函館・下北観光ポスター展

・3月 10 日 ~ 14日
岡山県

岡山県地域キャンペーン

「真庭の魅力J
-NHK大河ドラマ 「武蔵j

の口ケ地から一

・3月 19日 ~20 日
磐田市(静岡県)

磐田市観光キャラパン (3)

・3月 24日 ~ 27日
観光連絡協議会 (滋賀県な

ど10県)

3月 (実施)

切除日本橋プラザビルイベントスペース

・3月 5 日 ~7 日
上山市(山形県)

かみのやまの観光と物産展 (1) 

・3月 1 2 日 ~ 14日
宇土市(熊本県)

くまもと宇土市の観光と特産品まつり (2)

【
編
集
後
記
】

V
時
代
が
移
り
、
ひ
と
の
意
識
や
価
値
観
が
変
化
し

て
く
る
と
、

「安
全

・
安
心
」
に
対
す
る
考
え
方
も
変

わ
っ
て
く
る
。
食
の
安
全
と
健
康
指
向
の
高
ま
り
の

中
で
、
増
産
を
号
令
し
て
い
た
時
代
に
は
騒
が
れ
な

か
っ
た
農
薬
残
留
や
、
食
品
の
表
示
方
法
な
ど
が
問

題
視
さ
れ
、
新
型
肺
炎
な
ど
の
問
題
も
次
々
飛
び
出

し
て
く
る
。

V
今
回
の
特
集
テ
l
マ
は
「
安
心

・
安
全
な
ま
ち
づ

く
り
」。
事
例
報
告
で
共
通
し
て
い
た
の
は
、

「自
分

の
身
は
自
分
で
守
る
、
自
分
の
地
域
は
み
ん
な
で
守

る
」
で
あ
っ
た
。
そ
う
な
る
と
お
の
ず
と
、
住
民
主

体
で
行
政
と
の
辿
携
・
協
同
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
そ
の
活
動
が
紹
介
さ
れ
て
い
た
。

wv
ま
た
、
住
民
が
立
ち
上
が
っ
て
防
犯
な
ど
で
条
例

化
す
る
動
き
が
出
て
い
る
こ
と
も
特
徴
の

一
つ
で
あ

り
、
そ
の
効
果
は
大
き
い
。
そ
れ
だ
け
に
、
導
入
に

は
慎
重
さ
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

V
リ
ス
ト
ラ
ば
や
り
の
中
、
定
年
退
職
後
の
仕
事
探

し
と
生
き
が
い
づ
く
り
は
、

高
齢
社
会
が
抱
え
る
大

き
な
課
題
。
日
本
の
成
長
を
支
え
て
き
た
そ
れ
ら
の

人
た
ち
の
知
恵
と
経
験
を
活
か
す
こ
と
が
、
地
域
に

と
っ
て
も
そ
の
人
た
ち
の
生
き
が
い
づ
く
り
に
も
役

立
つ
は
ず
だ
。
囲
内
に
限
ら
ず
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
の

あ
る
人
を
"
輸
出
“
し
国
際
協
力
す
る
の
も

一
つ
で

あ
り
、
す
で
に
実
施
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
。(丘
)

T
o
月
号
予
告
】

特
集

H

地
織
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス

地域づくり5月号
平成15年5月!日発行 編集 ・発行財団法人地域活性化センター

東京都中央区日本紙2ふ4 日本稿プラザピル13階 IL活03-5202-6131(代 http://www.chiiki-dukuri-hyakka.or.jp/ 

印刷l製本/株式会社丸井工文tl



さ
れ
き
働
時
コ
で
い
っ
ぱ
い
当
て
屯
稿
。

--~ 

ーら

地
域
づ
く
り
五
月
号
(
通
巻
1
6
7
号
)
平
成
十
五
年
五
月
一
日
制
地
域
活
性
化
セ
ン
タ
ー
発
行

宝くじの収益金は、 桂昌~
身近な街づくりに役立っています

、二~

⑧ 紋日本宝〈じ協会
( 当せんはしっかり鍋ベて、しっかり換金 )

宝くじのホームベ-:;

http・/γwww.takarakuji.nippon-net.ne.jp-外国発行の宝くじを、日本国内において購入することは、法律で禁止されています:
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